
韓

鼈鱒惚
鶴  農

0                    10Cm

第189図  SX2010出土遺物実測図・観察表

B区第 2面検出遺橋 (第 190図 )

B区では中央部に大きな撹乱坑が存在し,その壁面の堆積状況から窪地であることが窺われた

(第 10図 )。 窪地の範囲はSX2006が南面に相当し,炭化層が埋積し認められた西半部一帯と想

定された。この窪地の最下層部となる第 3面では,17世紀後半には埋没したと考えられるSX30

04～ 3006を確認している。また当遺構面の上位では,19世紀前葉の堆積物に考えられる土壁及び

瓦片を含んだ整地が認められ,窪地上面はこの間の所産と想定される。

一方,微高地上となる東半部ではSE 2001,SP 2001,2002を検出しているが,第 1面で近代期

の所産に考えられるSX 1005の直下で認められ,出土遺物では幕末～明治期の所産が中心となっ

ている。

遺構名
支

暑

報

番

遺物

種別

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

さ(現存長 ) 厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 外面

SX2010 軒丸瓦 砂礫 灰NS/0 灰N4rO 良 巴

SX2010 菊丸瓦 砂礫少 灰NSyO 黄灰25V6/1 良 菊

菊丸瓦 砂礫少 灰NSrO 灰白5Y8Jl 良 菊

菊丸瓦 砂礫少 灰N4rO 灰 N5/O 不良 菊
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卜N

※ トーン箇所は
炭化層検出範囲

NI

L=1.20m

第190図 第 2面 B区遺構平面・土層図

2.5Y4/21暗灰黄色ンル ト質細砂 (瓦を多く含む)

0                    2m
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SE 2001(第 191図 )

B区東半,第 2面で確認した井戸である。検出した標高は0.85m,底面の標高は-0。 8～ -0.9

mを測る。平面の形状は長方形で, 2つの井側が認められる (北側 i SE2001-① ,南側 :SE

2001-②)。 土層図6層の上位で湧水が認められた。SE 2001-①の井側は2段遺存し,下段が

木桶で,上段が土製である。井側の径は,それぞれ約60cmと 70cmで ,高さが90cm前後である。S

E2001-②は,径が約80cm,高さが約120cmである。規格が異なるため,埋設された時期が異なる

可能性もあるが,確認状況からは明確な判断ができない。

断面は急勾配の壁面で,底面はSE 2001-②の下部でやや深くなっている。堆積状況は5。 6

層が井側の留め上である。平面図との対応では,平面図1が 3層の上層部付近,平面図2が 5層

平面図 ①

巨
― ―

ｍＮ却一
ｍ

Ｓ

〓
‐
，
。０

一

①5Y6/1灰色シルト質細砂
②5Y5/1灰色シルト質細砂
③25Y6/2+7/4灰黄色
+浅黄色シルト質細砂
①2.5Y4/1黄灰色シルト質細砂
⑤5Y6/1灰色細～粗砂
⑥砂礫層

平面図 ②

0        1m

第191図  SE 2001-① ・④平面・土層図
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の上層部付近である。平面図1では,土製の井側 (SE 2001-① )が認められ,更に上段を固定
する板材と石材が一部で遺存している。平面図②では, SE 2001-①の下段の木桶及びSE 2001

-②が現れる。この時点でも, SE 2001-① の四方に組まれたと推定される上段部固定用の板材
とSE 2001-②の一部が欠損している。この状況から3・ 4層は,廃絶以降の撹乱を含んだ堆積

層と考えられる。SE 2001-①は少なくとも,更に1段あったことが考えられ,下段の高さを考

慮すると井側の上端は,標高は1.7m前後であったことが想定される。また,第 1面の確認では,

同地点で当井戸を囲うような方形状のプランに集石及び石列が標高1.3m前後で検出されている

(第 8図 )。 この集石,石列については,現状では上述のように3・ 4層が撹乱を含んだ堆積物
であり,その上位で確認されているため後世の所産と考えられるが,共伴する施設の可能性も否

定できない。遺構の所属時期は, SE 2001-① の出土遺物より幕末～明治期の埋没が考えられる。

∩

ヽ

軍
0                    10cm

選悟名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(穐薬、内外色調 ) 色調 3(呉須 上総 ) 調整 製作年代 備考

Vd 一剛

口
高
底

灰白色
外面 :明 オリーブ灰5GY7′ ,

内面 :透明和
呉須 :浚・暗青色 内面 :四方欅 大橋V期 青磁楽付、高台内

にアル

ミナ砂付着

碗 一Ｗ 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :賠青色 大橋V期

SE2001 碗 一則 灰自色 内外 :透明和 呉須 :明青色 大僑V期

掘方
碗 ユ刊

口▼ 85

底 :290
灰自色 内外 :透明和 呉須 :オ リーブ灰 ,OY5/2 外面 :草花 大橋Ⅳ翔

SE2001 髄 橋美
日
高
底

灰自色 内外 :透明和 上絵 :青 ,金 大橋 V期 端反碗

小lT 単則

口
高
底

灰白色 内外 :透 FIB和 呉須:皓青色

小野 犠美
口
高
底

灰白色 内外 :透明釉
呉須:朗青色

上絵 :暗黒色

肥前 灰白色 内外 :透明和 呉須 :明青色 大橋 V期 型打成形

SE2001 ユ削 灰自色 内外:透明和 呉須 :暗青色 大橋V期 型打成形

蓋 一則 雉蜘枷

最
　
底

灰自色 内外 :透明和 呉須 :淡 晴青色 大橋 V期

第192図  SE2001出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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第193図  SE 2001出 土遺物実測図 (その 3)
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遺描名
物

別

避

種
器種 産地 去量 (em) 胎土 色調 ,(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須.上絵 ) 調整 製作年代 備考

協 碗 瀬・美 腐 :540 灰自SY8/1 内外:灰自5Y3/2 ミ須:オ リーブ灰10Y5/2

腕 瀬 口 H■00 灰5Y6/1 内夕‖灰白5Y7/2 呉須:オ リーブ灰iOY4/2

V」 瀬・ 店 :500 灰白25Y3/2 内外:灰白5Y7/2 呉須:オ リーブ灰10Y5/2

VB 京 信
６５
ω
２０

日
高
底

灰白5V8′ 1 内夕常灰白iOV7/1

碗 京・信 灰白25Y8/2 内外:灰白5Y7/2

SE2001 腕 京 信 灰白25Y8/2 内夕常灰黄25Y772

SE2001 京・信 底:340 灰白5Y7/1 内外:灰白iOY″ 2

SE2001 /1ヽ不 瀬・美 高:410
底 :350

にぶい橙7 5VR7/3 内夕Ⅲ:灰 白5Yar2 呉須 :暗青灰 10BG3/1

SE2001 灯明皿 備前 旧 にぶい赤7 SR4/4 にぶい赤75R44
内外:ロ クロナデ

外底:ケズリ

SE2001 奎 底 :690 咽 掲灰 10YR6/1 外面 :皓青褐5YR3J6

旬 蓋 京・信
最大径

底莉O OO
旧 灰自SY7/1 外面 :灰オリーブ5Y6r2

司
冒鉢口編

隅
備前

外面:賠赤褐2 5YR3/2

内面:皓赤灰10R3/1

樹 口 :4100 明赤褐2 5YR5/6 内外 :暗赤褐ρ5YR3/2

月 細 浅黄25Y879 内外 :明黄褐25Y6/8 源内焼

翻 毒底部 大谷 屋:680 赤褐10R4/4 外面:暗赤褐5YR3/2

SE2001 蓋 京・存
■
０
００

舛
詠
鷹

浅黄2 5YVa 内夕よ:淡黄25Y8/3

SE2001 皿 にぶい橙7 5YR7/4 にぶい橙7 5YR″4
内外 :ロ クロナデ

外面 :ミ ガキ
内面に燦付着

SE2001 目皿 高詢 10
底 :540

橙5YR616 橙SYR676

SE2001 土師質 目皿
最大厚莉 O
現存長:97

浅黄橙7 5YR3/3 浅責橙7 5YRa13

と師景 目皿 最大径 にぶい糟2 5YROコ 灰白10YR8′ 1

日

第194図  SE 200]出 土遺物観察表

SE 2001-①出土遺物 (第 192～ 194図 )

遺物はSE2001-①から,幕末期の所産を中心にコンテナ2箱程度出土している。

1～ 4・ 8～ 10は ,肥前系磁器である。 5。 7は ,瀬戸・美濃系磁器端反碗及び小杯である。

11～ 13は ,瀬戸・美濃系陶器広東碗である。14～ 16は ,京・信楽系陶器端反碗である。24は源内

焼,25は大谷焼と考えられる。28～ 30は混炉類の付属品。31は硯である。
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SK2001(第 195図 )

B区東部,第 2面で確認した遺

構である。検出した標高は0。86m

前後, 底面の標高は0,65m前後を

測る。検出長は東西方向で約1.1

m,南北方向で約1.2mを測る。
西面は撹乱により壊されているが,

平面はほぼ円形と考えられる。断

面は船底形で,埋上に多量の瓦が

認められた。所属時期は,出土遺

物より18世紀前葉頃と考えられる。

SK2001出土遺物 (第 198図 )

7・ 8は肥前系陶器碗及び小郭

である。 9・ 10は備前灯明皿(9),

備前橋鉢 (10)である。

SK2002(第 195図 )

B区東部,第 2面で検出した遺

構である。検出した標高は0.86m

前後,底面の標高は0.57m前後を

測る。検出長は東西方向で約 lm,

南北方向で約2.3mを 測る。西面は

撹乱により壊されていた。平面は

不整形な長方形として検出された。

断面は船底形で,埋上に多量の瓦

が認められた。所属時期は,同様

の様相を示す SK2001と 同時期の

所産と考えられる。

SK2002出土遺物 (第 198図 )

11は瓦質土器火鉢で,脚部を有

する。

SP2001・ 2002(第 196図 )

B区北東隅,第 2面で検出した

杭である。検出した標高は0.83～

0.89m前後を測る。径約12cmの九

太杭を東西に2箇所打ち込んでい

る。北及び東が調査対象外で,東

西列となるかどうかは不明である。

Ｅ

ｏ
ｏ

ｒ
＝
＝
コ

Ｚ

Ｅ

ｏ
ｏ
．
▼
＝
＝
コ

の

Ｔ。Ｎ
Ａ
ハ
＝
出
＼
＼
ｒ
下
、
ャ

・2002平面・断面図

ＳＰ２００２⑤ ＳＰ２００‐＠

o            05m

第196図  SP2001・ 2002平面・断面図

第195図  SK2001
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杭は丸太材の先端部を尖らしたもので, lm以上の長さで遺存していた。詳細な時期は不明であ
る。

SX2006(第 190図 )
A区北端部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.08m前後,底面の標高は0。76m
前後を測る。検出長は東西方向で約 6m,南北方向で最大約1.7mを測る。北面は撹乱により壊
されている。平面は不定形で,北部のB区へ下る落ち込みとなっている。所属時期は出土遺物及
びB区の整地状況を考慮し,18世紀代～19世紀前葉と考えられる。
SX2006出土遺物 (第 198図 )

1～ 6は肥前系磁器である。紅皿 (1),碗 (2),皿 (4～ 6)がある。

SE 2002(第 12・ 197図 )

D区東半部,第 2面で確認した井戸状の遺構である。検出した標高は0,96m,底面の標高は一

0.02mを 測る。検出長は東西方向で約3.3m,南北方向で約2.3mを 測るが,北は調査範囲外であ
り,西及び南側は撹乱により壊されている。平面の形状は,不整形な円形を呈するものと想定さ
れる。断面の観察では1.4mの標高で確認され,第 1面での検出は可能であったが,調査の工程
上,第 2面で確認した。断面の形状は西半については不明だが,中位で屈曲し段部が認められる。
以下,底 まで器壁は急傾斜となり,底面では湧水を確認した。断面上層では詳細に分層されてい

るが,基本的には陶磁器,瓦片等を多量に包含した堆積物により充填される。遺物を多量に含む
ことから,廃棄土坑の性格を有する。

SE 2002出土遺物 (第 199～ 201図 )

遺物は,コ ンテナ 5箱程出上した。18世紀代～明治時代の所産のものが認められる。

①2.5Y7/3浅黄色シルト質細砂
②2.5Y7/3+10YR3/1浅黄色シルト質細砂
+灰白色細砂 (シルトを若干含む)
③2.5Y6/2灰黄色シルト質細砂
④2.5Y5/2暗灰黄色シルト質細砂
⑤5Y4/1灰色シルト質極細砂

第197図  SE 2002平面・土層図

Ｔ． Ｎ
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SX200C 卜石 [前 灰自5Y8′ 1 内タト:灰 自5Y8rl 大橋Ⅱ期

克 単剛 灰白色 内外:透明釉 呉須 :明青色

一副 霊:500 働 灰白色 内外:透明和
呉須 :オ リーブ黒

75Y3た黒褐2 5Yyl
大橋狂期

初期伊万里

高合内に砂粒付着

肥前 灰自色 内外 :オ リーブ灰25GY帥 大橋皿期

SX2006 皿 肥前
ヨ:2000
言:390
崖:1150

細 灰自5Y811 内外:透明和 呉須:浚・暗青色 大橋Ⅱ期

敗 一則 微 灰白色 内夕ヽ :透明和 呉須 :浚青色 大橋工期

樹 腕 B前
日H060
高 :660
底 :440

にぶい橙2 5VR6r4 にぶい赤褐2 5YR4/4 内外:直線的な刷毛目 大橋V期

SX2001 滋 /1ヽ杯 一削
口:850

底 :280
灰白色 内外 :透明釉 呉須 :明・皓青色 大橋W期

SX2001 翻 灯明皿 一剛
高:20

旧 赤10R5/6 灰掲7 5YR,2
外面上半 :ナ デ

外底 :ケ ズリ
口緑内外に煤付着

翻 擢 ll・ 一硼 咽 暗赤10R3/6 暗赤 10R3′ 6
内面口緑部・外面 :ロ ク
ロナデ

瓦 質 火鉢

口
高
底

黄灰2 SYげ 1 黒N2/0 三脚の足有

第198図  SX2006・ SK200]・ 2002出土遺物実測図・観察表
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第199図  SE 2002出 土遺物実測図 (その 1)
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第200図  SE 2002出 土遺物実測図 (その 2)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 ,(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備老

旬 腕底部 肥前 灰白25Y71 内外 :浅責SY7β 勺面 :ビ ン痕 2ヶ 所

SE2002 伺 鹿底部 肥前 灰白10YRVl 浅黄25Y7“ 大橋Ⅱ期 呉器手碗

SE2002 η 碗底部 “刷 細 灰自25Y8/1 内夕

`:淡

黄25Y8“ 大橋Ⅱ期 呉器手碗

掘方
旬 鉢底部 肥前 灰自25Y″ 1 灰オリーブ5Y5之 勺面 :直線的な刷毛目 大橋Ⅳ期 刷毛目唐津

ＳＥ２０
赫

翻 建口縁剖 単剛 細 掲灰 10YR6/1 内外:深緑・青 外面 :波状の刷毛目

ＳＥ２。
肪

翻 il口縁ヨ Dttt 明赤掲2 5YR5ね 灰掲5YR672 大橋Ⅲ期 三島

ＳＥ２０
肪

開 密口縁占 ユ則 赤掲2 5YR4/6 ホ掲2 5VR4浴 大橋H期

SE2002

掘方
甕口縁召 旧前 倒 にぶい赤褐2 5YR4/4 にぶい赤掲2 5YR4/4

勁
肪

密口縁樹 旧前 口 :2770 旧 浅黄橙iOYR3 3 外面 :灰 白10Y8/1

続
】刷 農:370 灰自色 内外:透明和 呉須 :皓青色 外面 :一重網目 大橋V期 高台内外に虫食 t

SE2002 腕底部 一則 底 :400 灰白色 内外 :透明和 呉須 :暗・淡青色 底部に銘款有

一剛 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :皓青色 内面 :菊 大橋VJtl

瀬・美
口
高
底

脱 灰自色 内外:透明和 呉須:晴 淡青色 大橋V期

碗 瀬 美 主:390 敗 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明音色 大橋V期 コンニャク印判

一剛 高:300
底!450

微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :コ パル ト 大橋V期 型紙摺

碗 救 灰白色 内外:透明釉 呉須 :ヨバル ト 大橋V期 型紙摺

SE″002 一別 微 灰自色 内タト:透明釉 具須 :淡青色 外面:雨降り文 大橋V剤

SE2002

掘方
ユ剛 蔓:500 微 灰白色 内外 :明緑灰SG71 内面 :蛇の目釉剥 夫橋正期

青磁皿

高台内無和

一刷 微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :賠青色 外面:唐草 19c前

瀬 美 組 灰自5Yyl
内外上:灰白5Y3/2

内外下 :種暗褐7 5YR2お

・ 美 灰自色 内外 :透明雅 上絵 :赤・茶

SE2002 卜杯 美 嵩:340
底:390

灰白色 内外 :透朗釉 呉須 :皓。明青色 腰錯碗

駁 罰:28
藍:43

灰白色 内外:透明和 呉須 :淡青色・コバル ト

ＳＥ２。
励

憲 」ヽ杯 綴・美 灰白色 内外:透明穐 呉須:コバルト

踵 れんげ 瀬 美
々
　
， 灰自色 内外 :透明釉 呉須:皓青色

SE2002 滋 働徳利 瀬・美 伽 灰自0 内外:透明和 呉須 :暗青色

ＳＥ２０
肪

陶 渫口縁苗 京 信 細 灰白25V″ 1 内外 :緑灰色7 5GV6′ 1

翻 壷 臓前 灰N6/O
灰赤10R,2
内面 :赤 10R448

内面 :ロ クロナデ

SE2002 翻 壷 一刷 蔓:30 赤掲10R,4 赤褐loR4 3 外底 :回転糸切 り

内面 :ロ クロナデ

霊 備前 赤iOR,6 内外 :晴赤掲5YR3′2

甕 重:900 灰掲7 5YR5′ 2 灰掲7 5YR,2 余目:常g管環1悟ダ婁
え

Jヽ杯 “刷

ｍ
９０
７０

口
高
底

日 にぶい赤掲5YR5β 内外 :オ リーブ灰之SGY6′ 1 内外 :直線的な刷毛目

掘方

最大径:835

底:660
浅責橙7 5YR3J4 外面 :灰自5Y8′1 鉄絵 :黒 ,OYR2′ 1

ＳＥ２０
肪

と師質 甕
器高

底:2130
微砂油 にぶい黄橙ioVR98 外面 :灰 自10YR8′

' 
内

面 :にぶい黄橙loYR08
内面:ハケメ 内底面に墨書

第201図  SE 2002出 土遺物観察表
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第 2面A一 C区北部遺構 (第202図 )

当地点は,北側をB区に存在する窪地,西側はSX2008,南側は屋敷境の長屋に考えられるSA

2001に囲まれた空間となっている。明瞭な施設として想定できるものは認められないが,中央部

に溝状の遺構が認められる他,その周囲で不定形な土坑状の遺構やピットが検出された。所属時

期は,第 2面下層に相当するSD 2006(17世 紀末葉)及びSX2008の埋没時期 (19世紀前葉)から,

18世紀代を中心とした所産が考えられる。但し,第 1面で確認したSX 1005(近代所産)直下に

位置するものは,幕末～明治期の所産となる可能性がある。

SK2006(第202・ 203図 )

A区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.13m前後,底面の標高は0.88mを

測る。径1.2m程のやや不整形な円形として検出した。断面は船底形である。所属時期は,出土

遺物より18世紀前半を中心に考えられる。

SK 2006出土遺物 (第2磁図)

1は肥前系陶器皿である。 2は肥前系磁器碗である。 3は肥前系磁器小杯である。 4・ 5は備

前産で,瓶 (4),悟鉢 (5)である。 6は瓦質土器焙烙である。

SK2005(第202。 203図 )

A区北部,第 2面で確認された遺構である。検出標高は1.13m前後,底面の標高は0.92mを測

る。径0,9m程のやや不整形な円形として検出した。断面は船底形である。所属時期は,出土遺物

より明治期の所産と考えられる。

SK2005出土遺物 (第204図 )

7～ 10は肥前系磁器猪口及び紅皿。11は肥前系磁器瓶である。12は肥前系陶器鉢。13は土瓶で,

外面にイッチン掛けによる装飾が認められる。明治時代の所産。14は施釉陶器鍋である。

SK 2007(第 202図 )

A区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.15m前後,底面の標高は0。71mを

測る。径1.2m程のやや不整形な円形として検出した。

SK2007出土遺物 (第204図 )

15は肥前系陶器碗である。16は肥前系陶器鉢である。

SK2009(第202・ 203図 )

A区北部,第 2面で確認された遺構である。検出した標高は1.09m前後,底面の標高は0.88m

を測る。径0,8～ 0.9m程のやや不整形な円形として検出した。断面はU字形である。

SK2009出土遺物 (第205図 )

1・ 2は ,軒丸瓦である。

SK 2015(第 202・ 203図 )

C区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.13m前後,底面の標高は約0,9mを

測る。検出長は東西方向で約0.8m,南北方向で約1.35mを測る。断面は船底形である。SD2008

に後出し, SK2019に壊される。時期の判明できる遺物は出上していない。
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①25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
②25Y7/4+25Y6/1
浅責色十黄灰色シルト質細砂
③10YR4/1褐灰色シルト質極細秒
(炭、焼土を含む)

W
L=1.30m

①25Y7/2+10YR7/3灰黄色+にぶい黄橙色シル
②25Y7/3浅黄色シルト質細砂

SK2004

①25Y6/2灰責色シルト質極細～細砂
②10YR6/1掲灰色シルト質極細砂
③5Y6/2灰オリーブ色シルト質極細砂

S
L=130m

SD2008

④25Y6/1黄灰色シルト質細砂
⑤5Y6/1灰色ンルト質細砂
⑥10YR4/1掲灰色シルト質極細砂
(炭、焼土を含む)

E
L=1.30m

卜質細砂

SK2019

E
L=1.30m

SK2003

①25Y6/1黄灰色細砂
(灰色粗砂黄色シルトブロックを含む)
⑤SY6/2灰オリーブ色シルト質極細秒

S             N
L=1 20m          L=1.20m

ヤ

①10YR6/1+6/2
掲灰色シルト質細砂十灰責掲色

SD2001

0        1m

第203図 第 2面A― C区北部遺構土層図

N
L=130m

SX2005

⑦10YR5/2灰黄褐色シルト質細砂
③25Y6/3にぶい責色シルト質細砂 (細砂含む)
③25Y5/1黄灰色シルト質細砂 (砂、細砂を含む)
⑩25Y6/1黄灰色シルト質細砂

SD2007、  2008、  SP2146、 SX2005

S
L=1.30m

W
L=120m

E
L=1.20m

S
L=120m

N
L=J。 20m

W
L=1.20m

E
L=1.20m

ｍＥ却一
ｍ

Ｗ

‐
，
３〇

一

SK2004、 SK2003

W
L=1.30m

①25Y6/2+10YR6/1灰責色+褐灰色シルト質極細砂

SK2006

①25Y6/1+6/3責 灰色+責色シルト質細砂

SK2014

①25Y6/2+6/1灰 黄色細砂十黄灰色シルト質細砂
(炭、焼土を若干含む)

SK2011

W
L=1.30m

①25Y6/2灰黄色シルト質極細 (炭、焼土を若干含む)
②25Y6/1黄灰色シルト質細秒 (灰白色粗砂を含む)

SK2005

①5Y6/2灰オリーブ色シルト質種細砂

SK2009

N
L=1クnm

ｍＥ翔一
ｍ

Ｗ

‐
・
２〇

一
〓ｍ

Ｅ

〓
‐
・
３〇

一

ｍＮｍ一
〓
Ｌ

７

砂
　
２０

①

①10YR6/2+25Y7/1
灰責褐色シルト質細砂十細砂

SK2018

①10YR6/1+6/2
掲灰色シルト質細砂+灰黄掲色細砂

SD2002
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10cm

第205図  SK2006・ 2005・ 2007・ 2009出土遺物実測図・観察表

遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (em) 胎土 色調 1(胎■) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK200C 陶 IB前 灰N40
外面:赤掲10R4/a

内面:青黒5B21
大橋 工期

磁
単剛 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡青色 外面:一重網目 大橋Ⅲ期

磁 正猪口 EB前
底:285

灰白色 内外 :透明釉 呉須 :オ リーブ灰5GY6/1 外面 :笹 大橋V期

陶 瓶底部 備前 ? 底 :96 fH
外面 :種皓掲2 5YR2/4

内面 :掲灰10YR4/1
内面 :ロ クロナデ

開
悟鉢口縁

部
備前 ,巨 :364 内夕

`:赤

iOR5/8 近世Ⅱ期

瓦質 砂粒
外面:灰褐7 5YR4滋

内面:灰自5Y″ 1

内面:ナデ

外体:指押さえ
外面に環付着

SK2005 磁 こ猪口 一削 灰白色 内外 :透明和 呉須 :オ リープ黒7 SY3′⊇ 大橋V剥

tL猪口 肥前
口:600
高 :210
底 :280

微 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗青色 外面:笹 大僑V期

磁 皿
】刷
口:420
底コ 20 灰自色 内夕世灰白N3/0 大僑V剤

磁 小杯 一刊

底 :340
働 灰白色 内夕I:透明和 大橋V期

磁 瓶 EB前 微 灰白色 内外:明釉 呉須 :淡 暗青色

SK200S 陶
一副 灰赤2 5YR4/2 内外:皓掲10YR3お 外面 :直線的な刷毛目 大橋V期 刷毛目唐津

陶 土顔 欄 灰白26Y81 外面:灰白SY3/1 イッチン掛け:灰自5Yyl 明治

陶 鍋 灰白25V8T2 内外 :に本い責橙iOYRV

SK2007
伺胎雰

寸

一剛 敷 灰白2 SY8′ 1 内夕|:透明和 呉須:暗者色 大橋V期

SK2007 陶 肥前 灰責25Y72
外面 :黒掲5YRρ′1

内面 :掲灰10YR01
内面:直線的な刷毛目 大橋V期 刷毛目

遺構名
物

別

還

種

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

幅 (現存幅 ) 断面 器 面 内面 外面

軒丸瓦 砂礫 灰Nα O 灰75Y6/1 不負 巴

軒丸瓦 砂礫 灰N6/O 灰N510 良 日
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SD2007(第202・ 203図 )

A― C区北部,第 2面で確認した東西方向の溝状の遺構である。検出した標高は1,00～ 1.08m,

底面の標高は0.61～ 0.68mを 測る。検出長は約7.2m,検出幅は10m前後を測る。東端部が SK20

11に より壊される。溝状を呈するが東西には伸びない。断面はU字形で,埋土は6層 に分割され

るが,こ の内,中層部と最下層部に炭化物及び焼上が認められる。当遺構は,先行するSD3004

(上水道)に平面プランが一致し,改修等何らかの関連が推察される。所属時期は,遺構面から

すれば18世紀代の所産と考えられる。

SD2007出土遺物 (第206図 )

遺物の出土量は少なく,数点のみであった。 1は肥前系磁器大皿である。初期伊万里と考えら

れる。 2は焼塩壺蓋である。

SP2030(第202図 )

A区北部,第 2面で確認したピットでぁる。検出した標高は1.12m,底面の標高は1.05mを測

る。径 0。5m前後の円形として検出した。

SP2030出土遺物 (第206図 )

3は肥前系磁器紅皿である。 4は肥前系磁器小広東碗である。 5は焼塩壺で,「泉湊伊織」の

刻印が認められる。

SK 2011(第 202・ 203図 )

A区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.06～ 1,09m,底面の標高は0.87m

前後を測る。径 lm前後の円形として検出した。西端部で SD2007を壊す。断面はU宇形である。
埋土は単層で焼土及び炭化物を少量観察している。

SK2011出土遺物 (第206図 )

6は肥前系陶器鉢底部で,見込に砂目が付着する。

SP2062(第202図 )

C区北部,第 2面で確認したピットである。検出した標高は1.02m,底面の標高は0,93mを測

る。径 0.45m前後の円形として検出した。底面に根石が認められる。

SP 2062出土遺物 (第206図 )

7は肥前系陶器鉢である。

SD2008(第202・ 203図 )

A― C区北部,第 2面で確認した東西方向の溝状の遺構である。検出した標高は0.99～ 1.08m,

底面の標高は0,70～ 0.81mを 測る。検出長は約 5m,検出幅は1.lm前後を測る。 SD2007に並走
して検出された。断面はU字形で,埋土は2層に分割される。重複関係で SX2005に先行する。

遺物は出土していない。

SK2004(第202。 203図 )

A区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1。 13～ 1.16m,底面の標高は0.88～
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近構名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

[前 残 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・明青色 大僑 Ⅱ期

上師
= 宮コ s 微砂粒 橙2 5YR″ 8 橙2 5YR7/8 内外 :ロ クロナデ

SP2030 題 こ猪 口 一削

日
高
底

敗 灰自色 内外:灰白N8/0 大橋V期

兄 月B前
ロコ030

底:405
敗 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡・明青色 小広東碗

と師買 詫塩壺 底:50
微砂粒
・金

にぶい橙7 5YR″4 にぶい橙7 5YRア /4 外面 :ロ クロナデ 「泉湊伊織」刻印(大枠)

翻 ホ底部 一副 底 :79 灰自5Y8′ 1 オリーブ黒5Y2/2 大橋Ⅱ期 砂 目

SP2062 観 肥前 欄 赤褐 10R4/4 内外 :黒掲7 5YR3/2 大橋Ⅱ期 刷毛目唐津

第206図  SD2007・ SP 2030。 SK20]]SP2062・ SK2007出土遺物実測図・観察表
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1.04mを測る。検出長は東西に約1.3m,南北に約1,7mを測る。平面の形状はやや不整形な円形
で,北部に半円形のテラス部が付く。断面は船底形で,堆積状況から中央部に再掘削の痕跡が認
められる。

SK2004出土遺物 (第207図 )

1は肥前系陶器碗である。 2～ 4は肥前系磁器。端反碗 (2),小イ (3。 4)がある。

SK2019(第202・ 203図 )

C区北部,第 2面で確認した瓦溜状の遺構である。検出した標高は1.07～ 1.1l m,底面の標高
は0.75～ 0,91mを 測る。検出長は東西方向で約 3m,南北方向で約3.2mを測る。平面はやや不
整形な方形である。断面は船底形で,底面は凹凸状になっており人頭大の石及びピットが認めら

れる。埋土はほぼ瓦片を含む堆積層で占められる。重複関係で SD2008よ り後出する。

SK 2019出土遺物 (第207図 )

瓦片が多く出土したが,瓦に特徴的なものは認められなかった。 5は肥前系陶器皿である。 6

は京 。信楽系陶器碗である。 7・ 8は肥前系磁器。碗 (7)。 糸切り細工による皿 (8)がある。

SP2048(第202図 )

A区北部,第 2面で確認したピットである。検出した標高は1,07m前後,底面の標高は0,99m

を測る。径0.2m前後の円形として検出した。

SP2048出土遺物 (第207図 )

9は肥前系陶器碗である。

SP2026(第202図 )

A区北部,第 2面で確認したピットである。検出した標高は1.13m前後,底面の標高は1,02m

を測る。径0.35m前後の円形として検出した。

SP2026出土遺物 (第207図 )

10は備前悟鉢である。

SP2268(第202図 )

A区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.12m前後,底面の標高は0,97mを

測る。径0.7m前後の円形として検出した。

SP2268出土遺物 (第207図 )

11は肥前系磁器碗である。

SK 2017(第 202・ 203図 )

C区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1,03～ 1.10m,底面の標高は0。92m

前後を測る。径0.8mの円形として検出した。断面はU字形で,底面に小石が認められる。重複関

係で SD2002よ り後出する。

SK 2017出土遺物 (第207図 )

12は肥前系陶器鉢である。
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遺構名
物

別

遺

種
需 腰 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

銅 虎底部 一剛 阻 淡赤控2 5YR7/4 内外 :にぶい赤褐5YR4/3 内面:直線的な刷毛目 大橋 v期 刷毛目唐津

SK2004 世前 厳 灰自色 内外:透明釉 呉須 :淡着色 大橋V期 端反碗

SK2004 C猪口 “則

口:630

底 :315
散 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 外面 :笹 大橋V期

SK2004 圧楯口 一刷
日
高
底

灰自色 内外 :透明釉 呉須:オリーブ黒10Y3/2 大橋V期

SK201C 皿底部 旧箭 主:43 日 にぶい黄橙10YR774 にぶい黄橙10YR7/3 大橋ユ期
全面施釉,被熱痕,見込み

に砂目

SK2019 皿底部 京 信 霊:S OO 灰自75Y7/1 内外 :オ リーブ黄5Y6/3

SK2019 穐底部 肥前 主:3 SO 灰白色 内外:透明釉 呉須 :淡・暗青色 高合内に「大明成化年製J
銘款有

SK2019 Ⅱ底部 肥 前 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 輪 Ⅱ期 糸切り細エ

SP2048 協底部 肥前 巨:480 細 にがい橙7 5YR7/4 内外:種赤掲5YR3/3
～
外:直線的な用J毛 目 大橋W期 刷毛目唐津

留鉢口編

“

備前 腑
Ю

に本い赤75R4/4 にがい赤75R4/4 勺外 :ロ クロナデ 近世 I期

SP2268 脇底部 胆前 巨:470 灰自2 5YS/2 内外 iにぶい黄橙10YR6/4 大橋Ⅱ期

鉢底部 “剛 巨引o lo にぶい赤掲2 5YR5/4
外面 :黒褐5VR2/2

内面:灰白5Y3/1 大橋V期 用t毛目唐津

SK2018 」ヽ杯 一刷 蔓:210 灰 白 灰白N8/0
1650年代

高合内無釉

SK2014 翻 碗低 一刊 壺:420 組 灰自25Y3/1 内外:期オリーブ灰2 5GY7/1 大橋Ⅱ期

SK2014 爾 鉢口緑割 旧前 細 明掲灰5VR7/2 内外:贈褐iOYR3/4 大橋lll期 三島

SD1003 滋 碗 旧前

底:390
微 灰自色 内外 :透明和 具須:淡・暗音色 外面 :一重網目・魚 17o中 棄

SD1003 上師F 皿 口 :76 中 橙7 5YR7/6 TE・ 7 5YR7/6 勺外 :ロ クロナデ

観 穂 京信 口 :70 微 灰白色 内外 :灰 自25Y8/2 上掛 :緑 19c前 半 端反碗

翻 霊 一自
制 橙5YR6/6 外面:淡費2 5YS/4 底ヽ:回転糸切り 外端部に媒付着

厳 蓋 一刷

つ
　
古
口
Ｌ

敷 灰白色
外面:明オリーブ灰5GY7/1

内面:透明和
呉須 :緑灰S65/1 大橋V期 吉磁

SK2023 億 IB前
最大径

底:900
敗 灰自色 内外 ,透明釉 呉須:淡・暗蒼色 大橋V期 受部外側

にアルミナ砂

付着

SK202t こ猪口 一則 厳 灰白色 内外 :自 大橋V期 型押成形

第208図  SK2004・ 2019・ SP2048・ 2026・ 2268,SK2017・ 2018・ SK2014・ SD2011・ SK2023出土遺物観察表
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SK2018(第 202・ 203図 )

C区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は0,90～ 1.02m,底面の標高は約0.7m

を測る。径0.8mの 円形として検出した。断面はU字形である。

SK 2018出土遺物 (第207図 )

13は肥前系磁器小不。外面に鏑が認められ,高台内無釉である。

SK 2014(第 202・ 203図 )

C区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.07m,底面の標高は0,94mを測る。

径0.7m程のやや不整形な円形として検出した。断面はU字形である。

SK2014出土遺物 (第207図 )

14は肥前系陶器碗である。15は肥前系陶器鉢で,三島手である。

SD2001(第 202・ 203図 )

C区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1,03m前後,底面の標高は0,88前後

mを測る。検出長は約1.8m,検出幅は1.Om前後を測る。溝状を呈するが東西には伸びない。断

面はU字形である。

SD2001出土遺物 (第207図 )

16は肥前系磁器碗。タト面は,一重網目文に魚が描かれる。17は土師質土器皿である。

SP2146(第 202図 )

C区北部,第 2面で確認したピツトである。検出した標高は1.00m前後,底面の標高は0.79m

前後を測る。 SX2005の底面で検出され,平面は径0.6～ 0,7m前後の楕円形である。

SP2146出土遺物 (第209図 )

1・ 2は ,肥前系陶器碗。 1は呉器手である。 3は京・信楽系陶器碗である。 4は肥前系磁器

口縁部である。 5は備前灯明皿である。 6は景徳鎮窯系青花の口縁部である。

SX2005(第 202・ 203図 )

A― C区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は0。 92～ 1.14m,底面の標高は0,78

～0。93mを測る。検出長は約 5m,最大幅は約1.5mを測る。平面では,不整形な東西方向の溝状
に認められる。断面は皿状で,埋土は炭化物を少量含むシルト質上の単層である。SD2008,SP

2146よ り後出する。

SX2005出土遺物 (第209図 )

7は肥前系磁器碗である。 8は肥前系磁器碗である。 9。 10は ,瓦質土器焙烙である。

SK2023(第 242・ 244図 )

A― C区中央部,第 2面で確認された遺構である。検出した標高は1.12m,底面の標高は0,72

mを測る。検出長は東西方向で0,9m,南北方向で約1,2mを浪Iる。平面は長方形だが,北面は壊

される。断面は箱状である。

SK2023出土遺物 (第207図 )

19は京・信楽系陶器端反碗である。19は軟質施釉陶器蓋である。20。 21は ,肥前系磁器蓋であ

る。22は肥前系磁器紅皿である。
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (m) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色語 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

一剛

口
き
Ｐ
Ｌ

灰自25Y″ 1 内外 :灰 オリーブ5Y6/2 大橋Ⅲ期 高台内に砂粒付着

碗口縁判 一刷 細 浅責25Y7/3 内外 :に本い費橙 10YR7/4

翻 京 信 細 灰自Sy7/1 内夕I:灰黄25Y7r2

SPρ146 旧前 灰自色 内外:透明和 呉須 :明青色 外面:雨降り支 大橋V期

SP2146 司 T明皿 備前
雪莉 4

旧 にぶい赤75R4/4 にぶい赤アSR4/4
外

底

内

外

ロクロナデ

ケズリ
口縁内外に煤付着

蔵 中国 脱 灰自色 内外 :透明釉 呉須:淡 階音色

磁 碗 肥前 救 灰白色 内外:透明釉 呉須 :暗青色 大橋 V期 内面に被熱渡

SX2005 瑠 碗 lB前 底:320 赤10R4/6 内外 :暗赤灰2 5YR3/1
外面 :波状の刷毛目

内面 :打刷毛
大橋W刺 扁じ毛目唐津

L師僚 皓烙 日 :261 砂粒無
外面:黄灰2 5Yyl

内面:責灰25Y671

内・外日縁部 :ロ クロナデ

外体 :指押さえ

結婚
微砂釉

少
灰5YS/1 灰5YS/1

内 外国縁部 :ナデ
外体部 :指押さえ
口縁端部 :ハケ

外面に被熱痕

第209図  SP2146・ SX2005出 土遺物実測図・観察表
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第 2面 C区北端部・D区・E区検出遺橋

調査地西半部,屋敷内で微高地

上の地点で検出された遺構である。

調査範囲の制限により狭地で,部

分的に認められた焼土を含む整地

直下を確認面とした。明瞭な施設

は認められず,小規模な土坑,溝

状の遺構やピットが検出されてい

る。遺物がまとまって出土するも

のは少ない。所属時期は,概ね17

世紀後半～18世紀代を中心とする

と推定されるが,17世紀前葉の所

産を示すものも認められる。

SK2086(第210図 )

C区北西端部,第 2面で確認し

た遺構である。検出した標高は

1.04m前後,底面の標高は0,86m

前後を測る。検出長は東西方向で

約1.lm,南北方向で約0。9mを測

る。平面は方形に検出されたが,

南部は撹乱により壊され,北側が

調査対象外となる。

SK2036出土遺物 (第215図 )

2は肥前系磁器碗。 3は瀬戸 。

美濃系陶器折縁皿である。

SK2050(第210図 )

D区北東端部,第 2面で確認し

た遺構である。検出した標高は

1,04m前後,底面の標高は0,9m

前後を測る。検出長は東西方向で

約0.6m,南北方向で約1.5mを測

る。平面は溝状に検出された。北

が調査対象外となり,ま た南部は

撹舌とにより壊される。

SK2050出土遺物 (第215図 )

4は土師質土器皿。灰白系の胎

土で,底部は回転糸切りである。

5は信楽鉢である。

(第210～212図 )

IN

0          2m
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第210図  C区北端部遺構平面図



SK2081(第 211図 )

D区中央部,第 2面で確認した遺構である。

m前後を測る。検出長は東西方向で約0.8m,

る。

SK2081出土遺物 (第215図 )

6は焼塩壺で,輪積成形のものである。

検出した標高は0.88m前後,底面の標高は,0.69

南北方向で約0。9mを測る。平面は円形と推定され

iN

ＳＫ２０８２
　
Ｓ
」〓‐，‐Ｏｍ．

25Y5/1黄灰色シルト質細砂
(5Y6/3、 オリーブ黄色細砂を塊状に含む)

SK2081

S
L=1 10m

①25Y5/1黄灰色極細砂
②25Y5/1責灰色シルト
(炭化物・焼土粒を少量含む)

0                    2m 0         2m

第 2面 D区西半遺構平画・土層図

ｍ

Ｎ

‐
・
‐０

一
〓

③
①
③ ③
◎

◎ ⑩

第2]]図
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SK2082(第 211図 )

D区中央部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は0.98m前後,底面の標高は0,7m前

後を測る。検出長は東西方向で約0,7m,南北方向で約0.2mを測る。

SK2082出土遺物 (第 215図 )

7は肥前系陶器鉢である。

SK2063(第 212図 )

E区中央部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.12m前後,底面の標高は0。93m

前後を測る。検出長は東西方向で約0.7m,南北方向で約1,Omを測る。平面は方形と推定される。

SK2063出土遺物 (第215図 )

8～ 11は肥前系磁器。皿 (8),碗 (9。 10),青磁皿 (11)が見られる。

SK2073(第 213図 )

E区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.07m前後,底面の標高 0.67m前後

を測る。検出長は東西方向で約1.15m,南北方向で約2.45mを 測る。方形に推定されるが,東部

が調査対象外となる。断面は船底形で,埋土は水平状に堆積する。出土遺物は,17世紀前葉頃の

所産と考えられる。

SK2073出土遺物 (第216図 )

1～ 3は肥前系陶器皿で,何れも砂目が認められる。

SK2072(第 213図 )

E区北部,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.10m前後,底面の標高は 0。78m前

後を測る。検出長は東西方向で約1.4m,南北方向で約1.4mを測る。平面は不整形な方形である。

IN

第212図  E区遺構平画図
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断面は船底形で,埋土は礫を多量に含むシルト質上の単層である。所属時期は出土遺物より,17

世紀前葉までの所産と考えられる。

SK2072出土遺物 (第216図 )

4は肥前系陶器碗である。 5。 6は備前鉢である。 7・ 8は ,土師質土器皿である。灰白色系

の胎土を有し,底部は回転糸切りである。

SK2052(第 211図 )

D区北部,第 2面で検出した遺構である。検出標高は0.92m前後,底面標高は 0。70m前後を測

る。検出長は東西に約1.lm,南北に約0.8mを測る。円形状に検出された。

SK2052出土遺物 (第216図 )

9は ,肥前系陶器皿である。10は ,肥前系磁器皿である。11は ,備前悟鉢である。

SD2009(第 212・ 214図 )

E区中央部,第 2面で確認した溝状の遺構である。検出した標高は 1.12m前後,底面の標高は,

1.06m前後を測る。N-83° 一Wの主軸を持ち,断面は浅い皿状を呈す。南岸に瓦を南北方向に

2列 ,並んで検出された。溝と合わせ,小規模な区画を示す可能性も考えられる。所属時期はS

D2003に主軸が近似することから,17世紀中葉～18世紀前葉の所産と推定される。

SD2009出土遺物 (第215図 )

1は土師器質土器皿。灰白色系の胎土を有し,底部は回転糸切りである。

瓦列出土遺物 (第217～219図 )

1～ 6の軒丸瓦が,凸面を上に並べられていた。
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．
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Ｌ
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑥
⑥
⑩

0       1m

25Y6/1黄灰色シル ト質細砂 (小石、糧砂大量に含む)
25Y6/2灰責色シル ト質細砂
○+25Y6/2+8/4淡責色シル ト質
5Y7/1灰 白色細砂
25Y8/4+6/1淡 黄色シル ト質+責灰質シル ト質極細砂
5Y7/1灰白色ンル ト質細砂
25Y7/1+6/1灰 白色十黄灰色シル ト質細砂
25Y6/1+10YR4/1黄灰色+掲灰色シルト質細砂
10YR5/2+25Y6/2灰黄褐色十灰黄色ンル ト質細砂
25Y7/1+7/4灰 白色十浅責色シル ト質細砂 (細砂を含む)

第2]3図  SK2072・ 2073平面・土層図

SK2072
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瓦列1・ 2

1瓦列1
Ｚ

Ｆ
削
ュ

Ю
Ｏ
ョ

Ｔ
．
Ｎ

W   I  E
L=1 20m        L=1.20m

―

∽

Ｆ
＝
工

巾
０
ヨ

一下
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一

10YR6/2灰黄褐色シル ト質極細砂
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＝
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年

キ

‐

上
~

―
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__三
三

=ュ

__

~音
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―― S
L=1,50m

①25Y4/1黄灰色シルト
(焼土、炭化物を多量に合む)

②5Y6/1灰色シルト
③25Y5/2灰黄色極細砂
④25YS/1黄灰色シルト
(焼土粒、炭化物を合む)

25Y4/1責灰色シルト質極細砂
(5Y6/1灰色シル トを塊状に含む

焼土粒、炭化物を多量に含む)

0                    2m

第214図 瓦列・SD2009。 2063平画・断面図

1瓦列2

IL当跳m   L=lLOm

―
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0                   10cm

①

遺構名
支

号

物

別

遺

種
器種 産地 法量 (em) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

上師質
口
一５
底

“

灰自iOYR8′2 灰自10YR3/2
内外:ロクロナデ

タト底:回転糸切り
口縁内夕よに煤付着

“剛 灰自色 内外:透明和 外面 :―重網目 大橋Ⅱ期

SK2036 積・美
口
高
底

細 灰白25Y8′ 1 灰白75Y7/2
大窯V
段階

輪秀皿

L師婆 罰:21
巨:76

中 灰白25Y8/1 灰白2 5Yyl
デ
リ
デ

ナ
切
ナ

ロ
糸
げ

ク
転
上

口
回
仕

外
底
底

内
外
内

内外に有機物付着

飼 信楽 ffR
外面:明掲7 5YRSお

内面:灰自75Y8/2
内外 :ロ クロナデ

SK208, 土師質 完塩壺 底:47 微砂 IIn
外面:にぶい橙5YR6T3

内面:赤 ion5/8
内面 :ロクロナデ 輪積成形

SK2082 翻 配 肥前 口 :2500 にぶい赤褐5VR,4 黒掲5Yn21 大橋工期

翻 “刷 高:320
底:570

灰白色 灰7 SYα l 呉須 :暗青色 大僑工1翔
初期伊万里

全体に被熱痕

磁 湯欲碗 旧前 灰自岳 内外 :透明和 呉須:淡青色

SK2069 碗 顆・美 細 灰白色 内外:透明X44 呉須 :淡青色 端反碗

皿底部 “別 灰自色 内外:明緑灰,OGY8′ 1 内面 :蛇の目和剥 青磁

第215図  SD2009,SK2036・ 2050・ 208]・ 2082・ 2063出土遺物実測図・観察表
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つ/ 6 0                    10Cm

追構名
猥文

S号

物

別

遺

種
器種 産地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK2073 皿 一刷
口

“

33
高 :34
底 :40

佃 浅黄橙10R3/3 にぶい黄橙 10R7/3 (橋 Ⅱ期 見込みに砂自 2ヶ 所

BB前 は:47 橙5YR6/6 褐灰 iOVR6/1 (橋 Ⅱ期 見込みに砂目3ヶ 所

働 “副 欝:35
宝:49

灰自N7/O 明オリーブ灰5GY7/1 大橋12期 高台部に砂目2ヶ所

SK2072 樹 鹿 肥前 自:46 灰白,OY〃 1 明オリーブ灰SGY7/1 大橋 Ⅱ期

SK2072 陶 鉢 “削

口
高
底

外面:灰赤75R4/3

内面 :種暗赤褐75Rツ8

内外:ロクロナデ

外底:ヘラケズリ
大平鉢,内外面に溶着演

日縁部 一副 鯛
外面:極暗赤褐2 5YR2/4

内面:褐灰10YR4/1

上師雲
口
一昌
底

雪良 灰自10YR3/2 灰白iOYR3/2
内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り

底部内外に30× 3 2cm
の円形黒斑

SK2072 土師質
口
高
底

精良 灰自25Y8/1 灰白25Y8/1
4會 :鳥毛暴

'ヨ
皿 一硼 鯛 灰 75Y6/1 灰自N870 (橋 Ⅱ期

碗 BB前 灰白色 内外:透明和 呉須 :明青色 大橋IE期

SK2052 翻 雷鉢 清前 赤灰7 5RS/1 赤灰75R5/1 内外 :ロ クロナデ こ世工期

第216図  SK2073・ 2072 2052出土遺物実測図・観察表
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第217図  瓦列出土遺物実測図 (その 1)
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0                  10Cm

第218図 瓦列出土遺物実測図 (その 2)

∞
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―
魅
洞

0                  10cm

遺構名
物

別

遺

種

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

岳さ(現存長 厚 さ 幅 (現存幅 ) 断面 器面 内面 外面

瓦列 1 丸瓦 砂礫・石少 灰N6/O 臨灰 N3/O ゴザ状圧痕

瓦列,No 2 丸瓦 砂礫 石少 灰白75Y7/1 灰N4/O
コピキB
ゴザ状圧痕 板ナデ 良 被勲

瓦ラ1,No 3 丸五 砂粒少 灰自25V7/1 暗青灰5B4/1
布目

ゴザ状圧痕 板ナデ 良 被熱

瓦列lNo 3 丸瓦 砂粒少 灰自25Y7/1 皓灰 N3′ O
コビキB
ゴザ状圧痕 板ナデ 良

瓦列2No 2 丸瓦 砂礫・石少
に本い露僣

10YR7/2
灰N4/O

コビキB,布目
ゴザ状圧痕

板ナデ 良 被熱

匠夕可2No l 丸瓦 砂礫少 灰自25Y3/2 灰白N4yO
ヨビキB,布目
ゴザ状圧痕 良

被魏

しっくい付着

第219図 瓦列出土遺物実測図・観察表 (その3)
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SP2080(第 210図 )

C区北端部,第 2面で確認したピットである。検出した標高は 1.09m前後,底面の標高は1,02

m前後を測る。径約0.2mの 円形として検出した。底面に根石が認められる。

SP2080出土遺物 (第220図 )

2は瀬戸・美濃系陶器皿口縁部である。

SK 2084(第 221図 )

C区西部,第 2面で確認した遺構だが,第 1面で除去しきれなかった撹乱を除いた際に,検出

した。埋甕と考えられる土器は,既に破壊された状態で出上している。検出した標高は1.18m前

後,底面の標高は0.90m前後を測る。検出長は東西方向で約0.64m,南北方向で約0。34mを測る。

南部を撹乱により壊され,平面は半円形に認められた。

SK2084出土遺物 (第220図 )

3は瓦質土器の大甕である。外面に格子状の叩き痕,内面に刷毛調整が認められる。亀山系の

ものである。

0                    10cm

第220図  SK2085・ SP2080・ SK2084出土遺物実測図・観察表

遺構名 勘
劇

器種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK2085 磁 膠前 灰自色 内外 :透明和 呉須 :皓青色
緩

標

甲

方

亀

四

面

面

外

内
大橋Ⅳ期

皿口縁音 観・美 灰白,OVR7/1 内外 :暗褐7 5VR3/4

瓦質 甕 ひ池 黄灰25V6/1 黒褐25Y3/1
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SK2085(第221図 )

C区西部,第 2面で確認した遺構だが,第 1面で除去しきれなかった撹乱を除いた際に,検出

した。検出した標高は1,05m前後,底面の標高は0.83m前後を測る。検出長は東西方向で約0.6m,

南北方向で約0.3mを測る。南部を撹乱により壊され,平面は半円形に認められた。

SK2085出土遺物 (第220図 )

1は肥前系磁器碗である。SX2008の出土品と接合関係が認められた。

0        1m

第221図 S(2084・ 2085平面 '断面図

TN

W           E
L■1.20m      睦=1.20m

▼
SK2085

ｍＷ熟一

SK2035
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以下 SK2038～ SK2074は ,道路部分で検出された遺構である。 19世紀代の廃棄土坑と考えられ

るものが多い。

SK2038(第222図 )

C区南西隅,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は1.07～ 1.20m,底面の標

高は0.8m前後を測る。検出長は東西方向で約1.lm,南北方向で約0。8mを測る。平面は円形であ

るが,北部を撹乱により壊される。断面は箱形である。所属時期は出土遺物より明治時代の所産

と考えられる。

sK2038出土遺物 (第223図 )

1は瀬戸・美濃系磁器皿である。 2は肥前系磁器瓶である。 3。 5は備前灯明皿である。 6は

備前鉢である。 4。 7は京 。信楽系陶器。皿 (4),蓋 (7)がある。 7は SK 1017の出土品と

接合関係を有する。

堪m 貼 8:  酔議)

第222図  SK2038・ 2039。 204]・ 207]遺構平画・土層図

IN

N
L=1.40m

一一―

榊E
L=1.30m

-239-



SK2039(第222図 )

C区南部,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は約1.20m,底面の標高は0,61

m前後を測る。検出長は東西方向で約1.lm,南北方向で約0,6mを測る。平面は隅丸方形である。

断面は箱形で,中層に瓦が多量に廃棄されていた。所属時期は,出土遺物より19世紀代の所産と

考えられる。

SK2039出土遺物 (第225図 )

7は肥前系磁器碗で,ガラス質の熔着剤による焼継が認められる。 8は肥前系磁器瓶である。

3

第223図  SK2038出土遺物実測図・観察表

0                    10cm

遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

瀬・美 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :コ バル ト 内面 :獅子

SK2038 瓶 一刷 ヨ:205 灰白色 内外 :透明和 呉須:暗青色 外面 :蛸唐草
年

期

編

Ｖ

橋

一

大

Ｖ

灯明皿 京 。信 灰黄25Y7/2 灰白7 5Ya12
外面上半:ナデ

外面下半:ケズリ

皿 京・信
∞

ぉ

３０

細 灰白25Y3/2 内面 :淡黄25Y8/3
内面:見込みにビン痕 2

所
外国縁部に煤付着

SK2038 C明皿 備前
覇封 4 細 赤iORS/6 赤 HOR5お 内外 :ロ クロナデ

SK2038 備 前 葛:54
底¬42

微砂粒
暗赤褐10R3/9～赤10

皓赤褐10R3/3～赤10R4/1 内面 :ロ クロナデ

蓋 京・信

再:1報:
灰白25Y″ 1 外面 :オ リーブ黄5Y6/4 上絵 :白・膏 外画 :直線的な厨∫毛目

被熱痕

1244と 同一個体

SK2038 石 灰赤10R4T2
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SK2041(第 222図 )

C区南部,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は1.25m前後,底面の標高は

1.02m前後を測る。検出長は東西方向で約0.7m,南北方向で約0.5mを測る。平面は精円形で,

段面はU字形である。所属時期は,出土遺物より19世紀代の所産と考えられる。

SK2041出土遺物 (第225図 )

1は関西系磁器碗である。 2は陶器鍋である。

SK2071(第 222図 )

F区南部,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は約1.20m,底面の標高は

0。88m前後を測る。検出長は東西方向で約1,lm,南北方向で約0.6mを測る。平面は楕円形と推

定されるが,東部が調査対象外であるため全容は不明である。断面はU字形である。所属時期は,

出土遺物より19世紀代の所産に考えられる。

SK2071出土遺物 (第225図 )

3は景徳鎮窯系青花小杯である。 4は瀬戸・美濃系陶器鉢である。 5は京・信楽系陶器の蓋物

である。 6は土製品で,線刻が認められる。

W
L=1,10m

E
L=1 10m

0        1m

第224図 SK2094平面・断面図
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＼
0                    10cm

第225図  SK204]・ 2071・ 2039・ 2094出土遺物実測図・観察表

遺構名 勘
潮

器積 置地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

敏 花 関西系 雪:400
主:280

微 灰白色 内タト:透明釉 呉須 :コ バル ト

9 土鍋 極赤iOR3/4 種階赤掲2 5YR2た

】K2071 滋 卜杯 ■国

∞
３０
ｍ

灰自色 内外:透明和 呉須 :明青e・編 蹟糠

SK2071 阿 鉢 瀬美 IE 灰白N7/O 内タト:明オリーブ灰2 5GV711 19c前

翻 蓋物 烹・信 灰自iOYRa12 内外:灰自75Y7/1 呉須:暗青色

L師攘 全長 :54( にぶい橙7 5YR7/3 にぶい橙7 5YR7/3

SK2039 腕底部 一刷 底 :S OO 微 灰自色 内外:透明釉 呉須 :淡・暗青色
小広東碗,ガラスによ
る焼継痕

SK20aC 伍底部 “刊 貫:460 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡青色 大橋V期
高台内にアルミナ砂付

着

級 灰自色 内外:淡・暗青色 外面:ね じ花 小広東碗

SK2094 変形皿 高 :210 灰自色 内面:透明釉
呉須 :淡青色

口紅 :暗赤掲5YR3/4
内面:型紙摺リ 大橋Щ期 糸切 り細エ

SK2094 瓶 灰白色 内面 :透明和 呉須 :浚・暗青色 外面:蛸唐草 大橋V期
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SK2094(第224図 )

A区南東隅,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は0,74～ 1.25m,底面の標

高は0.57m前後を測る。検出長は東西方向で約1.6m,南北に約1.6mを測る。平面はやや不整形

な隅丸方形と推定されるが,南が調査対象外となるため全容は不明である。断面は箱状である。

所属時期はSD3011を壊していることから,19世紀前葉以降の所産と考えられる。

SK 2094出土遺物 (第225図 )

9～■は肥前系磁器。 9は広東碗である。10の小皿は,糸切り細工で型紙刷りによる装飾が認

められる。11は瓶類である。

SK2097(第226図 )

A区,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は1.24～ 1.28m,底面の標高は0。 88

m前後を測る。検出長は1.2mで ,検出幅は0.9m前後を測る。平面はやや不整形な隅九方形で,

断面は箱状である。上位の埋土は道路整地と同様な細い堆積及び瓦を詰めた堆積が認められ,下

位では細砂,シルト質土が堆積する。出土遺物より概ね19世紀前葉の埋没時期が考えられる。

SK2097出土遺物 (第227図 )

1。 10。 11は ,京・信楽系陶器。丸碗 (1),小杉碗 (10),端反碗 (11)がある。 3～ 7・
9・ 15は ,肥前系磁器。碗 (3),青磁染付 (4),広東碗 (5),小広東碗 (6),小杯 (7),

紅皿 (9・ 15)がある。12は備前灯明皿である。13は瀬戸・美濃系陶器鉢底部である。14は施釉

陶器把手付鍋である。16～20は ,人形及び箱庭セットである

E
L=1.40m

①25Y7/2灰黄色シルト質細砂
②10YR6/3+25Y6/21こぶい黄橙+灰色シルト質細砂
③10YR5/31こぶい黄掲色シルト質細砂
④25Y3/4淡責色細砂
⑤25Y6/2灰黄色細砂 (瓦多量)
⑥10YR5/2+25Y6/2灰責褐色+灰黄色シルト質細砂

W
L=1.40m

~~E

L=140m

0        1m

第226図  2097平画・断面・土層図
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第227図  SK2097出土遺物実測図
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遺幡名 勘
馴

器種 屋 地 去量(en) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内タト色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK2097 旬 腕底部 京・信 嵐:255 灰白25Y8之 灰自75Y7/1

】K2097 例 EB前 黒褐7 5YR92
外面:浅黄25Y713

内面 :にバい黄25Y64
偽目:鼻続鞣雹懲毛目後, 大橋V期 刷毛目

SK2097 顕 胞 一剛 微 灰自と 内外 :透明釉 呉須 :淡・暗青色
外面:蛸唐草

内面 :四方欅
大橋 V期

SI<209ア 配
】剛 微 灰白3 内外 :透朗釉 呉須 :暗青e 磁

卵
主同
四

画

面

外

内
大橋V期 訥

滋 穂 一剛 微 灰自a 内外 :透明和 呉須 :淡・暗青0 1780年代
広東碗

SK2097 磁 碗底部 一刷 主:40 灰白色 内外:透明和 呉須 :淡。暗青色
1770年代

小広東髄

滋 碗 肥前 葛:37
巨:28

灰自0 内外 :透明釉 呉須 :晴青色 大橋V期

翻 月日前

口
高
底

灰白色 内外:透明和 呉須 :青黒10BG1 7′ ,

紅皿 一剛 高116
底コ o

敗 灰自色 内外 :灰 自N8′ 1 夕1面 :錨 型押整形

碗 京 ,信 高 :48
底 :375

旧 灰白75Y8rl 内外 :灰 白5Y7/2 鉄絵:黒掲25Y3′ 2 外面 :小杉文 (者竹文) 小杉茶碗

京 ,信
口:87
高 :56
底 :32

灰自25Y812 内タト:灰自75Y″2 端反碗

町明皿 備前
ｉＯ
ャ
４６

口
吉
底

細
外面 :赤 10R5/6

内面 :赤掲10R54
内外:ロ クロナテ

外底・外面下半 :ケズリ

口縁部内タト面に煤付着 .

内面和

底部 ほ :93 細 灰自2 5YB之 灰自5Y712 内面に胎土目の 2ヶ 所

SK2097 土鍋 高:79
底:615

細 灰オリーブSY6/2 内外 :皓掲色7 5YRy4 産地不明

筵ll l 肥前 高当05
底:07

灰白色 内外 :灰白N8′ 1 型押整形

SK2097 土師質 土製人形 やや密 にぶい橙7 5YR7Z

SK2097 上師軍 土製人形 にぶい橙7 5YR″4 器表面にキラコ塗布,前

後型合わせ

上師晏 やや密 にぶい槽7 5YR7“
器表面にキラコ塗布、前

後型合わせ

と師宴 箱庭的 「 やや密 にぶい黄橙10YR,8 器表面にキラコの塗布

を認める

土師獨 箔鷹ヤット やや密 にぶい黄橙1 0YR779
器表面にキラコの塗布

を認める

第228図  SK2097出 土遺物観察表

SK2095(第229図 )

A区 ,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は0.75～ 1.30m前後,底面の標高

は0.50～ 0.58m前後を測る。検出長は約 7m,検出幅は1,8m前後を測る。平面は長方形であるが,
南側は調査区外で,ま た近現代の撹苦しにより遺構の南及び東部の大半は消失している。断面は箱

状と推定される。埋土は,瓦等,遺物を多量に包含した砂質土が大半を占めていた。底面に,10

cm程の角材をL字ないしコ字に組まれた木材が認められたが,性格については不明である。他の

遺構との関連では,第 1面で確認された建物 (門 )の対面となる道路中央部に位置し,東西にほ

ぼ同一の規模を有している。また屋敷内へと上水を引き込む箱枡を壊し,開削されていることか

らも当屋敷の出入口と何らかの関連が推察される。所属時期は,出土遺物から19世紀前葉の埋没

時期が考えられる。
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第230図  SK2095出土遺物実測図 観察表 (その 1)

||＼  f
げ

10cm

遺構名
支

暑

物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(和薬、内外色調 ) 笛調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

陶 碗

口
高
底

HH 灰白SYyl 内外:灰白75Y8′ 1

陶 瓶底郎 底 :86 灰白25Y7′ 1 浅黄25Y712 呉須 :暗青色 2次焼成の疲跡

SK2095 陶 *底部 “副 底封230 赤10R5/6 外面 :種暗赤褐iOR22 大橋Ⅳ期 刷毛目唐津

SK2095 磁 碗
ユ則 灰自色 内外:透明釉 呉須 :淡青色 陶胎染付

磁 配底部 底:395 灰白色 内外 :透明和 呉須:皓青色

磁 鬼底部 は:62 灰自色 内外 :透明釉
呉須:淡青色

上絵:黒褐SYR3′ 1
大橋V翔 筒形碗

磁 宛底部 氏:395 救 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :浚青e
面

面

外

内

ねじ花

なじ花,昆虫

小広東髄,高台部に2次

焼成の痕跡

SK2095 磁 皿底部 底 :595 微 灰自色 肉外 :透明和 呉須 :暗青色 大橋V期 型打成形

SK2095 磁 続 肥前 敷 灰白色 内外:透明和 ミ須:淡・暗青色 内面 :五弁花 大橋V期
高台内に銘款有り

内外に被熱痕

磁 火入 BB前 灰白色 内外 :明オリーブ灰66Y〃 i

磁 *口緑苗 灰自色 内外 :透明和 呉須 :暗青色

SK2095 磁 蓋
“剛
最大径 :60(
底 :500

灰白色 内外:透明穐 呉須 :皓青色 大橋V期 墨弾き

磁
最大径 :72
高 :ρ 35
底 :63

灰自色 ぬ外:透明T4 呉須 :皓音色 大橋V期 2次焼成の痕跡

磁 最大径:72(
底:63

灰白色 内外 :透明和 呉須 :暗青色 大橋V期
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第231図  SK2095出 土遺物実測図 (その 2)
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遺構名
遺物

種別
維 産地 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須 ,上絵 ) 調整 製作年代 備考

割 瓶 掛 瀬・美

SK2095 日 臨口縁日 灰自5Y″ 1
外面:明緑灰10G7/1

内面:外国緑部:灰白5Y8/

富日焼・内面に2次焼成
の痕跡

翻 檀hah 瀬・美 高:119
底:78

灰白25Y8/2 内外:灰自5Y7/1

憩口縁旨 一八 口 :253 灰自5Y7/2
口縁上部:明緑灰5G″ 1

外面:白 ,内面 :灰自5Y3/2
富田焼

爽質雅

翻器
鍋 口 :2235 硼 掲灰アSYR6/1 内外:暗赤褐5YR3/2

肝明皿 傭前
外面:橙2 5YR6/6

内面:にぶい赤褐2 5YR5/4

内外:ロクロナデ

外底・タト面下半:ケズリ

雷鉢 備前 高:78
底判37

個
外面:暗赤iOR3/6

内面:赤橙10R6/6
内外 :ロ クロナデ 外面 :施和

SK2095 翻 墨入

日
高
底

団 灰自25Y3/2 浅黄25Y7/3 内面に墨付着

SK2095 翻
ミニチア

製品

口:56
高 :22
底 :16

灰白10YR3/2 内外:明黄掲25Y6/8
ズ

ロ

ケ

層

面

面

外

内

SK209S と師目 土製品
高

底
個金
賞母
橙5YR776

外面:型作り

内面:指押さえ

第232図  SK2095出土遺物観察表

SK2095出土遺物 (第230～ 232図 )

瓦,陶磁器がコンテナに3箱程度出上した。 1は京・信楽系陶器丸碗である。 2・ 4は ,陶胎

染付である。 3は肥前系陶器鉢である。 5～ 14は ,肥前系磁器。半球碗 (5),筒形碗 (6・ 9),

小広東碗 (7),型打成形の皿 (8),青磁火入 (10),蓋及び蓋物 (11～ 14)がある。15。 17

は,瀬戸・美濃系陶器。瓶掛 (15),植木鉢 (17)がある。18・ 22は ,京・信楽系陶器である。

緻密な胎土に自化粧,口縁部は淡緑色を下地とし,透明色の釉を掛ける。富田焼の可能性がある。

22は墨入れ。20・ 21は備前。灯明皿 (20),小形の悟鉢 (21)である。23は軟質施釉陶器のミニ

チュア悟鉢。24は ミニチュア釜の土製品である。
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SK 2076(第 233図 )

F区,道路整地の上面で確認した遺構である。検出した標高は1.06m前後,底面の標高は0,70m

前後を測る。検出長は2.lm,検出幅は0,8m前後を測る。平面は長方形と推定されるが,西側が

調査区外となり,ま た北側は現代撹乱により消失している。断面は,ほぼ遺構面より直角に掘ら

れ,底面は水平状にみられる。埋土は3分割され,中層に瓦をはじめ遺物の集中部があり,その

上面は埋め戻し土と考えられる。19世紀前葉頃の廃棄土坑と推察されるが,下位からの混入が想

定しにくい箇所で検出されたにもかからわず,出土遺物に一部17世紀末～18世紀前葉の所産のも

のが認められ長い期間存続した可能性もある。

SK 2076出土遺物 (第234～237図 )

規模に比べ多量の瓦,陶磁器 (コ ンテナ3箱)が出土した。

7は肥前系磁器皿である。器高の低いU字高台のもので,見込みには五弁花,内面の文様に墨

弾きによる白抜き技法が認められる。 (17世紀末～18世紀前葉)。 8は ,備前献上手徳利 (17世

紀後半～18世紀前葉)。 他は肥前系磁器小広東碗 (2),撥高台の碗 (4・ 5),蓋物 (11・ 12),
京・信楽系陶器丸碗 (13・ 14)等が認められ,SX2008と 併行した所産と考えられる。

iN

0        1m

S
L=1.50m

N
L=1.50m

①5Y6/2灰オリーブ色礫混リシルト質細砂
(25Y6/4、 にぶい黄色粘土塊を含む炭化
物が少量混じる)
②N4/0灰色シルト質粘土 (瓦などの追物を
多量に含む)
③25Y6/2灰責色シルト質極細砂

第233図 SK2076平面・土層図
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第234図  SK2076出土遺物実測図 (その 1)
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第235図  SK2076出土遺物実測図 (その 2)
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遇構名 勘
馴

器 種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎上) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

巌 染付髄 一則
口莉10

底 :425
微 灰自色 内外:透明和 呉須:暗者色 四方欅 18c後 半

染付碗 肥 前
０４
お
Ｓ

口
古
向底

微 灰自色 内外:透明和 呉須:淡青色 大橋W期

3 染付碗 旧前 口 :111 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗青色
外面 :車本

内面:四方樺
様相7 腰張

染備
】則 蜃 :SO fH 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡・暗青色

陶胎来付
バチ高台

た付碗 肥前 巨:45 散 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡青色 大橋V期
ハノ字高台

腰張・バチ高台

】K207て 」ヽ杯底苗「B前 巨:255 敗 灰自色 内外 :透明釉 高台内に砂粒付着

染付小皿 肥前

口
高
底

微 灰自色 内外:透明釉 呉須 :明青色
外面:唐車支

内面:五弁花
大橋V期 憂弾き

SK2076 肥前 嵩コ 85
底:40

徹 灰自色 内外 :透明和 呉須:暗膏色 大橋V期

数
～
付小ll 旧前

一

２ ２

６ ２
灰白色 内外 :透朗釉 呉須 :淡・暗青色

外面:唐草

内面:五弁花
大橋V期

SK207C 題 染付蓋 肥前
糞み縦425

巨:995
灰白色 内外 :透明釉 呉須:淡 暗音色 大僑 V期 腰張・バチ高台

SK2076 滋 梁付蓋 肥前
最大径

底コ45
灰自色 内夕‖透明釉 呉須 !暗青色 大橋V期

SK2076 滋 染付蓋 “剛
最大径

底:141
反自色 内外:透明釉 呉須 :暗音色 大橋V期

SK2076 碗 ・信 口 :90 灰自2 5Ya/1 内外 :淡黄SY3/3 上絵 :緑 4面 :笹

】K2076 碗 京・僧 高:525
度:28

硼 灰白N7/O 内外:明オリーブ灰2 5GY7/1

京・信 巨:■ 1 田 灰白N7yO 内外:灰75Y6/1 内面見込にビン痕

鉢 肥前 観 赤慣 10R618 央舛華:際罐牌
°

内外 :直線的な用!毛目 大橋V期 刷毛目

嗣 肥前
最大径

組 赤橙10R6/6
内面 :灰赤75R4/2

灰白5YR3/1
大橋V期 二 島

SK2076 毎 E 傭前 言:2070
重:990

細 灰白N7/O 外面:種暗赤掲iOR23

SK2076 岳 年明皿 溝前
雪:20

佃
外面:にぶい赤掲2 5YR5/4

内面:賠赤掲2 5YR3/3

内外:ロクロナデ

外面下半・タト底:ケズリ

SK2076 翻 C明皿 傭前
高:08

明暗掲10R3/3 明暗掲10R3/3

SK2076 陶 悟鉢
・

石
散砂鵜 種暗赤褐10R2/2 種暗赤掲10R212

内外:ロクロナデ

外面:ケズリ

鉢 口:200
底 :78

細 灰5Y5/1 内外:種暗赤褐5YR2/4

蓋 最大径:99 田 費灰25Y6/1 内外:暗赤褐5VR3/3

豆質 双手付餌 黒鶴10YR3/1 黒褐10YR9′ 1
外面:ナデ

内面:指押さえ、ハケメ

電質 焙烙 口 :302
石英・

長石
にぶい褐7 5YRS/4 黒N2/O 外面:ナデ 槙帽7

第236図  SK2076出土遺物観察表
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遺構名 勘
翻

器極 産地 去量 (cm) 胎土 色翻 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK2076 七輪 綾砂為 橙7 5YR676 内外:橙 7 5YR6/6

SK2076 土製品 細 淡橙5YR874

遺構名
物

別

遺

種

法量 (em)
胎土

色調 調整
焼成 備考

長さ(現存長 ) 厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 外面

SK2076 軒丸瓦 砂粒 灰 N670 灰黄25V7/2 良 巴

SK2076 軒丸瓦 砂 粕 灰N6/0 灰N6/0 良 巴

第237図  SK2076出土遺物実測図・観察表 (その3)
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SK2074(第 15,238図 )

F区の北端部で確認した遺構である。検出し

た標高は1.02～ 1.08m前後,底面の標高は0。 70

m前後を測る。検出長は約 3m,検 出幅は約
1.6mを 測る。平面は隅丸方形と推定されるが ,

東西面が撹乱により壊され明確ではない。断面

形状は緩やかな側壁で底面はほlF平坦面である。

上位の埋土は道路の整地と酷似し,下位に黒褐

色土,砂礫が認められた。出土遺物に若千の陶

磁器のほか,貝殻等の残津が見られた。

SK 2074出土遺物 (第239図 )

1は肥前系陶器皿である。 2は備前陶器悟鉢

である。 3は土師質土器皿。内外面に被熱痕が

認められる。

くこΞΞΞΞこ≡Ξ≡≡ン
ク

3

0                   10Cm

TN

第238図 SK2074平面図

澄構名
還物

種別
締 産地 去量(cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK2074 ユ則 灰N6/O 灰自N5/0～自 大橋江期

SK2074 穏鉢 備前 ひ粒 橙5YR7/8 橙5YR7/8 内外 :ロ クロナデ 近世 H期

L師日

口
高
底

青良 灰黄25Y7/2 灰黄25Y7/2
内外:ロクロナデ

外底・回転糸切り
内外に被熱痕

第239図  SK2074出土遺物実測図・観察表
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以下,SE 2003～ SD2011は F区南部で検出された遺構である。確認状況及び絵図との対応関係

から, SD2010以南は南北方向の道路に面した屋敷地と推定され,その屋敷内の遺構と考えられ

る。

Ｔ
・
Ｎ

SE 2003(第 240図 )

F区南端部で検出された井戸状の遺構であ

る。検出した標高は1.2m前後である。底面

は0,3m付近まで確認しているが,南面が調

査範囲外となり底面までは確認できなかった。

検出長は東西方向で約1.4m,南北方向で約

0,75mを 測るが,平面の形状は明確ではない。

器壁は直線的に傾斜し,僅かに上端部でテラ

ス状となるのが認められる。埋土は,小石,

礫を固めた 7層 と,その内側は埋め戻し上と

考えられる堆積物で充填される。 7層の上端

部では,人頭大の石材が 1箇所のみ認められ

る。埋上の直上は道路状の整地が認められ,

当遺構の直上には一部瓦が敷かれていた。ま

た 6層では少量ながら焼土粒が観察できる。

SE 2003出土遺物 (第241図 )

出土遺物は,数点のみであった。 7は肥前

系陶器大皿である。胎土目が認められる。 8

。9は ,備前陶器の顎部及び底部である。

L=150m

8B::¥�炉 塚R≧とを屈也病む
石、瓦片含む))道路整地層

③5Y6/4オ リーブ黄色細砂 (25Y6/1青灰色シルト質極細砂混)
④25Y5/2暗灰責色粗秒 (炭化物を少量含む)
⑤5Y6/1灰色～25Y6/4にぶい責色細砂

(10YR5/1褐灰色シルト質極細秒をブロック状に含む)
⑥10YR5/1掲灰色シルト (焼土塊、炭化物を合む)
⑦25Y5/1黄灰色石混粗砂
⑥10YR5/1掲 灰色シルト (25Y6/4にぶい責色細砂をブロック状に合む)

0                    2m

第240図  SE 2003平面・土層図

SD2010(第 132図 )

F区南部で確認した東西方向の溝跡である。

検出距離は短いが護岸状の石列を認められ,溝跡と考えられる。検出長は約1.6m,検出幅は約

1.6mを測る。主軸はN-85° 一Wを示す。検出した標高は1,15～ 1.26m,底面の標高は0.94m

を測る。断面はU字形である。南壁に沿い人頭大の石材を並べ護岸としている。北壁には礫混じ

りの上で固め,溝内側の埋土は,上層部に石材や若千の瓦片を含んだ上で充填する。下層部では,
シルト質の上が堆積している。

当遺構面ではこの溝を境に北部と南部では整地の状況が明確に異なり,こ れより北には道路と

して整地したと考えられる築地状の細い堆積層が水平に認められ,南部ではこの水平状の堆積層

が認められない。また,南部においても当遺構面より上位には,築地状の細い堆積層が認められ

る。以上からは,ある時期まで当溝は屋敷と道路の境界として機能し,廃絶後に南へ伸びる道路

に取り込まれたと考えられる。
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17世紀中葉頃に描かれたとされる『高松城下図屏風』には,当調査区 (F区 )に比定される部

分は南北方向の道が描かれており,それによれば中堀に面した大きな屋敷に沿い南へ下がると東

西方向の道に突当たるが,その南には屋敷があるため西側ヘー旦折れて南に抜ける鍵形の道とし

て描かれている。これ以降 (享保年間以降)に描かれた絵図は,全て南北方向の直線道路として

描かれており現在まで踏襲されていることから,こ の時期以降に地割が改変されたものと考えら

れる。

所属時期は,遺物が少量なため明確とはならないが,上述した資料を考慮すると17世紀中葉～

18世紀前葉に考えられる。

SD2010出土遺物 (第241図 )

遺物はほぼ皆無であり,数点の小片のみであつた。 1は肥前系磁器皿の口縁部。薄手のもので,

白磁の菊花形皿に考えられる。被熱痕が認められる。 2は ,有溝の上錘である。

SD2011(第 132図 )

F区南部で確認した東西方向の溝状の遺構である。検出段階でSD2010に平行するため溝と判

断したが,検出距離が短く明確ではない。検出長は約1.7m,検出幅は約2.2mを 測る。検出標高

は1.17m前後,底面の標高は0.71mを測る。断面は船底形である。SE 3007が下位に存在する。

所属時期は遺物が少量で明確ではないが, SD2010と 同様の17世紀中葉～18世紀前葉が考えられ

る。

SD2011出土遺物 (第241図 )

遺物は少量で,陶磁器小片のみであつた。 3は淳州窯系白磁の口縁部である。 4・ 5は ,肥前

系磁器である。 5の外面に一童の網目文が認められる。 6は志野向付底部。内面に鉄絵が描かれ

る。
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遺構名 勘
馴

需 種 産地 去長 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD20,0 皿国縁 肥前 口 :750 灰白色 内外:灰白N8/O 外面に被熱痕

=錘

長径 :52
短径 :32
最大径 :19

明赤褐5YR5/6 明赤掲5YRS/6

遺構名
物

別

遺

種
練 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD2011 翻 ヨ緑部 中国 灰白25Y872 内外 :灰白2 5YB/2 湾州窯

白磁

SD2011 翻 コ縁部 肥前 浅黄橙iOYR3/3 明黄掲25Y7/6 17c初

SD2011 体部片 肥前 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 外面 :―重網目
17o末

翻 瀬美 底 :9 oo 浅黄25Y7/9 内タド灰自25Y7/1 鉄絵:褐灰10YRVl 大窯Ⅳ期 志野向付

遺構名
侵う 物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SE2003 観 大皿
】剛 属封i2 浅黄橙7 SYR3/4 にぶい橙7 5YR7J3 外面・外底 :ケズリ 大橋 I‐2期 胎土目

翻 鉢胴部 備前
外面:種暗赤褐10R2/3

内面:皓赤iOR3/6～灰N4/0 内外:ロ クロナデ

SE2003 翻 鉢胴部 備前 底

“

16 赤褐10R4/4 赤掲 iOR4/4
内外:ロクロナデ

外底・ナデ

第24]図  SD2010・ 201卜 SE 2003出 土遺物実測図・観察表
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第 2面A一 C区屋敷境遺構 (第242・ 243図 )

第 2面,屋敷地の南面に相当する地点で確認した遺構群で,東西方向の区画溝 (SD 1003,20

03)及びこれに伴う建物 (SA2001)と 考えられる屋敷境の施設が中心である。第 2面は部分的

に観察されたものだが,C区で認められた焼土を前後し区画溝がSD 1003か らSD2003に改修され
ることが想定される等,焼土を前後に上層部と下層部に設定される。上層部 (第242図 )では,区

画溝 (SD 1003,2003)及 び屋敷境の建物 (SA 1001,SA2001),門 に推定される

建物 (SB 1002,SB 2001)と も第 1面 とほぼ同様の位置に認められ,基本的には第 1面へと踏襲

される内容となっている。この他, SA2001に 面し石列状の遺構 (SD2004,2005)及 びこれに

先行する溝状遺構 SD2006があり, SA2001に 先行する不定形の落込みSX2002～ 20髄が認められ

た。道路部分で認められる遺構については,当面より確認面としたため,第 1面との判別がより

不明瞭だが既述の19世紀代の土坑の他, SD 1003に平行するSA2002が検出されている。

下層部 (第243図)では, SB 2002が焼土以下で認められ,焼土以前の段階となるSD2003に関

連した建物と推定される。東部では,第 3面で確認された17世紀中葉の整地上で SD2003が開削

されており,当期の屋敷境の上限を示すものとなっている。窪地に位置するSB 2002を 除き,東

部での散漫な柱穴等の検出状況から上層部に至る段階での削平を受けたことが想定され,建物 ,

塀等の屋敷境の施設は明確にできない。

区画溝改修の契機となった焼土については,希薄な遺物の出土状況のため直接,時期を推定で

きない。高松大火 (1718年 )に より当屋敷が被災したことが文献資料からは窺われ,当期に該当

する可能性が考えられる。このため上層部は,第 1面への画期 (SX2008の埋没,上水施設の廃

絶)を考慮して18世紀前葉～19世紀前葉の所産と想定する。下層部は,第 3面で確認した整地に

後出するものとして,17世紀中葉～18世紀前葉の所属が考えられる。

SA2001,SB2001(第 242・ 244・ 245図 )

A― C区南部,第 2面で確認された礎石建物である。検出した標高は,1.15～ 1.26mを測る。

何れも礎石は遺存していないが,柱穴の規模や柱穴内に玉砂利を詰め固めた埋土から,礎石が取

り除かれた下部の状況を示す礎石痕として考えられる。 SA2001は柱間約1.95mを基本とするが,

SB 2001の 西面となる2間分が1.25mと狭くなっている。 SA 1001と 同様に,南面に対応する礎

石痕は明確でなく屋敷境の溝北岸を基礎とした長屋が想定される。検出した礎石痕はSA 1001よ

りも礎石痕の半分程度,南に設置されている。礎石の痕跡は西部では確認されていないが,主軸

方位を考慮すれば (SA 1001:N-86.5° 一W,SA2001:N-84.5° 一W),西 方で SA 1001と
重複した位置関係となり検出されなかった可能性もあり,更に西へ広がることも考えられる。

SB 2001は SA2001を 両脇に取り付けた格好となり,礎石の位置や屋敷境に位置することから

長屋門と考えられる。門の中心 (P-4直下)を通る南北のラインでは,下面で当該期にも使用
されたと考えられる上水道が設置されており,出入り口の性格を有している。門の西壁に相当し

考えられる礎石痕 (P-5,P-9～ ■)の一間分西側にも,南北方向に同規模の礎石の痕跡
(P-6～ 8)が認められる。所属時期は,上水施設の廃絶 (SD30銘 ,3006)等から下限は19世

紀前葉と想定される。上限はSB 2002と の関係より焼土より後出する 18世紀前葉以降に想定され

るが,主軸がSD2006(17世紀末葉), SD2003(17世紀中葉～18世紀前葉)に近似し,更に遡

って存在した可能性も考えられる。
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SB 2002(第 246図 )

C区南西部,第 2面下層で確認した礎石建物である。検出した標高は,1.15～ 1,40mを測り,

当地点で確認された焼土層を除去し確認された。梁行は3間 (約2.9m)である。桁行について

は礎石の遺存状況が悪いが,南西隅に遺存するものから5,8mで , 6間 と推定される。また必ず

しも焼土との前後関係が明瞭なものではないが,北西隅及び第 2面上層部で認められた礎石及び

柱穴を含める (A― A′ )と ,桁行が更に広がる可能性がある。

礎石上面の高さを見ると,最 も遺存状況の良いH― H/の ラインで北方向に大きく下つて認め

られ,焼土層 (第■図)が北方向に下る状況と一致している。現状で建物が建つと考えられない

が,下位には溝 (SD3007),大形廃棄土坑 (SX3002)等が重複して存在しており,軟弱な地盤

の結果として土地が低下したことも推察される。大きく地盤が低下しているA一 A′ では,地盤

低下により焼土及び礎石が遺存したと考えられる。第 2面上層部では,当建物の東側で石材が散

乱した状態で確認されてる等,地表面が高かつた東側で削平,撹乱を受けた状況が想定される。

当建物の礎石は明確な掘り方を有しないものが多く,後出する礎石の様に地固めを行った様子

は認められない。また当地点の周囲では,後世にSX 1001,1002等 と地固めを行う整地痕にも推

定される遺構が確認されている等,上部構造の重量と地盤との関連が窺われる。

所属時期は,焼土以下となる第 2面下層部に相当し, SD2003と 同様の17世紀中葉～18世紀前

葉の所産と考えられる。

SA2002(第 242・ 244図 )

A― C区南部道路上で確認した柵列状の遺構である。検出した標高は,1.25～ 1.30mを測る。

屋敷境の溝より約1.4m南に並び認められる。深度は10cm程で,柱間距離は一定ではない。更に

西に伸びる可能性もあるが,撹乱及び遺構が重複しており明確にならない。 SD 1003と 同方位

(N-86° 一W)を示し,区画溝と関連した柵列と想定される。所属時期は,出土遺物もなく明

確ではないが,主軸が合致するSD 1003と 同時期の所産と考えられる。

SD2003(第 242・ 244図 )

第 2面 A・ C・ E区で確認した東西方向の溝跡である。 SD 1003と 重複し,これに先行する屋

敷境の区画溝に相当する。北岸はSD 1003の北壁において,南岸はSD 1003よ り約0。2m下位とな

る標高 1.15～ 1,30mの道路整地面で検出した。検出長はSD 1003と 同距離で,検出幅は遺存の良

い箇所で約1.7mを測る。N-84° 一Wの主軸を示し,A・ C区では南岸が SD 1003よ り僅かに南

よりに検出されるが,若千北西部に傾く方位のため,西のE区ではほぼ重なって認められる。断

面はU字形で,素掘りの溝として確認された。底面の標高はA区で0.85m前後,C区で0.92m前

後,E区で0,97m前後を測り,緩やかに東方向に傾斜することから,排水の方向を示す可能性も

考えられる。またC区の西部において,SD 1003の北壁面で焼土層が認められ,こ れに先行する

ことから火災によって廃絶しSD 1003に改修された可能性がある。当遺構は,検出面で先行する

A区第 3面の整地 (17世紀中葉に比定)を基盤とし,当期が上限として考えられる。下限は,出

土遺物から凡そ18世紀前葉頃と考えられる。
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遺構名 勘
劇

器 種 産地 法量(em) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SD200S 翻 向付 瀬・美 器高:360 浅責2 SY8/3 内外:透明和
鉄絵:種暗赤掲

2 5YR2/2 上掛:緑
1605年代

青磁部

断面に被勲演

続底部 ユ副 灰自25Y7/1 内外:赤黒10R21i 1605年代

開底部 肥前 ま:440 灰白色 内外:明オリープ灰SGY〃 1 外面:沈線

SD200C 肥前 底:480 灰自2 SY7/1 内外:灰白10Y7/2

Vd底部 BB前 底 :440 散 灰白色 内外 :透明釉 呉須:明青色

SD200(
単則 微 灰自色

外面 :灰 5Y571

内面 :透明釉
大僑Ⅱ期

飼 阜炉
一刷 ロコ500 lm 灰N4/1 内外:暗赤褐5YR3/2

欄 皿 肥前 にぶい橙 :7 5YR7/3
外面:黄灰白25Y5′ 1

内面:反自5Y3/2
17c中 葉

刷毛目唐津

断面に被熱痕

SD2001 酸 碗口縁日 ED前 灰白色 内外 :灰自N8/1 色絵 ,

SDlO09 滋 碗 EB前 灰白色 内外:透明釉 呉須 :明・暗青色

B巴前 ロコO OO 灰自色 内外 :透明和 呉須。明青色

肥前 翻 灰白5Y″1
肉口縁'外 :黒掲5YR2/1

内下半 :灰黄25Y7/2

第247図  SD2003出土遺物実測図・観察表
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馘

0                    10cm

第248図 SD2003出土遺物実測図・観察表

SD 2003出土遺物 (第247・ 248図 )

出土遺物は少量でコンテナ 1/4程度であった。

1は瀬戸・美濃系陶器向付 (青織部)である。 2は肥前系陶器碗底部。内外鉄釉を施し,高台

部は露胎。天目碗であろう。 3は肥前系磁器碗。外面に沈線を巡らし青磁釉を全面に施す。 4は

月巴前系陶器碗で,灰釉を施す。 5は肥前系磁器碗。U字高台に二重圏線が認められる。 6は産地

不明磁器碗である。 7は肥前系陶器香炉で,鉄釉を施す。 8は肥前系陶器皿。灰釉で,内面には

自化粧土による刷毛目装飾が施される。 9は肥前系磁器碗。色絵素地で,外面には僅に赤色が認

められる。10は肥前系磁器碗。やや大振りで口縁部外面に二重圏線が見られる。■は肥前系磁器

碗。器壁の薄い半球形碗に考えられる。12は肥前系陶器碗で,外面に鉄釉を施す。13・ 14は備前

で,指鉢口縁部と奏底部である。15は信楽鉢底部である。16は壷形の土師質土器である。

遺構名
物

別

遺

種
語種 産地 去量 (en) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 傭考

SD2003
楯鉢口欄

部
備前 皓赤褐 10R3/2 暗赤褐 10R3/2 内外:ロクロナデ

SD2003 甕底部 備前 鷹:150 暗赤褐 10R3/3 内外 :黒IB7 5YR212
格子目菱

底部に溶着痕

3D200C 信楽 底:93
石英・

長石

外面:暗褐iOYR3/4

内面:灰黄褐10YR6/2

内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り,煤付着
17c初

底部と外面底部付近に

は付着

SD2003 敗砂珀
外面 :灰黄25Y7/2

内面 :黒25Y2/1
内・外国縁部:ロクロナデ
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SD2006(第 242・ 249図 )

A区,第 2面で確認した溝状の遺構である。石列状遺構 (SD2004・ 2005)の下位で検出した。

検出した標高は1.06～ 1.24mで ,底面の標高は0.41～ 0。67mを測る。検出長は11,7m,検出幅は

0.6～ 0。9mを測る。東西方向の溝状遺構だが,西方向には伸びない。東方向は調査範囲外となり

不明だが,底面は僅かに東へ上昇していくのが認められる。遺構の断面はU字形で,下層におい

て遺物が集中して出土した。

屋敷の区画溝 SD2003及 び, SA2001に平行する方位 (N-84° 一W前後)を示し,前後関係で

は当遺構に後出するが,門 と考えられるSB 2001と西限がほぼ一致して認められ,屋敷境の建物

に関連した施設の可能性も考えられる。

所属時期は,出土遺物が17世紀末葉の所産にまとまっており,彦坂織部の家が絶え (1688年 ),

落主の家系より分家した頼芳 (初代藩主頼重の子)の屋敷となる (1689年 )時期を中心に考えら

れる。また埋上には少量ながら焼上が観察されており,最終埋没が火災 (高松大火,1718年 )に

関連する可能性も考えられる。

SD 2006出土遺物 (第251～ 262図 )

遺物は下層部よリコンテナ4箱程度出土した。但し,瓦については一部のみ取り上げた。 1は

陶器碗の口縁部である。責橙色を呈する胎土に,口縁部より長石釉が厚く掛けられる。唐津と考

えられる。 2～ 8は ,肥前系陶器碗である。 2は器壁が薄く,口縁部へ直線的に開くもので,高

い高台を有する。口紅が施される。 3は京焼風の器形だが,明赤褐色の釉で高台内にも施釉が認

められる。 4～ 6は京焼風陶器碗で,高台内に「清水」の刻印が認められる。 8は呉器手碗であ

る。 9は鉄釉を施す小郭。10の京焼風陶器碗は,鉄絵により菖蒲を描く。

11～ 18は肥前系陶器皿である。11～ 14は見込に蛇ノロ釉剥ぎをしたもので,砂粒の付着が認め

られる。釉は灰色または緑色を呈する。12には鉄絵が描かれる。17は内面に銅緑釉を施し,見込

に蛇ノロ釉剥ぎが施される。18は京焼風の皿である。19は大形品の顎部と考えられる破片で,管

耳が付く。外面は柿色の釉,内面は柿色及び銅緑釉を掛け流し,花瓶と考えられる。20は備前瓶

(徳利)である。21は肥前系陶器火入。外面上半に鉄釉をし,刷毛目装飾を施す。 SD 1003と の

接合資料で,本遺構の埋没と区画溝 (の改惨)と の関連が推察される。29は京焼風陶器碗。外面

に楼閣山水文が描かれる。

22～ 29・ 30・ 31は肥前系磁器碗である。22・ 23は断面U字形の高台を有し,口縁部外面及び高

台脇に二重圏線が認められる。24の高台は断面U字形で,高台部の幅は狭く低い。27は大振りの

碗。高台脇に二重圏線が認められる,高台高は高い。25は白磁碗である。桔梗 (?)の陽刻が施

される。28も 白磁碗である。口紅が施される。30・ 31は ,同一個体の可能性がある色絵の碗。剥

落する部分が多いが,赤,黄 (金)色に見られる。

32～ 44は肥前系磁器皿である。32～ 34は波佐見産青磁皿である。やや粗製で,見込に蛇ノロ釉

剥ぎを施す。33・ 34は釉剥ぎ部分に砂粒が付着し,畳付にも砂粒が付着する。35は 白磁だが,絵

付けの剥落痕と考えられる箇所がある。薄手で上質のものである。36は折縁の小皿である。38は

高台内にハリ支えの痕跡が認められる。内面には鹿と紅葉を描く。37・ 39は断面U字形の高台で,

高台脇に二重圏線が認められる。37の高台内には,ハ リ支えの痕跡が認められる。40は図面上で

復元した。鍔状に折れ曲がる口縁部で,内面に櫛歯文が認められる。初期伊万里の形態である。

41は芙蓉手大皿に考えられる。42は三股窯青磁である。青磁染付で,見込に紅葉を描く。三足と
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0                    10cm

遺構名 勲
潮

器種 産地 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD2006 翻 配 肥前 浅黄橙7 5YR8/4

碗 肥前 高:57
底:52

佃 灰白10YR8/2 明褐7 5VR5/8 高台脇:鉄 T4

碗
“刊 富:58 細 浅黄橙7 5YR814 明赤掲2 5YR5/6 外底 :ケズリ

SD2006 碗 IB前 高:48
底:545

灰白25Y3/1 内外:透明釉 大橋Ⅲ期 京娩風

SD2006 肥前 底 :54 灰白25Y8/1 内外 :透明釉 大橋Ш期 京焼園

碗 “刷

‐２

４ ３

４ ９

日
高
底

灰白N8/O 内外:透明和 呉須:緑灰10GS/1 内面 :楼閣山水 大橋■期 京焼風

椀
】剛

３３
お

４

日
高
底

淡黄25Y8/3 にぶい黄橙iOYR5沼 大橋Ⅱ期

旬 宛 肥前 灰自25Y8/2 淡黄2 5Yy4 大橋 Il期 呉器手

何 Jヽ杯 肥前
日
高
底

冊 灰自N7/0 黒 N20 外底 :ケズリ

欄 配
ユ則 HH 灰白5Y7/2 内外 :透明和 鉄絵 :オ リーブ黒5Y閉 外面 :あやめ , 京焼風

第25]図  SD2006出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量(cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

肥前
口
高
底

灰N6/0 灰オリーブ7 5YS/2
外面:ケズリ

内面:蛇の目釉剥 (砂粒付着
大橋Ⅱ期

SD2006 匂 肥前

２３
「

お

口
高
底

灰NS/0 内外:灰オリーブ7 5YS/2 鉄絵 :暗赤掲5YR3/4
内面 :蛇の目釉剥 (砂粒付涌

外面 :ケズリ
大僑工期

高台内と畳付に砂粒付

着

SD2006 翻 皿底部 肥前 底:44 暗赤褐2 5YR5/6 内外 :オ リーブ灰2 5GYVl
内面 :蛇の目釉則

外面 :ケズリ
大橋Ⅲ期

傷 皿底部 一則 底:425 灰N670 内外:灰白5Y3/2
外面:ケズリ

内面:蛇の目和剥 (砂粒付着
大橋Ⅱ期

翻 皿底部 “則 底 :47 灰N6/0 灰白5Y3/1 暗オリーブ75Y4/3 夕

`面

:ケズリ

瑚 皿底部 肥前 底:47 橙2 5YR6/6 灰オリーブ75Y573 外底 :ケズリ

一剛 底:575 灰白25Y8/2
外固:灰白5Y8/1

内面:緑灰7 SGY6/1(錫緑釉)
内面:蛇の目釉剥 大橋工期

鉢 肥前
口
高
底

個 灰白iOYR3/2 内外 !オ リーブ灰5Y6/4 鉄絵 :暗オリーブ5Y4/3 大橋Ⅱ期
京焼風 ,

畳付に砂粒付着

第252図  SD2006出土遺物実測図・観察表 (その2)

-274-



U IIけ |

雑一て試アず隷

0                    10Cm

第253図  SD2006出土遺物実測図
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考えられる獣面の脚を有し,蛇ノロ凹形高台の釉剥ぎ部に鉄錆を塗布する。43の鉢は,口縁部外

面に型成形の痕跡が認められる。上質のものでタト面に唐草文,内面に桐が描かれる。

44は型打成形の紅皿である。45～47は小杯である。48・ 49は瓶類。50は火入である。51・ 52は

青磁花生である。51は耳接着箇所に陽刻が施され,瑠璃色に色付けされる。52は一輪差と考えら

れる。53は京焼系陶器 (理兵衛焼か)香炉蓋である。赤,金の絵付けが施される。

54は信楽鉢である。55～ 57は備前悟鉢である。55・ 56は小型のもので,体部下半に左方向の削

りが認められる。56は暗褐色を呈する。口縁の顎部の張出しは弱く,見込の橋目は*形に施され

る。57に は片口が認められる。口縁部に責ゴマ,下端に熔着痕が認められる。外面は火欅が顕著

で,ナデ仕上げである。

58～ 75は土師質土器皿である。底面調整が分かるものは,すべて回転糸切りである。胎土が橙

色系ものは 58・ 59・ 62・ 63・ 70'73で ,以外は灰白色系である。前段階となるSX3004・ 3005の

ヽ

r//:::＼

＼
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第254図  SD2006出土遺物実測図 (その 4)

＼                  /

0                   10cm

Q,

-276-



資料に比べ,橙色系の器高が低くなり,灰白色系では口径が一回り小形化している。佐藤編年で

は様相 4～ 5に該当すると考えられる。

79は ,瓦質土器羽釜或いは茶釜の体部である。76～ 78は焼塩壺蓋である。80～90は焼塩壼であ

る。すべて明るい橙色を呈した胎土を用い,輪積により成形される。80の外面には,「御壷塩師

/堺湊伊織」の刻印が認められる (1682年以降で17世紀末葉まで)。 同様の形態となる他も,16

80～ 90年頃の所産に考えられる。

瓦については,一部のみを掲載した。91～ 93は軒丸瓦である。94・ 95は軒平瓦。96・ 97は九瓦。

いずれも被熱痕が認められるものが多い。古相のものも含まれ,佐藤編年では様相 1～ 4に該当

すると考えられる。

選構名
物

別

遺

種
器種 産 地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

破 片 反自10YR7/1
外面 :暗赤褐5YR3Z内面:し蛮夢脳 fオ

瓶 備前 底お 0 硼
画

面

外

内

暗赤掲2 5YR3′6

赤灰2 5YR4/1
内外 :ロ クロナテ

腕 一刷
底 :63

赤掲色2 5YR4 6 外面:皓赤褐2 5YR3/2
ズ

毛

ケ

刷

画

面

外

内
大橋Ⅱ期

刷毛

SD1003と接合

単則 高:60
底:44

灰白色 内外:透明In 呉須 :淡青a 大橋Ⅱ期 U字高台

SD200S 一則 高 :57
底 :465

救 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡青0 外面 :草木支

内面 :一重網目
大橋Il期 U字高台

SDρO06 腕 “副 高:61
底 :41

敷 灰白色 内外:透明和 呉須 :淡青色 夫橋Ⅱ期 口縁端部に国紅

碗 】則 敷 灰白色 内外:透明和 陽刻文有

SD2006 碗 肥前 微 灰自色 ぬ外:透明釉 呉須 :暗青色 大橋Ⅱ刺

碗 ED前 重:58 微 灰自色 内夕十:透明釉 呉須 :暗音色 大橋Ⅱ期 U字高台

碗 18前 高:55
底:45

細 灰自MaЮ 口紅 大橋Ⅱ期
白磁碗

色絵素地 ?

腕 一剛 細 灰黄25Y7之 内外:透明釉 鉄絵 :灰 N4/6 大橋H期
京焼風

楼閣山水

碗 一酎 微 灰白色 内外 :透明和 色絵 :赤 色絵

一剛 徹 灰白色 内外 :透明和
色絵:赤・金・オリーブ黒

外面 :蝶 大橋正期 色絵 :柿右衛門 ?

一別 細 灰白N8/O 明緑灰SG″ 1 大橋Ⅱ期 青磁。蛇の目稿剥ぎ

SD2006 IB前 高:36
底:46

細 灰白NVO 明緑灰6671i 内面 :蛇の目和剥 大橋Ⅲ期
蛇の目和剥部分と高台

に砂目

SD2006 該 肥前 高:37
底:45

細 灰自N80 明緑灰5G7′ 1 大橋工期
蛇の目釉剥 ,高合と和剥

部分に砂 目

肥前 底 :76 灰白N8Ю 白磁 ll

滋 肥前

口:995
高コ 7
底 :515

灰白色 内外 :透明釉 呉須 :皓青色 大橋 Il期

憲 “刷 底 :905 灰白色 内外:透明和 具須 :明青色 大橋Ш期 嵩台内にハリ支え

踵 一則 底 :92 伽 灰自色 内外:透明和 呉須:淡青色 大橋Ⅱ期
三角高台

高台内にハリ支え

SD2006 旧前

底 :80
灰白色 内外 :透明和 呉須 :明・暗青色

第255図  SD2006出土遺物観察表
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第256図  SD2006出土遺物実測図・観察表 (その 5)

通横名
勘

種別
線 産地 去量 lenI) 胎土 色調 1(胎土) 色調2鶴率、内外色調) 色鯛 3(呉察,螂 調整 製作年代 備 考

SD2006 大皿
銅
７
■

日
高
底

監 灰白色 内外:透明釉 兵察 :暗脅色 ¶冊Iセ賞

大皿 底:148 監 灰白色 肉外 :透明釉 兵須:明青色 (橋Ⅱ期― U字高台

磁 皿低部 底:8.8 敗 灰白色 内舛 明オリープ灰SGY7/1
呉須:明オリープ灰

scぉr″筍
内面:紅葉 晰 Ⅱ期

誡 =般
青藍、高台は

鉄鋳i二足

SD2006 磁 鉢 厳 灰白e 内外 :透明釉 具笈:贈膚色 内面 :桐 型打製形

SD2006 盟 皿 暑:ユ塾 離 灰白色 内外:羞明和 (橋Ⅲ刺
型打成形,外面庫部に2
鶏 頗

SD2006 お 離 /J輔
日
高
度

轟 灰自N8/0 (橋Ⅱ期
白確
`癌
部畳付は無職 i

砂目

SD2006 騒 おЧ不
口 :■ 0

虐:&:
冊 灰白Ne10 (橋Ⅱ期 白磁,底部畳付に砂付着

SD2006 47 滋 よヽ中下
口
高
底

硼 灰白NerO 自 購 五期 底部長付に砂日3ヶ所
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第257図  SD2006出土遺物実測図 (その 6)
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第258図  SD2006出土遺物実測図 (その 7)
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遺繕名
物

別

遺

種

文

号
静 種 産地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(Xn薬 、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD2006 瓶 旧前 底:57 散 灰白色 内夕ヽ :透明和 呉須 :淡青色 嵩台内に砂粒付着

瓶 旧前 底 :53 微 灰白色 内夕

`:透

明In 呉須 :明音色 高台内に砂粒付盾

火入 一則

口
高
底

細 灰白Nυ0 明緑灰5G″ 1 高台内無釉

“制 級 灰白色
外面:緑灰7 5GY6′ 1

瑠璃釉 ?
青磁

花生 一酎 佃 灰白N8Ю 明緑灰7 5GY″ 1 青磁

旬 京・信 灰白5Y82 内外 :透明和 色絵 :赤 ,金

何 言楽 ,巨

“

73 石 長
多

外面:明赤褐2 5YR5お

内面:灰白25Y″ 1
2次焼成の痕跡

旬 層鉢 】則 高 :94
底コ06

細 赤掲2 5YR,6 赤褐2 5YR守6
内外国縁部`体部上半:ナデ

体部下半:ケズリ
近世正期

摺鉢 備前 嵩:84
底:76

倒 オリーブ黒5Y9之 オリーブ黒5Y9滋
内外 :ナデ

タI底 :ケズリ
近世工期

悟鉢 高 :111
底莉28

IR 暗赤10R3る 皓赤10R35 内外 :ナテ 近世Ⅲ期

土信市質 小皿
口
高
底

日 橙2 5YR7r8 橙2 5YR7/8
内外 :ロ クロナテ

外底 :回転糸切り

口
高
底

赤色粒 橙5VR61S 橙5YR618
内外:ロクロナデ

外底 :回転糸切り

口
高
底

細 灰白5Y8/1 灰白5Y8ri
内外 :ロ クロナデ

偽蜃:星蟹浄り娑
口縁端部に2次焼成の

痕跡

L師雲 高莉 5
底:72

微砂殺 灰白25Y8′ 1 灰白25Y8,1 内外:摩減
口縁端部に2次焼成の

痕跡

SD2006
=師
雲 橙5YR7 6 橙5YR″ 6

内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り

SD2006 上師晏 m 高H3
底:65

橙5YR7/8 橙5YR″ 8
内外 :回 クロナデ

タ十底 :回転糸切り

と師目 皿
口
高
底

微砂粒 灰白25Y8′ 1 灰白25Y8Tl
外面 :摩滅

内面 :ロ クロナデ

口縁端部に2次焼成の

痕跡

L召市晏 高コ 6
底:73

倒 灰自2 5YVl 灰自2 5Vari
内タト:ロ クロナデ
外底 :回転糸切り
内底 :仕上げナデ

口縁端部に2次焼成の

痕跡

土師質 富コ 7
底:63

浅責橙 10YR8β 浅黄橙 10YR8お
外面:ロクロナデ

外底:回転糸切り、板状痕右

土師質 高:24
底:76

歌砂泊 灰白25Y81 灰自25Y8/1
内外:ロクロナデ

外底:摩減

‐３
７

２

日
高

底
微砂粒 灰白,OYR8′ 1 灰白10YR8′ 1

け
創
け

ク
転
上

口
回
仕

外
底
底

ぬ
外
内

SD2006 L師雲 高:19
底:64

微砂れ 灰白25Y8′ 1 灰白25V8/1
外

底

内

外

ロクロナデ

回転糸切り

土師質 高コ 2
底:58

細 橙5YR7 8 橙5YR71a
ぬ外:ロクロナデ

外底:回転糸切り

上師婆
口
高
底

灰白,OYR8之 灰自10VRa12
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り
内外面に有機物付着

上師目 高:19
底:66

細 灰自75Y8′ 1 灰自7 5Yyl
内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り

内外面に有機物付着、

2次焼成の痕跡

上師婁
口
高
底

微砂ポ 橙5YR7r6 橙5YR7お
内外 ロクロナデ

回転糸切り外底

SD2006 と師雲
日
高
底

田 灰自25Y,1 灰白2 6Yyl
内外:ロ クロナデ

外底:回転糸切り

上師質 高

“

5
底 :75

灰白25V8/1 灰白2 5YVl
内外:ロ クロナテ

外底:回転糸切り

口縁端部に2次焼成の

痕跡

口
昔
『

砂粒
外面 :橙2 5YR7お

内面 :塔2 6VR6お
内面:摩滅 (ナデ) 堺産

L信市婆 焼塩壷蓋
高 :ρ O

細 橙2 5YR6お 橙2 5YR6お 内面 :布 日,ヨ ヨナデ

SD2006 土師質 完塩壺蓋 高

“

9
微砂粒 橙2 SYR6/8 橙2 5YRys

内外国縁 :ナデ

内外底:布状痕
jPr産

瓦質 羽釜 脱砂粒
外面:暗灰N3Ю

内面:灰 NSЮ

鍔部:ナデ,以下ハケメ

内面:ナデ アヽケメ 指押さ

第259図  SD2006出土遺物観察表
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遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和葉、内

'卜

色調 ) 色謡3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD2006 t師3 院塩壷 堺

日
高
底

橙2 5YR6/8 橙2 5YR6/8 内外:ナデ
輪積成形「御壷塩師堺湊

十ヌH静欝」

SD2006 と師質 焼塩壷 堺 高 :86
底 :37

救砂珀 橙2 5YR6/8 種2 5YR6/8 内外 :ナデ 輸積み成形

土師質 焼塩喜 堺

口
高
底

橙2 5YR618 橙2 5YR6/8
タト面:剥離

内面:ナデ
輪積成形

土師質 焼塩奎 堺

口
高
底

橙2 5YR7/8 橙2 SYR7/8
外面:剥離

内面:ナデ・板ナデ・布目
輪積成形

と師粛 焼塩壷 爆 高 :85
底 :40

橙2 5YR7/8 橙2 5YR718
外面 :剥離

内面 :ナデ
韓積成形

ヒ師名 発塩壷 堺 底 :45 橙2 5YR6/8 橙2 5YR6/8 外面:ナデ 一部に布目.輪積戌形

SD2006 L師質 冤塩褒 堺
口
高
底

ひ粒
外面 :橙5YR7/8

内面:橙2 5YR6/8
内面 :ナデ 輪積成形

と師質 礎塩奎 堺

口
高
底

ひ粒
外面:橙 2 5YR7/6

内面:橙 2 SYR6/8

外面:剥離

内面:ナデ
輪積成形

と師興 焼塩壺 堺 橙2 SYR6/6 橙2 5YR6/6 内外 :ナデ 輪積成形

SD2006 と師質 晩塩壷 堺 底:45 橙2 5YR7/6 橙2 5YR7/6 内面:板ナデ
`布
目痕 輪積成形

L師獨 完塩筆 堺 底:42 少粒
外面 :橙5YR7/6

肉面:2 5YR6/8
内面:布目痕 輪積成形

第260図  SD2006出土遺物実測図 観察表 (その 8)
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・
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＝

IB構名
物

別

還

種

法量 (cm)
胎土

色 調 調整
焼茂 備考

(現在長 厚 さ 断面 器面 内面 外面

軒丸瓦 砂蝶 灰白2 5GYSrO 暗苦灰5PB4/1
巴

被熱

軒丸瓦 砂 粒 反自75Y7/1 灰N4/O
巴

被熱

3D200( 軒丸瓦 砂礫 灰白2 5GY8/O 暗灰N3/O 良 巴

軒平瓦 砂rt 灰NS/O 灰M5/O 良

軒平瓦 砂礫 灰N4/O 灰N4/0 良 被熱

SD2006 丸瓦 砂礫・石 灰自10YR″ 1
(表 )灰N6/0

(褒 )灰NS/O

布

ビ
良

3D200そ 丸瓦 砂礫少 灰自5Y7/1 灰N4/O 坤郷
板ナデ 良 被隷

第261図 SD2006出土遺物実測図・観察表 (その 9)
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第262図  SD2006出土遺物実測図・観察表 (その10)

0                  10cm
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SD2004。 SD2005(第263図 )

A区 ,第 2面で確認した東西方向の溝状の

遺構である。検出した標高は共に1.25m前後 ,

底面の標高は共に1.05m前後を測る。検出長

はSD2004が約2,7m,SD2005が 3.5mで ,検

出幅は共に1,Om前後を測る。

扁平な石材が一部底面に認められ,周辺に

も同規模の石材が散在しており,本来石列状

の遺構であったと考えられる。

共にSA2001の東半部北面に位置し,約 1.6

mの間隔で平行する配置から,SA2001と の

関連が推察される。直下に,同様の配置で S

D2006が存在しこれより後出することから,

18世紀代の所産と考えられる。

SD2004。 SD2005出土遺物 (第264図 )

遺物の出土量は,コ ンテナ1/2程であつた。

1は肥前系磁器皿である。菊花形の皿で,

同形のものが SD2010(第 241図 1)に認めら

れる。 2・ 3は ,備前悟鉢である。体部外面

に削り調整は認められない。 4～ 6は ,上師

質土器皿である。 7は輪積成形の焼塩壷であ

る。 8は ミニチュアである。

SP 2294(第 250図 )

A区中央部,第 2面で検出した遺構である。

検出した標高は1,27m前後,底面の標高は1.15

m前後を測る。径約0.4mの 円形と想定される

が,北半をSD 2006に壊される。底面からは,

埋甕として埋設されていたと考えられる唐津

鎌が半裁された状態で出土している。

SP2294出土遺物 (第265図 )

5は京・信楽系陶器碗である。 6は肥前系

陶器鉢。二彩手のもので,口縁部顎部に獣面

が付けられる。見込には砂目が認められる。

o                     2m

SD2005      1        
Шコ|

第263図  SD2004・ 2005平画・断面図
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第264図  SD2004・ 2005出土遺物実測図・観察表

|イ
″
r 一一

一
■〔

一■

‐‐Ｉ‐
一

Ｉ‐‐‐山

遺構名
心

雛
勘
翻

器種 産地 去量(cm) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

肥前 敗 灰自色 内夕常透明和 呉須 :淡青色

摺鉢 備前 敷砂れ
外面:赤75R4/6

内面:暗赤褐75R3/3
内外:ロクロナデ 近世Ⅲ期

遺構名
ゝ 物

別

遺

種
器種 産地 去二 (帥 ) 胎士 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD2005 雷鉢 雷鉢 鷹前 高:119
底莉22

赤 OヽRS/6 赤10R5/6 内外 :ロ クロナデ 近世Ⅱ期

SD2005 土師質 口 莉
外面:にぷい責橙10YR7/2

内面:浅責橙1 0YRa13

内外:ロ クロナデ

外店:回転糸切り

と師晏 Il 灰自10YR3/1 灰自10YR3/4 内外:ナデ

上師晏 灰白,OYR8/2 灰白10YR3/2 内外:ロクロナデ

SD2005 上師晏 暁塩藍
口
高
底

橙2 5YR7/8 橙2 5YR7/8 輪積成形

SD2005 土師獨
ままごと
セット

属:290 灰白10YR8/2 灰白10YRe/2
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∫メ 1

/2

峰 ?

遺構No
支

号

物

別

遺

種
静種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 ,(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) iJR整 製作年代 備考

司 臓 口 :120 個 灰白5Y7/1 褐10YRV6

滋 碗底部 日前 口 莉000 灰白色 内外:透明和 呉須 :浚・暗青色

SK2028 巌 [前 口

“

290 灰白色 内外:明褐灰5G7/1 大橋Ⅲ期 蕎磁

SK2028 上師伊 皿
口莉10
高 :19
底 :84

膏良 浅黄橙1 0YR813 浅黄橙10γ RO/3
内外 :ロ クロナデ

織屋:星董冷7勢
口緑の一部に煤付着

翻 碗 ・ 信 田 浅黄25Y8/3 内外 :浅黄25Y7/3 大橋工期

翻 鉢 一別

口:369
吉 :245
底

"39

灰N6/O 黒褐7 5YR3/2
上掛:緑・灰自iOYR3′ 1

(白泥)黄褐10YRS/6
17c後 半 工彩

第265図  SK2028・ SP2294出土遺物実測図・観察表
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SK2028(第249図 )

A一 C区 ,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1,08m,底面の標高は0.82m前後を

測る。検出長は東西方向で約0.8m,南北方向で約0。9mを測る。平面は円形と推定されるが,東
部が SD2006に壊されている。所属時期は,SD2006に先行することから17世紀後半を中心に考
えられる。

SK2028出土遺物 (第265図 )

1は肥前系陶器碗である。 2。 3は肥前系磁器。碗

土器皿である。

(2),青磁皿 (3)がある。 4は土師質

SX2002(第 11・ 242図 )

C区 ,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.05～ 1.24m,底面の標高は1,04m前後を

測る。検出長は約4.2m,検出幅は最大2.5mを測る。平面は,やや不整形な長方形である。断面
の形状は,底面がほぼ平坦で,器壁の下半は急傾斜であるが上位では緩やかとなる。C区西部で

観察された焼土を切り込んで開削されており,底面には石材が散乱して認められた。所属時期は,
焼土に後出することから18世紀前葉以降の所産と推定される。

SX2002出土遺物 (第267図 )

出土遺物は少量でコンテナ 1/4以下である。 1は景徳鎮窯系青花皿である。高台内にカンナ痕

が放射状に認められる。 2は淳州窯系青花碗である。 3は肥前青磁碗。明緑色の釉調である。 4

は肥前青磁皿。濃い青緑色の釉で,内面に陰刻文様を施す。 5は土師質土器皿である。胎土は灰

白色を呈する。 6は碁石である。

SX2003(第266図 )

C区 ,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.15～ 1.24m,底面の標高は1.03～ 1.12m

を測る。検出長は東西方向に約2,7m,南北方向に約2.4mを測る。平面は,やや不整形な方形で

ある。断面の形状は船底形で,底面の中央部がやや窪む。重複関係で SA2001の P-7,P-8
に先行する。出土遺物はないが, SA2001と の関連及び同様の様相となるSX2004か ら,17世紀後

葉～18世紀前葉に推定される。

SX2004(第266図 )

C区 ,第 2面で確認した遺構である。検出した標高は1.13～ 1.18m,底面の標高は0,90m前後
を測る。検出長は約2.lm,検出幅は約1.4mを測る。平面は,やや不整形な方形である。断面の

形状は船底形で,埋土は4層に分層され,灰黄色或は褐灰色のシルト質土がほぼ水平状に堆積す
る。重複関係でSA2001の P-9, P-10に 先行する。所属時期は,後出の SA2001と の関連及び
出土遺物から,17世紀後葉～18世紀前葉を中心とした所産と考えられる。

SX2004出土遺物 (第267図 )

出土遺物は少量で,土師質土器皿のみ図化できた。 7～ 10は ,土師質土器皿である。器形から,
佐藤編年の様相 3～ 5の所産と考えられる。
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N
L=1.50m

α おY6/2灰費色シルト質細砂
②10YR5/1掲灰色シルト質種細砂
③10Y能顔資褐色シルト質細砂
骸 .5Y5/2贈灰黄色シルト質極細砂

N
L■ 1,型m

第266図  SX2003・ 2004平画・土層図

S
L=1.40m

二N
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線 産地 灘  (cmj 胎土 色観 l lBa■ ) 魯調2は 、内外色調) 傷調■(ザ彰鷺上締 1躍 art鍬 備奢

SX2002 四匠部 中国 底:7.25 鷺 灰自ζ 内外:基明鵜 呉須 :跛・明守色
高合内にカンナ療
曇付に砂粒付着

SX2002 申国 ロコ7れ 歳 反自色 内外:透朗統 呉須雛 暗青色 1薄州窯

3X2002 t 口:,滋 1011 敗 灰自缶 A91:明翻々 SGY771 鰤

4 鉾 中国 口 :密01.70 政 反自色 内外オリープ反10Y2 縦

凛 2002 ヒ節襲 ■ 灰自10VRB/2 灰自10YR8/2 内外:ロクロチデ

SX2002 S 閉 簡躍 黒

螂 ヒ宙配菌
や
？
お

口
薦
底

本色輩 浅女轡7 5YR8/4 瀬期駐 5YAS/4
内外:ロタロナデ

蜘離回脚 リ

SX2004 B 師 口 節報
自
嵩
底
一

卒 にヽ い難 1び‖稲胞 賠ぷい黄種10VR8 3 罐難練ヨ
3X2004 ヒ師日 謗 に本ぃ鍋 oYR″ 3 iお 螂 CVR7/3 内外:ロクロナデ

外虜姫韓導潮

"

口縁内外に被無療

SX2004 ヒ師ヨ 口 :lα 2 申 瑠ViSYR7/6 樫■5YR7/6 内外 :ロ クロナデ

第267図  SX2002・ 2004出土遺物実測図・観察表
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来アミ掛け部分は、試堀時検出SK-14及び土管位置

第268図 第 1面屋敷境平面図
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第 1面 A一 C区屋敷境遺橋 (第268図 )

試掘調査で確認された礎石 (SB 1002 P-3～ 5)を はじめ,調査地の南東部に建物の基礎部

分 (SB 1002)を 検出した。この建物 (SB 1002)の 北面側の両脇には,礎石痕が東西方向に並び

(SA 1001),途 中,撹乱及び調査対象地外を挟むが調査地の西部,E区まで認められる (SP 10

61)。 南面では, SA 1001に平行する溝 (SD 1003)が東西方向に検出された。溝 (SD 1003)の

南部は,当面での遺構の確認は行っていないが,固 く締まる砂及びシルト質上の互層が築地状に

認められ,溝 (SD 1003)以北の整地状況と明瞭に異なって観察された。以上の状況から,東西

方向の道路及び区画溝及びそれを南面とした屋敷地が考えられ,絵図に該当する屋敷害Jり から松

平大膳家上屋敷跡地を具体的に想定できることとなった。

SA 100卜 SB 1002(第 268～271図 )

A― C区南部,第 1面で確認した礎石建物である。検出した標高は1,44～ 1.56mを測る。SA

1001は何れも礎石は遺存していないが,玉砂利を詰め固めた埋上で,一定の規模を有することか

ら礎石の痕跡として考えられる。C区の西部で礎石列は終わるが,後出するSX 1001に壊された

状況が観察でき,またE区で屋敷境の溝 (SD 1003)か ら同距離に位置するSP 1061も 同様の礎石

痕と考えられ,西方へ伸びる可能性が考えられる。またSA 1001と 北面あるいは南面で対応する礎

石痕は認められないが, SD 1003が屋敷

境の石組み溝であることを考慮すれば,

同溝の北岸を建物の基礎とした可能性が

高いと考えられる。

SB 1002は ,西及び東面側に布掘りを

し大振りの石材を並べるもので,重量の

ある建造物の土台基礎部であることが考

えられる。構造や屋敷内での配置関係か

らは土蔵にも考えられるが,石材は向か

い合うように並べられており,ま た北面

及び南面には石列が認められないことか

ら,門 と想定される。また両脇に配置さ

れるSA 1001の存在から,長屋門であつ

たものと考えられる。 SB 1002は ,北面

に敷居上に土を固めた部分が認められる

他,周辺よりやや高い位置に構築されて

いる。西側の石列 (SZ-2)が L字 とな

っており,また東狽1の石列 (SZ-1)の

内側に礎石 (P-3～ 5)が南北に並ぶ

もので,これらの内側, 2間分が出入り

口に相当すると考えられる。礎石列 (P

-3～ 5)は ,第 2面の礎石痕と配置が

一致するため,既存のものを利用した可

TN

L=1 50m
W

L=1 50m       ・

E
0        1m

①25Y7/4浅責色ンルト質極細砂
(25Y7/2灰黄色シルト質極細秒を含む)

SP1061

第269図 第 1面 E区遺構平面・断面図
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能性も考えられる。また調査時,礎石列より後出した掘り込みと判断し記録を行っていないが,
礎石列 (P-3～ 5)と SZ-1の間に土管 (土師質で外面に粗い刷毛調整)が設置されていた。
土管は,試掘時に確認された漆喰溜り (SK-14,幕末所産)に接続されており, SD 1003内 に枡
が存在した可能性がある。このことからSZ-1と 礎石列 (P-3～ 5)の間は出入り可能な空間
であつた可能性も考えられ,潜戸が推定される。またSB 1002の東面は, SD 1003の 北岸に基礎部
分と考えられる割石が密集し認められ,ま た北面となるSA 1001の下面にも石列が設置されてお

り, SB 1002の 西面とは異なる構造の建物が推定され,潜戸との関係からは呑小屋の存在も考え
られる。

所属時期は,19世紀前葉に屋敷内での画期 (SX2008埋没,上水施設 SE 3003・ SD3011の廃絶

等)が認められ,当期から屋敷境となるSD 1003の 廃絶 (明治27年)ま でが想定される。
SZ-1。 SA 1001出土遺物 (第272図 )
1は肥前系磁器皿である。SZ一 lよ り出土した。 2・ 3は肥前系磁器碗で, SA 1001を構成す

る柱穴より出上した。 2の外面には,色絵が認められる。

SB 1002検 出時出土遺物 (第273図 )

1・ 2は肥前系陶器。碗 (1),鉢 (2)がある。 3～ 7は ,肥前系磁器である。碗 (3・ 4),

小郭 (5。 6)蓋 (7)がある。 8～ 10は備前。橋鉢 (8・ 10),灯明皿 (9)。 11は産地不明
陶器甕。12は軟質施釉陶器。黄釉を施し,眠平焼の可能性が考えられる。

0                  10cm

遺構名
遺物

種別
需種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

石列下 “剛

底 :800
灰白色 内外 :透明私 呉須 淡・暗青色 内面:五弁花 夫橋V期

肥前 反自色 内外:透明釉 上絵 :赤・黒 18c前半 柿右衛門

宛底部 肥前 底:300 灰白色 内外 :透明和 呉須 :浚青色

第272図  SA 1001・ SZ― ]出土遺物実測図・観察表

SD 1003(第 268・ 269図 )

第 1面 A・ C・ E区で確認した東西方向の溝跡である。屋敦境に相当し,道路の側溝と考えら
れる。検出長はA― C区間で約31m,E区で約3.5mを測り,調査対象外範囲を含めると総延長で
約52mと なる。検出幅は1.2m～ 1.9mである。主軸はN-86° 一Wを示す。検出した標高は1.33
～1.56mである。底面の標高はA区で0,96m前後,C区で0.98m前後,E区で1,00m前後を測る
が,つ1水の方向は明確ではない。断面はU字形だが側壁の下端がL形となり,中央部はやや窪む。

底面では扁平な石材が両壁に沿って断続的に遺存して認められた。屋敷側の壁面には裏込めに用

いたと考えられる割石や礫が一部で観察された。埋土は多量の瓦片及び石材を含み,溝跡はかな

り壊され廃絶したと考えられる。瓦片が多く認められていることから,同時に屋敷境の施設も壊
したと推定される。この屋敷境は少なくとも明治27年の県庁庁舎建設時には失われており,当期
が遺構廃絶時期の下限となる。
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0                    10Cm W
遺構名

物

別

避

種
器種 遷地 法量 (em) 胎土 a調 ,(月合土) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

A区石
'検出中

一削
口
嵩
底

灰白25Y8/2 内外:明黄褐25Y″6
高台内 外下・口紅 :種暗

掲7 5YR2お

A区石ラ

険出中
鉢 月B前

ｍ
６０
２０

日
高
底

赤TR・ 10R6ん 内外 :明赤灰10R7′ 1 内外 :直線的な刷毛目 大橋V期 刷毛目唐津

石

中

区

出
碗

一刷

口
高
底

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡・賠青こ 外面 :草花 大橋V期
くらわんか

高台内に銘款有

A区石ラ
検出中

ED前 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡・晴青色 外面 :四方欅 大橋V期

A区石ラ

検出中
憲 卜杯 肥前

底 :150
脱 灰自色 内外:透明釉

A区石冽

検出中
滋 碗 肥前

底:280
敗 灰自色 内外:透明和 呉須 :暗青色 外面:笹 紅猪 口

A区石列

険出中
歳 蓋

ユ則
最大径

底コ100
微 灰自色 内タト:透明釉 呉須 :暗青色

受部外面にアルミナ砂

付着

A区石夢

検出中

矯鉢口縁

部
脩前 赤10R,6 赤10R416 内外 :ロ クロナデ 近世Ш期

A区石ラ

検出中
灯明皿 備前

高コ 9
暗赤 10R3′ 6 暗赤loR3お

内外 :ロ クロナデ

外底 :ケズリ
口縁内外に煤付着

A区石ラ

検出中
書鉢底音 備前 底コ81 赤10R5お 赤 iOR576

外面 :ケズリ

外底 :ケズリ
近世 IIl翔

区ヽ石冽

貞儀中
密口縁奇 浅黄橙10YR8お 内外 :黒 iOYR21 断面に被熱演

A区石テ

検出中
富部 瑕平 底 :800 灰白2 5VVl 内外:明黄褐iOVR61a

第273図  SB 1002検出中出土遺物実測図・観察薮
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第274図  SD 1003出 土遺物実測図・観察表 (その 1)
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遺構名
物

別

遺

種
維 産地 法量 (cI) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SD1009 旬 皿 底 :480 灰白2 5YVl 内外:灰自25Y8′ 1 呉須:暗緑灰10G3/1 内面 :楼簡山水 大橋Ⅱ期

SD1003 臨 口 :3000 掲灰 10YR5/1 内外:暗掲10VR3/0 内面:直線と液状の刷毛目 大橋V期

磁

口¬030

底 :980
灰自色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 内面:蛇の目和剥 18c後 半

くらわんか,畳付にアル

ミナ砂付着

底 :445 灰白色 内外:透明釉 呉須 :淡・暗青色 大橋V期
くらわんか,畳付にアル

ミナ砂付着

,DiOOa 配底部 底:400 灰自色 内タト:灰白10Y7′ 1

,D1003 碗底部 底:400 灰自色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 畳付にアルミナ砂付蒲

蓋付椀 口 :1400 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 外面:蛸唐草

JE:S OO 灰 自色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 大橋V期 蛇の目凹形高台

高:325
底:2730

灰自色 内外 :透明和 呉須 :朗青色 内面 :緊状松竹梅 大橋Ⅳ期
型紙摺り

蛇の目凹型高台

】D1003 茂

口:815
高 :410
底 :285

灰白色 内外:透明和
呉須:明青色

口紅:赤掲5YR4/6

つまみ部
散 灰白色 内外:透明釉 集須 :皓音色 大橋 V期 チ`高台

憲
底 :90o

敗 灰自色 内外 :透明和 呉須 :明青色 大僑Ⅳ期 型紙擢リ
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第275図  SD 1003出土遺物実測図 (その 2)
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遺構名
遺物

種別
器種 産地 去量(em) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

,D1003 備前 底 :429
外面:暗赤掲10R3/3

内面:にぶい赤75R4/4

,DiOOa 需 冒鉢
境

明石
高:132
底コ73

内外:構2 5YR7/8 “刷

SD1003 旬 雷鉢 備前 底 :194
外面:暗赤10R3/6

内面:赤 10R5/6
外面 :ロ クロナデ 近世Ⅱ期

】D1003 何 麗底部 底:800 にぶい赤褐2 5YR4/3
外面 :種暗赤褐2 5YR2/2

内面:にぷい赤掲2 5YR413

SDiO03 旬 瑕平 淡責25Y3/3 内外 :明黄裕25Y6/8

SDiO03 同 鉢 費灰25Y6/1
外面 :暗赤褐2 5YR3/9
内面端赤褐2晃
棚g,

外面 :ト ビカンナ ?

,Di003 翻 菱 灰黄25Y7/2 内外 :暗赤掲5YR3/4

,D1003 占炉底者 淡黄25V8ね 偽詈:番目舒
Y873

:暗赤褐2 SYR3/6
鉄絵 :黒褐5YR2′ 1

八角香炉
丸山の陶石を使った製
品 ?

,Di003 L師雲
口
高
底

橙2 5YR7/6 橙2 5YR7/6
内外:ロ クロナデ

外底:回転糸切り

口
高
底

浅黄橙7 5YR3/4 浅黄橙7 5YR3/4
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 リ

瓦質 告烙
驚
灰N570 灰N5/0

内 外口縁部:ロクロナデ

偽詈i矢塀ヨ
え
'

瓦質 告燈
無
黒5Y21 黒5Y271

第276巴  SD 1003出 土遺物観察表

SD 1003出土遺物 (第274～ 276図 )

取り上げた瓦については,特徴的なものが認められず,図化は行わなかった。陶磁器は瓦に比
べ少量であったがコンテナで 2箱程度出上し,18世紀代～明治期初期までの所産のものが認めら

れる。 1・ 2は肥前系陶器である。 3～ 9は ,肥前系磁器。 9の皿は,型紙刷りにより絵付けさ

れた製品で, S Z 1001の 覆土に同形のものが認められる。10は関西系磁器碗である。13。 15は ,

備前悟鉢。14の指鉢は,堺・明石産である。16は大谷焼。17は軟質施釉陶器。特徴的な黄色の釉

を用いた製品,眠平焼と考えられる。20は香炉の底部。胎土は,理兵衛焼との関連が指摘される

富田丸山の陶土に酷似する。21・ 22は土師質土器皿である。23・ 24は ,瓦質土器焙烙である。

SB 1001(第 277図 )

D区北西隅,第 1面で確認した建物である。検出した標高は1.45m前後を測り,主軸はN-82°

―Wを示す。調査時にはSD 1001・ 1002を南岸とする石組み溝の可能性も考えたが,L字に屈曲
する対岸部を欠き,ま た瓦が多量に散在していたため建物の土台と判断した。北側が調査対象範

囲外で,東側が撹乱により壊されているため規模は不明である。40～ 60cm大の扁平な石材を西面

では一段,南面の東部では東に傾斜する地形のためか二段ないし三段に積み,上面を揃えようと

している。内側には割石を詰め裏留めに用いる。南面に便槽と考えられる土師質の埋甕が設置さ

れている。埋甕の周囲は,SD 1002の北壁に沿って瓦が立てられていた。SD 1001及び南西角の

礎石 (SP 1080)は ,約 1.8mの間隔を置き平行し,庇等の関連施設にも考えられる。検出時に出

上した遺物より,明治時代の廃絶が考えられる。

SB 1001出土遺物 (第278。 279図 )

1は肥前系磁器鉢。輪花鉢で,内外面に色絵が施される。ガラス質の熔着斉1に より焼継を行い,

接合部に金を塗り隠す。高台内には「上丞」「乃」と読めるものの他,数箇所で文字を記した焼

継印が認められる。 2・ 3は瀬戸・美濃系陶器。腰錆碗 (2),片 口鉢 (3)。 4・ 5は肥前系
磁器。皿 (4),蓋 (5)。 6は磁器の蓋物で,型紙刷りによる装飾。内面には,朱肉とみられ
る赤色顔料が付着している。 7は型合わせによるガラス製品である。 8は陶器土瓶。 9は備前灯

明皿。10は土師質の蓋。11・ 12は軒丸瓦。13は軒桟瓦である。
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 ζ調 1(胎土) 色調 2(釉黎、内外色調 ) 色調 0(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SB1001

検出中
肥前 寄お 15
底:52

灰白5Y871 内外 :透明釉
呉須:賠青色

上絵 :赤 緑 金で縁取り ,8,0年代

「乾」銘款,ガラス焼継
「上丞」「乃」大?の焼継印

掘方
碗 瀬 美 灰白2 5YVl

内外上 :灰白5Y″2

外下 :種暗掲7 5YR243
腰錆腕

SB1001

検出中
片口鉢 瀬・美

口

“

620

底 :700
灰白25Y3/2 内タト:オ リーブ黄SY6/9

見込みにビン痕 2ヶ所 .

内外に被熱痕

SB1001

検出中
一剛
底 :540

反自色 内外 :透明釉 呉須 :'炎・明青色 型打成形

検出中
蓋 一Ｗ

つまみ郡:980
高 :210
底 :91o

灰白色 内夕に透明釉
呉須 :淡・暗青色

口紅:黄掲10YR5/8
銘款有

検出中
蓋物

口
高
底

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :ヨバル ト 外面:型紙摺り 口縁端部内外に朱付着

検出中
4ヽ杯 ? 緑 前後型合わせ

蜘榊
土瓶

口
高
底

掲灰10YRVi にぶい黄掲 10YR5β
内面:ナデ
外面下半サ旨押さえ
外底 :布目

第278図  SB 1001出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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0                    10Cm
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遺構名
物

別

遺

種
維 産jL 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(私薬、内外色調 ) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

ＳＢ‐０
肪

灯明皿 備前

口
高
底

にふい赤75R4/4 にぶい赤75R4/4
内・外国縁部:ロクロナデ
外底 :回転糸切り
外面 :ケズリ

口緑内外に煤付着

ＳＢ，ＯＯ榊
上師雲 蓋 毒轄線

高:26
硼 にぶい橙 7 5YR6/4 にぶい橙7 5YR6/4 内面に被熟痕

逸幡名 勘
翻

法量(em)
胎土

色調 調整
焼成 備考

尋さ(現存長 厚 さ 断面 器面 内面 外面

SB1001 軒丸瓦 砂礫少 灰N610 灰N6/O 良
日

被熱

SB1001 軒丸瓦 砂粒 灰 N6yO 灰自,OY3/1 長 B

軒桟瓦 砂礫少 灰自75Y7/1 灰5Y571 良 練
“

第279図  SB 1001出 土遺物実測図・観察表 (その 2)
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SZ 1001(第 280図 )

C― D区北端部,第 1面で確認した石列状の遺構である。検出した標高は1.55m前後を測り,

主軸はN-86° 一Wを示す。北面を揃え東西方向に並べられる。南側に対応する石列が認められ

ないことから,調査対象外に対面した石列が想定され,石組み溝である可能性が考えられる。所

属時期は検出時の遺物及びSX2010に後出し,ま た明確ではないが配置関係からはSX2008埋没

後の所産と推定され,19世紀前葉～明治時代の所属時期が考えられる。

SZ 1001出土遺物 (第281図 )

1は産地不明磁器碗である。 2は肥前系磁器皿。型紙刷りによる装飾が認められる。 SD 1003

に同形のものが出上している。 3の蓋は,イ ッチン掛けによる装飾が認められる。 4～ 6は ,瀬

戸・美濃系磁器である。小杯 (4),皿 (5・ 6)がある。 7。 8は ,産地不明陶器で,南八形
の上瓶である。 9は軒丸瓦片である。

L=180m
W

第280図  SZ 100]上画・立面図

L=180m
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0                  10Cm

舗

遺構名 翻
翻

需 種 産地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎■) 0調 2(和葉、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

碗

口:955

底 :3 SS
灰白色 内外 :透明XIH 呉須 :コ バル ト

皿 B巴前系
口

“

2 SO

底 :720
灰白色 内外 :透明T4 呉須 :コ バル ト 外面:蛇の目凹形嵩台 銅版転写

蓋
高 :700

朗褐灰7 5YR7rl 外面 :緑 イッチン士卜Iオ 白 外面 :梅花 イッチン掛け

敏 小杯 瀬・美 富:400
底:250

灰自色 内外 :透明和 呉須 :コ バル ト
外面:草花

外底内:静止ヘラケズリ
型押成形

SZ1001 憲 瀬・美 富:200
底:515

灰白色 内外:透明和 呉須 :コ バル ト 内面 :獅子,陽刻

SZ1001 議 皿 瀬・美 高:205
底:485

敷 灰自色 内外 :透明和
そり皿

木型打込

陶 と瓶の議
口
一局

細 灰掲7 5YRS/2 灰掲7 5VR7潅 内面 :指押さえ

土瓶 高:103
底:103

責灰25Y5′ 1
外面 内上:にぶい掲7 5YR

51a,内下:灰オリーブ5Y513

避構名
物

別

遺

種

法畳 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

長さ(現存長 厚 さ 幅(現存幅) 断面 器面 内面 外面

軒丸瓦 砂粒 灰N670 灰自N710 巴

第28]図  SZ 1001出 土遺物実測図・観察表
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SX 1003・ 1004(第283。 284図 )

C区中央部,第 1面で確認した遺構である。検出した標高は, SX 1003が 1,44～ 1.50m, SX

1004が 1.33～ 1,47mを測る。検出長は,SX 1003が東西約2.5m,南北約0.9m,SX 1004が東西

約2.7m。 南北約0.9mを測る。撹乱により遺存状態は悪いが,平瓦を立ち並べ,平面を長方形に

囲っている。堆積状況から,まず長方形に土坑を掘り,外壁に平瓦の凸面を外に向けて縦に並べ ,

内側に上を入れ固定させている。両遺構は約4mの間隔を空け, SA 1001に平行する主軸方位で

約 lm北側に設置されている。また第 2面の検出遺構であるが SX2008の南端部に位置しており,

配置からこれらの遺構との関連がうかがわれる。明確ではないが,垣もしくは目隠し等といった

屋敷内での小規模な区画施設と推定される。所属時期は,検出時に出土した遺物より幕末～明治

時代の埋没が考えられる。

SX1003・ 1004出土遺物 (第285。 286図 )

検出時に遺物が一定量認められた。 1～ 3・ 6は,肥前系陶器である。砂目の皿 (1),京焼
風陶器 (2),刷毛目碗 (3),甕 (6)がある。 4・ 5は ,肥前系磁器である。青磁香炉 (4),

広東碗 (5)がある。 7。 8は ,瀬戸・美濃系陶器である。水甕 (7),植木鉢 (8)がある。
9。 10。 13は ,京・信楽系陶器である。11は産地不明陶器蓋である。12は軟質施釉陶器蓋である。

14～ 16は土師質土器。皿 (14～ 15),甕 (17)である。

SX 1005(第 8図 )

A― B区 ,第 1面で確認した集石溝である。検出した標高は,1,03～ 1.35m前後を測る。平面

でコの字形に検出された。出土遺物より19世紀末以降の所産が考えられ,県庁庁舎等の基礎と想

定される。

SX1005出土遺物 (第282図 )

1・ 2は磁器碗である。井碗の器形で,明治・大正時代の所産と推定される。

0                    10cm

第282図  SX 1005出 土遺物実測図

遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去置 (cm) 月合土 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SX1005 碗 瀬・美
底 :600

敷 灰白色 内外:透明和 上絵 :金・赤

碗 瀬・美 高:705
底:620

微 灰自色 内外 :透明和
呉須:明青色,暗青灰5BG
8′1,口紅:赤褐5VR4/8
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0                    10cm

遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 法長 (m) 胎士 色調 ,(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須 上絵 ) 調整 製作年代 備 考

3区西斗

簿2
El底部 一鵬 底 :so 微 にぶい黄橙10YR7′2 灰白,OY7/1 大橋Ⅱ期

見込みと高台内側に砂

目 2ヶ 戸斤

碗 肥 前 細 淡責25Y8ん 内外 :浅黄25Y79 鉄絵 :暗 オリーブ釉 大橋Ⅱ期 京焼風

Vl 一則
口
高
底

fa にぶい黄橙 10YR6 3 にぶい褐7 5YRS/3 内外 :直線的な刷毛目 大橋 V期 刷毛目碗

一
中

吾炉底言 工則 ,嵐 :4 iO 微 灰白色 明掲灰 10G″ 1
青磁

高台内無釉

日中
碗底部 肥前 底 :560 微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :明青色 広東碗

出中
磨口縁吉 単刷 微 明赤掲2 5YR5/6

外面 明赤掲2 5YR5お

内面:暗緑灰10G4/1

画区

中

瓦

出

水範口瘤

部
瀬 美 浚黄25Y8′ 3 内外 :浅責25Y773 釉掛 :暗掲 ,OYR3/3

瓦区画わ
出中

陶 植木鉢 瀬美 佃 灰自25Y8/2 内外:オ リーブ責5Y613

第285図  SX 1003・ 1004出土遺物実測図 観察表 (その 1)
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0                   10cm

遺構名
物

別

遺

種
維 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須.上絵 ) 調整 製作年代 備考

画区

中

瓦

出
翻 機 単則 局:4■5

底:210
旧 灰白5Y7/2 内外!灰白5Y7/2

呉須:淡青色,灰オリーブ
外面:菊 大橋V期

豆区画本

当中
陶 梯底部 京・信 底:370 浚黄25Y8/3 内外:淡黄25V8/3 上絵:青・金・緑 高台内に墨書,色絵

H中
陶 蓋

最大径

庭筆:620
観 灰責25Y6/2 外面:灰白5Y8/2 上絵 :黒 2 SY211,深 緑

H中
蓋

最大径:07

詳響“
7 観 橙5YR6/6 外面:明赤褐5YR5/8

H中
蓋 京・信

お

鮒蜘蜘

駄
計
底

tR 灰白25Y8/2 外面 :灰自SY7/2

口
高
底

嗜良
外面・灰白25Y81,～被赤橙

2 5VR7/4,内面:灰白2 5VarI

け
響
ク
転
上

口
回
仕

外
底
底

内
外
内

日緑内外に煤付着

娼中
イ

口
高
底

よ色お
外面・明褐灰7 SYR7/2

内面 :黒褐7 5YR3/1

内外:回 クロナデ

外底:回転糸切り

七師雲
櫂
お
７

口
高
底

ボ色狛 外面 :明褐灰7 5YR7/2

内面 :黒褐7 5YR371

内外:ロ クロナデ

外底:回転糸切り
内面に被熱痕,煤付着

H中
甕

`こ

ぷい黄橙10YR7/3 にぶい責橙1 0YR7J3

第286図  SX 1003・ 1004出土遺物実測図・観察表 (その 2)
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SK 1030・ 1031・ 1032(第287図 )

B区西半,第 1面で確認した埋甕である。 SK 1030～ 1032の 3基が確認された。検出した標高

は,1.19～ 1.34m前後を測る。 SX 1005に より壊され,SX2008の 埋土と同様の上壁が混じる整

地上に埋設されていた。周辺部は検出時に木根や植物根が多く認められた。所属時期は,整地の

状況や SX 1005に先行することから,19世紀前葉～明治時代の所産と考えられる。

SK 1030。 1031・ 1032出土遺物 (第288。 289図 )

1は SK 1032の埋甕で,土師質製である。 2は SK 1030の埋甕で,陶質製である。共に底部が

欠損した状態で出上した。 3・ 6は , SK 1030甕 内から出上した。 3は備前鉢である。 6は石英

質の扁平な石で,側面部に敲打痕が認められる。 4・ 5は ,検出時の遺物である。 2は大谷焼の

底部。 3は土師質の釜である。

o               20cm

遺構名
遺物

種別
線 産地 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK1032 甕
口
一局

百英・
民石
警母

内外 :にパい橙75Y6/4
内外:ナデ

底外面:ハケメ

SK1030 車

口
高
底

百英・

昆石
偽目1ギ援婆烈早躍Й
下半 :橙5YR6/6

外面。内面下半:ナデ

内面上半:指頭圧痕

第288図  SK 1030・ 1032出土遺物実測図・観察表
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第289図  SK1030・ 1031・ 1032出土遺物実測図・観察表

進構名
物

別

遺

種
維 産地 去量 (cm) 胎上 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SK1030 鉢 備前
日莉11
高 :7,
底莉33

赤75R守 6 赤75R4/6 内面 :ロクロナデ

B区西料

菖
2回布 菱 大谷 症三:995 にぶい赤褐2 5YR4/3 外面 :種暗褐7 5YR213

B区西当

=2回
糊 七師目 羽釜 唇良 褐灰lllYR3/1 掲灰 iOYRS/1

内・外国緑部:ロクロナデ
外面 :ロクロナデ・指押さえ
内面 :ハケメ

煤付着

石 火打石
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SK 1009(第 268・ 270図 )

A区東端部,第 1面で確認した遺構である。但し,大半を第 2面 SK2020と して掘削し,遺物

が取り上げられている。検出した標高は1.40～ 1,47m前後,底面の標高はlm前後 (SK2020)を

測る。検出長は東西方向で約2.3m,南北方向で約0,9mを 測る。平面は長方形で,断面は船底形

である。所属時期は,出土遺物より18世紀後半～19世紀前葉に考えられる。

SK 1009出土遺物 (第290図 )

1は肥前系陶器碗。陶胎染付である。 2は肥前系磁器碗である。 3は備前灯明皿である。 4は

陶器茶入で,大谷焼と考えられる。

SK 1002(第 268図 )

A区南部,第 1面で確認した遺構である。検出した標高は1.48m前後,底面の標高は1,3m前後

を測る。検出長は東西方向で約0.8m,南北方向で約0.56mを測る。平面は隅丸方形である。所属

時期は,検出面より19世紀前葉以降と考えられる。

SK 1002出土遺物 (第290図 )

5・ 6は ,土師質土器皿。橙色系の胎上で器高は低い。底部は回転糸切りである。

SP 1013(第 268図 )

A区南部,第 1面で確認したピツトである。検出した標高は1.43m前後,底面の標高は1,30m

前後を測る。 SA 1001 P-10を壊す。径約0。4mの円形として検出した。所属時期は,出土遺物か

ら明治時代と考えられる。

SP 1013出土遺物 (第290図 )

7は京・信楽系陶器碗である。 8は ,産地不明の磁器碗。銅板転写による装飾が認められる。

9は肥前系磁器碗。うがい茶碗である。

SP 1023(第 268図 )

A区南部,第 1面で確認したピツトである。検出した標高は1.40m前後,底面の標高は1.32m

前後を測る。検出長は東西方向で約0.3m,南北方向で約0.4mを 測る。平面は隅丸方形である。

SP 1023出土遺物 (第290図 )

10は肥前系磁器小イである。

SX1001・ 1002(第 268図 )

C区南部,第 1面で確認した遺構である。検出した標高は1.31～ 1.51m,底面の標高は1.40m

前後を測る。検出長は, SX 1001が東西に約5.5m,南北に約4.lm,SX 1002が東西に約1.5m,

南北に約4.5mを測る。平面は不整形で, SD 1003。 S△ 1001を壊す。両遺構とも瓦片を含み固く

しまった埋上で,地固めを行う整地痕の可能性が考えられる。所属時期は,遺構の前後関係によ

り,明治時代以降 (県庁建設時)の所産と考えられる。

SX 1001・ 1002出土遺物 (第290図 )

11は肥前系磁器仏花瓶である。12は碁石である。
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遺構名
物

別

遺

種
維 産地 去量 (cm) 胎■ 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

田胎雰

付
碗 一則 灰白10YR6′ 1 内外:透明釉 呉須:暗音オリーブ灰 大橋v期

滋 碗口緑苗 BB前 口 封000 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗青色
外面 :竹笹

内面:四方得

SK2020 灯明皿 臆前
高:i2

外面:赤褐10R4/4

内面:皓赤掲2 5YR3/4
内・タト回線部:ロ クロナデ

外底:ケズリ

)K2020 茶入 大谷 口 :755 赤褐iOA4/3 内外:黒褐5YR2/1

と師晏 m
口お 4
高 :15
底 :64

宮良 橙5YR7/8 橙SYR7/8
内外 :回クロナデ

外底:回転糸切り
18c後半

口
高
底

橙5YR7/6 橙5YR7/6 内外:ロクロナデ

外底:回転糸切リ
内外に有機物付着

碗 一爪 底 :3 SO 灰白色 内外 :灰オリーブ5Y5/3 上絵:赤 緑

旧前系
口
高
底

灰自色 内外 :透明釉 呉須:青
銅板転写,高合内にアル

ミナ砂付着

SP1023 小獅 B前
底:270

搬 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡青色

一剛 高:600
底:475

灰白色 内外:透明和 呉須:暗青色 内外に被熱痕

仏花瓶 口 :920 灰自色 内外 :透明釉 内面に被熱演

3XiO02 蕃石
全長:225
厚:045 黒

第290図  SK1009,2020。 1002,SP1013・ 1023・ SX 100]・ 1002出土遺物実測図・観察表
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SK 1006(第 291図 )

A区北部,第 1面で確認した遺構である。検

出標高は1.43m前後,底面の標高は1.03m前後

を測る。検出長は東西方向で約1.Om,南北方向

で約0。9mを測る。北部を撹乱により壊される。

平面は隅丸方形である。所属時期は,出土遺物

より幕末～明治時代と考えられる。

SK 1006出土遺物 (第295図 )

3は陶器鉢である。見込みに砂目が認められ

る。 4は信楽系陶器甕口縁部。 5は五徳である。

6は土師質土器鉢。 7は焼塩壺である。板作り

のものである。

SK 1024(第 8図 )

A区北部,第 1面で確認した遺構である。検

出した標高は1.14～ 1.28m,底面の標高は1.10

m前後を測る。検出長は東西方向で約1.lm,南

北方向で約1,7mを測る。北部を撹乱により壊さ

榊
Ａ
Ａ
＝
＝
ミ
ド
キ
キ
ャ

L=1 30m L=1.30m

W~＼
ヒ__ノ …

E

第291図  SK1006平面・断面図

れる。平面は楕円形である。所属時期は,出土遺物より幕末～明治時代と考えられる。

SK 1024出土遺物 (第295図 )

1・ 2は軟質施釉陶器土瓶及び蓋である。赤釉を施すもので,蓋の裏側に「屋島」の刻E「が認

められ,屋島焼と考えられる。

SK 1026(第 287図 )

B区西部,第 1面で確認した遺構である。検出した標高は1.26～ 1.34m,底面の標高は1.20m

前後を測る。検出長は東西方向で約1.Om,南北方向で約0.7mを 測る。平面は楕円形である。所

属時期は,B区第 1面の整地状況から19世紀前葉以降の所産に考えられる。

SK 1026出土遺物 (第296図 )

8は土師質土器甕底部である。

SP 1041(第277図 )

D区西部,第 1面で確認したピットである。検出した標高は1.25m前後,底面の標高は1.05m

前後を測る。径約0,3mの円形として検出した。

SP 1041出土遺物 (第296図 )

9は砥石である。

SD 1002(第277図 )

D区西部,第 1面でSB 1001に 南面して,確認した溝状の遺構である。検出した標高は1,25～

1.34m,底面の標高は1.22m前後を測る。検出長は約5,3m,検出幅は0,3～ 0.5mを測る。東部は
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撹乱により壊される。埋没時期は, SB 1001と 同様に明治時代と考えられる。

SD 1002出土遺物 (第296図 )

10は淳州窯系青花碗である。11は肥前系磁器蓋である。

SP 1049(第 277図 )

D区西部,第 1面で確認したピットである。検出した標高は1.29m前後,底面の標高は1,18m

前後を測る。検出長は東西方向で約0。3m,南北方向で約0,8mを測る。平面は楕円形に検出され
た。底面に根石が認められる。

SP 1049出土遺物 (第296図 )

12は京・信楽系陶器碗である。外面には,大膳家の家紋が藍色で絵付けされる。13は管状の上

錘である。

SK 1017(第 292図 )

C区中央部,第 1面で確認した土坑である。検出した標高は1.37m前後,底面の標高は1.16m

前後を測る。検出長は東西方向で約0.5m,南北方向で約0.6mを測るが,東部を撹乱により壊さ

れる。平面は円形で,断面は箱形である。所属時期は,出土遺物より明治時代の所産と考えられ

る。

SK 1017出土遺物 (第297図 )

1は肥前系磁器碗である。 2は瀬戸・美濃系陶器碗である。 3。 4は ,瀬戸・美濃系磁器碗で

ある。 5は京・信楽系陶器蓋で, SK2038の 出土品と接合関係を有する。 6は軟質施釉陶器で,

屋島焼と考えられる。 8は土師質の十能である。 9・ 10は ,瓦質土器焙烙である。

SK1017 SK1018

「
N

一　　　　Ｗ輌一

榊
Ａ
肝
川
川
Ｎ
Ｋ
‐
Ｔ
‐
‐

E
L=1.40m

ｍＳ却一
Ｌ

N
L=150m

25Y5/2暗灰黄色ンル ト質細砂
(貝殻・瓦・土器多量に合む)

0        1m

25Y5/2暗灰黄色シルト質細秒 (炭・貝殻を含む)

第292図  SK1017平画 ・土層図
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SK1018(第 298図 )

D区東端部,第 1面で確認した遺構である。検出した標高は1.28m前後,底面の標高は1.07m

前後を測る。検出長は東西方向で約0.6m,南北方向で約0,7mを測る。平面は隅丸方形で,断面

はU字形である。埋土には瓦片及び貝等の残淳が認められる。所属時期は,出土遺物より幕末～

明治時代の所産と考えられる。

SK 1018出土遺物 (第298図 )

1・ 2・ 7は,肥前系磁器である。碗 (1),鉢 (2),瓶 (7)がある。 3～ 6は ,瀬戸・

美濃系磁器である。碗 (4),小琢 (5),皿 (6)がある。 8は規炉類。 9は壺形の土師質土

器である。

SK 1020(第294図 )

E区北部,第 1面で確認した遺

構である。検出した標高は1.18～

1.28m,底面の標高は1.16m前後

を測る。検出長は東西方向で約2.1

m,南北方向で約1.8mを測る。
平面は長方形として検出したが,

東部が調査対象外となっており,

全容は不明である。

SK 1020出土遺物 (第299図 )

1・ 2は軒丸瓦である。

第294図  SK1020平画・断面図
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第295図  SK1024・ 1006出土遺物実測図
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第296図  SK1024・ 1006・ 1026・ SP1041・ SD 1002・ SP1049出土遺物実測図・観察表

913

遺構名 長
) 物

別

遺

種
籠 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

,K1024 土瓶片 屋 畠 制 橙2 5YR6/8 明赤褐2 5YRS/8 内面 :ロ クロナデ
焼

篇臨鮒

】K1024 蓋 屋島

最大径
"O St

底:820
明赤掲2 5YRS/6 外面:明赤褐2 5YR5/8

内面に「屋島」「小」の亥」

印有

鉢 高:1145
底:168

にぶい赤掲2 5YR4/3 内外:暗掲10YR3/8 見込みに砂目5ヶ所

信楽 日英 オリーブ黒SY2/2 灰黄25Y672

五徳 にれ 塘 5YR6/4 内外→曳黄25Y7/3

】K1006 L師ヨ 鉢

９４

‐９

２６

口
高
底

橙7 5YR7/6 橙7 5YR7/6
内面・外上半 :ロクロナデ

外下半:板ナデ

土師質
晃塩蓋匡

贔部
橙 2 5YR6/8 橙2 5YR6/8 内面:布 目痕 18c後半 板作り

】K1028 上師晏 電底部 底:2200 や 樫7 5YR7/6 橙7 5YR7/6 内面:ナデ

低石

碗底部 底:450 灰白色 内外 :透明釉 呉須:淡・暗者色 溝州窯

,DiOOp 蓋 一刷

甜
９５
０

糞
滸
底‥

灰自色 内外:透明和 呉須:明青色

京・信 灰自25Y7′ 1 内外:灰自NS/0 上絵:青 外面 :中険四つ葵 理兵衛嬢

土鍾 儒前 全長 :4iO 灰赤2 5YR4/2 灰赤2 5YR4/2
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第297図  SK1017出土遺物実測図・観察表

遺構名
報

番

物

別

還

種
器種 産地 去量 (m) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、ぬ外色調 ) 色調 3(呉須 ,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SK1017
数 れ EB前 底 :465 灰自色 内外 :透明和 呉須 :淡・暗青色 腰張碗

観 腕 瀬・美
底 :400

淡黄2 5Yars 浅黄25Y7/4
画

面

外

内

直線的な刷モロ

打用J毛

議 碗 瀬 ・ 美 灰白色 内タト:透明釉 呉須 :コバル ト

SK1017

N04
磁 小杯 瀬 美 高 :310

底 :240
灰 白 内外 :透明釉 呉須 :淡 暗青色

SK1017
蓋 京・信

つまみ部:i02
最大径:128
高:27

灰白25Y7′ 1 外面 :オ リーブ黄5Y614 上絵:白・青 外面:直線的な刷毛目

急須 屋 島

口
高
底

掲7 5YR4/4 外面:明赤褐5YR5/8 底部に煤付着

SKi01
土師質 七輪 高コ120 | にぶい掲アSYRS/3

外面 :明掲灰7 5VR7/2

内面 :にぶい掲7 5YR5/9
内面:ハケメ 口縁外月内外に煤付着

土師質 十能 高:565 にぶい黄橙iOYR6/4 にぶい黄橋 ,OYR6/4 内面 :ナデ 内側に煤付着

SK1017
焙燃

外面:黒褐7 5YR3′ 1

内面:灰褐7 5YR6′ 2

内 夕Ⅲ口緑部 :ロ クrlナ デ
外面 :指押さえ
内面 :ハケメ

外面に煤付着

内面に有機物付着

乏質 焙贈 敷砂れ 内外 :黒N20
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

】K101ね 宛 肥 前

底 :450
微 灰白色 内外:透明釉 具須 :濃・暗青色 大橋V期

】K1018 憲 EB前 灰白色 内外:透明釉 呉須 :明青色

宛 瀬・表 高:525
底:335

微 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗青色 内外:笹

SK1018 茂 瀬・

口
高
底

灰白色 内外 :透明釉 呉須:育色

SKi018 J胡ふ 瀬・微
日
高
底

反自色 内外 :透明釉 呉須:暗青色

】K1018 厳 関西系

口
高
底

灰自色 内外:透明釉
呉須:青 ,口紅 :種暗赤褐

5YR2/4

蓮 髄 一則 灰白色 内外:透明釉 上絵:赤

SK1018 と師Я 七輪 高:150
底:145

灰白5Y″ 1
外面:灰白5Y7/1

内面:にぶい褐7 5YR5/4
外面 :板状ナデ 口緑外周内外に煤付着

SK,018 と師晏 た鉢
口
高
底

にぶい褐7 5YR5/3 にぶい掲7 5YRS/3 内面:指押さえ,板ナデ

第298図  SK1018出土遺物実測図・観察表
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遺構名
物

別

遺

種

法量 (cm)
胎土

色調 調整

焼成 備考
厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 タト面

丸瓦 砂蝶少 灰自N7/O 暗灰 N3/O
コビキB
ゴザ状圧痕 良

SX1020 丸瓦 砂礫 灰白25Y7′ 1 灰NVO 布目 板ナデ 良 被熱

第299図  SK]020出土遺物実測図・観察表
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C区南西部第 3面整地層

C区の南西部,第 3面で確認した整地である。検出した標高は約1.00mで ,厚さ10cm程の堆積

層で遺物を包含する。下位の SE 3004・ 3005。 SD3007を 被覆し,これらの遺構の上層部と同様の

堆積物として認められる。道路状の整地とした水平堆積層の下位に存在し,屋敷内に広がって認

められた。前後関係を示す遺構では,上記の遺構より後出し, SK3014, SX3002に先行している。

遺物は古相のものも含むが,凡そ16世紀末葉の所産と考えられる。

C区南西部第 3面整地層出土遺物 (第300図 )

遺物はコンテナに1/4程出上した。中世以来の上師質土器が主体を占める他,備前,瀬戸・美

濃系陶器が認められる。 1は中国産青磁である。 2は瀬戸・美濃系陶器皿である。 3は備前甕口

縁部である。 4～ 7・ 9は ,土師質土器である。把手付鍋 (4),糟鉢 (5),羽釜 (6。 7),

鍋脚部 (9)がある。 8は亀山系瓦質土器鍋である。

A区第 3面整地層

A区 ,第 3面で確認した整地である。当初は,濁 らず遺物を包含しないため近世遺構の地山層

と考えていた。しかし下位にSX4001, SE 3001が認められ,SX3002の一部を被覆する大規模な

整地層であることが判明した。確認した標高は約1.00mである。厚さ40cm程で,北に向かい緩や

かに流れ込む。おそらく大きく窪むSX4001～ SX3002の東部までを,埋め立て造成する目的に用

したものと考えられる。当整地層の時期は, SX4001及 びSX3004・ 3005と の前後関係により17世

紀中葉と考えられる。これらの状況や絵図との関連を考慮すると,松平藩政になって (1642年 ),

生駒時代の屋敷地が統合される際の所産と推定される。

A区第 3面整地層出土遺物 (第301図 )

若干量であるが遺物の出上が認められた。 1は肥前系陶器碗である。 2は肥前系磁器皿。見込

に虫 (蝶 ?)を描く。 3・ 4は ,備前橘鉢である。

道路整地

A・ C・ E・ F区で認められた道路と考えられる整地である。上位では細く締まった砂及びシ

ルト質土の互層が築地状にみられ,その下位はやや厚い堆積となるシルト質層が水平に堆積する。

下位の堆積については,屋敷内の整地と比べて整つた土質の堆積層が水平状に認められるもので,

直接,道路と判断できるような特徴的な堆積層ではなく人為的な整地によるものかは明瞭ではな

道路整地出土遺物 (第302・ 303図 )

調査の工程上,大半を機械により掘削したため遺物の取り上げは的確には行っていないが, 1

～ 3が第 3面までのもので, 4～ 13が,第 1面までの機械掘削時の出土遺物である。 1は肥前系

陶器皿である。 2は肥前系陶器火入である。 3は肥前系磁器青磁皿である。 4～ 9は肥前系磁器

青磁皿である。 5は ,タト面に「□に□小町」と赤色絵されており,紅猪口に考えられる。 8は大

形の壺である。10は瀬戸・美濃系磁器皿。木型打込みにより成形される。11は京・信楽系陶器端

反碗である。12は産地不明陶器蓋。13は焼塩壺蓋である。
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遺構名
物

別

遣

種
静 優 産地 去二 (em) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

き地

雲 臓底部 中国 底 :58 灰自N7/0 オリーブ灰10Y6/2 内面:ケズリ 龍泉窯 ?

ヨンル
査地

椰 瀬 美

口
高
底

灰自5Y8/1 淡責75Y7/3 大窯

3段階
和剥ぎ

ヨンル
些地

厨 備前
外面:黒褐5YR3′ 1

内面:皓赤掲2 5YR3/3

色整地
ひ粒p 明赤灰2 5YR7/2 明赤灰2 5YR772 外面口縁部:ロ クロナデ

内面:ハケメ,板ナデ
煤付着

ヨン
'レ密ナ巳 =師

♂ 糟鉢 高 :95
底 :120

灰自10YR8/2 灰自10YR8/2 外面口縁部 :ロ クロナテ

内面 :ハケメ

ヨン,レ
産地

と師晏 羽釜 外面:浅責橙iOVRy4 外面 :浅責橙iOYR3/3
外面:指押さえ

内面:ハケメ

ヨン,レ
督地

上師晏 羽釜 浅黄橙,OYRa14 浅黄橙10YR3/4 外面:ナデ,ハ ケメ

内面 :ナデ
煤付着

ヨン,レ
害地

瓦質 営緒 内外:黒 5Y2/1

き地

土師晏 問部 にぶい黄橙 10YR5/3 に本い黄橙10VR5/3

第300図 C区南西部第 3面整地層出土遺物実測図・観察表
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0                   10cm

遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (em) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉案、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

こメドいコ

ヨ砂礫
肥前 底 :41 灰 N5/0

灰自75Y871

暗オリーブ75Y4/3
大橋Ⅱ期

こぶいコ

ヨ碑
肥前

口:2240

底 :700
灰白色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 内面:昆虫 大橋H・ 2期 初期伊万里

こぷい夢

ヨ礫
雷鉢 備前 底 :iS 8 橙5YR6/6 橙5YR6/6 外面:ロ クロナデ 内外面に被熱痕

こふいコ

島石少瑕整
露 コ緑部 備前

第301図 A区第 3面整地層出土遺物実測図・観察表
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第302図 道路整地出土遺物実測図
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遺構名
物

別

遺

種
静 種 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須、上絵 ) 調整 製作年代 備考

旬 】剛
ｔ
鰤
“

口
高
底

灰白N7/O オリーブ灰10Y6/2 高台畳付・糸切 り痕 大橋工期
見込みと高台に砂目2

ヶ所

翻 配 肥前
口:955
高:71S
底 :580

細 黄灰25Y6/1 肉妃華町騨β
鍋

SGY6/1
大橋Ⅲ期

巌 ユ則 灰白N8/0 明緑灰SG7/1 大橋H‐ 2期
翻

険刻

磁 械 Ⅱ前 底:400 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡・暗青色 内面イ大明年制」

態 腕 瀬・美
日
高
底

灰白色 内外 :透明和 上字 :暗褐7 5VR3/3

道路整測 小杯 ユ副

口:630
嵩 :290
底 :300

灰自色 内外 :透明釉 呉須:暗青色

自路整州 皿底部 一酬 底 :440 灰白770
内外:灰 10Y6/1

種暗赤褐5YR214
呉須:淡青色 大橋V期

一副 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡・晴青色 外面 :唐車

“刷
０６
６２
ｍ

口
高
底

反自色 内外:透明和 大橋Ⅱ期

憲 皿 瀬・美

日
高
底

２５

３０

和
敷 灰白乞 内外:透明和 型押成形

董路整州 旬 小杯

口
一局
底

細 灰白75Y7/1 内外:灰白7 SY7/2

土瓶奮 最大径:77:
底:560

灰黄25Y7/2 外面 :灰 自5Y3/1 上絵:緑・オリーブ黒5Y3/2

焼塩董
口
一局

橙2 5YR6/8 橙2 5YR6/8 被熱演有

第303図  道路整地出土遺物実測図・観察表

機械掘削及び入力掘削中出土遺物 (第304～310図 )

1は磁器小杯である。高台内に「道八」の銘が認められる。讃窯は藩の御庭焼として,藩主が

京焼の名工仁阿弥道八を招き東讃三本松で開窯したと伝えられている。道八焼と呼ばれる讃窯と

の関連が推察される遺物である。 2は京・信楽系陶器火入である。 3は恵比寿さん。 4は土師器

羽釜である。平安時代の所産で,F区より出土している。 5は ,大膳家の家紋瓦である。A区 ,

第 2面で出土した。 6は肥前系磁器碗である。 7は堺 。明石産の指鉢である。

8～20(18を除く)は ,C区第 1面から焼土上面までの掘削時の出土遺物である。 8～ 17は ,

肥前系磁器である。碗 (8～ 12),小杯 (13・ 14),皿 (15～ 17)がある。16は ,大皿で見込に

鹿を描 く。高台内には,一重方形枠内に「福」の銘款と4箇所のハリ支えの痕跡が認められる。

19は土師質土器皿である。20は碁石である。18は焼土掘り下げ中に出土した肥前系陶器皿である。

口縁部は溝縁で,見込に砂目が認められる。

21～37は ,第 2面までの掘削中に出土した遺物である。21は ,肥前系陶器碗である。22は肥前

系陶器火入れである。23は肥前系磁器碗である。内外に瑠璃釉を施す。器面には,上絵の痕跡が

残る。24は肥前系磁器碗。青磁で高台内無釉である。25は備前大甕口縁部である。26は産地不明

陶器向付である。器面は赤褐色に焼き締まり,外面に陰刻し灰白色の釉を掛ける。口縁端部には

刻目を施す。27は肥前系磁器皿である。見込と畳付に砂目が認められる。28は景徳鎮窯系青花皿

底部である。29は肥前系陶器皿である。銅緑釉を施す。

-327-



＾
義

ヽ

さ
＼

ぐ＼

遺構名
瑕】

毒手

物

別

遥

種
器種 産地 法量(cn) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

第 1回 小杯

口:620
高 :445
底 :280

灰白色 内外:透明釉 呉須:淡青色 讃窯製品

第 1回 火入

底 :700
浅黄25Y″ 0 内上 :外オリーブ黄5Y6/3 呉須 :オ リーブ5Y4/2 型作り

第 1回 とRttF 人形 にぶい橙7 5YR7お 内外 :にぶい橙7 5YR7/3 前後型合わせ

キラコ付着

F区

第1回
土師質 羽釜 底 :234

赤色塩

多
に本い黄橙 iOYR772 にぶい黄橙 iOYR712

外面:ナデ,ハケメ

ぬ面:板ナデ

第 2回 翻 単刷
底 :380

灰自色 内外:透明和 呉須 :暗青色 大橋Ⅲ剣 高台内にアルミナ砂付泉

第 2回 糟鉢
堺

明石

外面:にぶtヽ赤禍ρ5YR414

内面:赤褐,OR4 9
内,外口縁部:ロクロナデ

外面:ナデ

第304図  機械掘削 。人力掘削中出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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第305図 機械掘削 。人力掘肖」中出土遺物実測図 (その 2)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内タト色調 ) 色調 3(呉須.上絵 ) 調整 製作年代 備考

密1面,
F～焼」 Ю前

口
高
底

敷 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 大僑 H期

信1面E
F～焼」 碗 肥前 微 灰自色 内外 :透明和 呉須:明青色 外面 :松 大橋V期

面
焼

１

一 醜底部 肥前 微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・明青色 底部に銘款有

面
焼

１

一 碗 EE前
ロコ110

底:230
徹 灰自色 呉須 :明青色 外面 :鶴

富1面ウ
F～焼■
団

“酎 灰自色
外面 明オリーブ灰2 5GY

透明和内面

呉須:浚 暗青色

口紅 :褐7 5YR44
内面:四方禅

章木
大橋V期 熱

雷1面以
ド～焼士 態

一削 ,巨 :250 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡 `暗青色 高台内に銘款

，
土
白
焼
―

一 憲 一刷

口
高
底

灰白色 内夕I:透明和 呉須 :淡青色 外面 :笹支 大橋 V期

面
焼

１

一 滋 皿 一剛
■
３４
れ

微 灰自色
呉須:淡・暗青色

口紅 :黒7 5YR″ 1
内面 !五弁花

,3c末～

19o初
小広東併行

弓1面 E
F～焼」
ヨ

磁 皿底部 一剛 微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :明青色 内面 :鹿・松 大橋Ⅱ期
底部に銘款有

ハリ支え

面
焼

１

一 滋 変形皿 一則

口
高
底

灰自色 内外 :透明和 呉須 :明・暗青色 大橋 lll期 糸切り細エ

C区焼■
極下

単剛

日
高
底

硼 浅黄橙 10YR8ね にぶい黄橙10YR″ 3
外面:回 クロナデ

外底 外面下半 :ケズリ
大橋 Ц期

見込に砂日 3ヶ 所と溶舟

痕

窮 ,面 ～

完土面
と師雲

口
高
底

にぶい橙7 5YR7 4 にぶし哨 7 5VR774
内タト:ロ クロナテ

外底・回転糸切り

18c後 半

膏1面
'ド～焼■ 石 懸石

全長:2日
厚さ:OS

第 2回
ロコ27
高:36
底:51

浅黄糟7 5YR8お 灰自25巧

“

外面下半:ロクロナデ

外底・ケズリ
大橋 Ⅱ期

見込み 高台に砂目 3

所

第2回 沐口緑H 組 暗赤10YR3/4
外面:灰白10YR8/2

明黄掲2 5Yα 6
大橋 al期 二彩

第 2回 碗

口
一局
底

灰自色
外面:瑠璃釉

内面:透明釉
上絵:痕跡のみ

第 2回 19前
口莉i OO
言 :735
底 :480

殿 灰白色
内外 :明オリーブ灰25 ４０ヽ

賦
高台内無釉.青磁

ヽ
ノ

＼

一

/

0                   10cm

第306図 機械掘削・入力掘削中出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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第307図 機械掘削・人力掘削中出土遺物実測図・観察表 (その 4)
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遺構名
報

番

物

別

通

種
静 極 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 翌作年代 備考

第 2回 観 備前 田 赤褐10R4/4
外面 :暗褐10YR3/3

内面:赤掲10RV4

第 2回 観 鳥付 灰N6′ 1
外面 :灰白7 SY8′ 1

内面:暗赤10R3/4

呉須:暗オリーブ灰

2 5GY3/1

第 2回 一硼

日

“

90
高 :30
底:45

灰白5Y7/1 灰自75Y7/1 大橋 Ⅱ期
見込みと高台畳付に砂目

全面施釉

第2回 皿底部 】別 底▼ 40 灰白色 内外:透明釉 呉須:明青色
景徳鎖

畳付に砂粒付着

回 D区 肥前 底:575 灰自10YR3/1
内外 :銅緑和

緑灰10GY5/1

内面:ヘラ彫り

蛇の目釉剥
大橋 Il期

蛇の目釉剥ぎ砂IIn付着 ,

高台内無釉

2回 肥前

日
高
底

１

４５

７

赤掲 10R4/4
内 外下 :灰褐5YRVl
外下:極皓褐10R2/3

大橋Ⅱ期 見込みに 3ヶ 所の砂目

2回 七師雲 杯
日
高
底

にバい橙7 5YR″4 にぶい橙7 5YR7/4
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切り
内面に被熱痕
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0                    10cm

避構名
報

番

物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

第 2回 磁 小鉢 嵩:475
底:800

灰白色 内外:乳白色 上絵 ;赤 1市右衛問

第 2回 磁 底部 底:900 灰自色 内外:透明和 色絵 :茶 赤
嵩台内にアルミナ砂付

着

第 2回 的 急須 ? 高:418
底:520

灰自N″ 1 内外 :階赤掲 10R343 底部:回転糸切り

第 2回 破片 灰白5Ya/1 内外 :灰白25Y711

第 2回 L信下雲 土健 全長 :380 にぶい橙7 5YR″ 8

第 2回 上鍾 全長 :990 にぶい橙7 5YR7/3

第 ?回 鹿底部 BB前 底 :齋 赤橙10R6/6 灰自N7/0 大橋Ⅱ翔

第 3回 瀬美

口
高
底

灰白25Y812 内外 :暗赤褐5YR3′6 釉掛 :黒7 5YR2′ 1 天目碗

第 2回 把手 細 灰5Y6/1 内外:暗掲7 5YR3お

SX3002 肥前

口
高
底

灰自N8/1 内外 :明緑灰1 0GY771 口紅 :皓赤 10R3/6 内面 :芭蕉支 大橋Ⅱ期
三般青磁,こ足有

高台内に砂粒付着

第308図 機械掘削・人力掘削中出土遺物実測図・観察表 (その 5)
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第309図 機械掘削 。人力掘削中出土遺物実測図 (その 6)
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遺構名
物

別

遺

種
縫 産地 去量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

第 3回 碗底部 “側 質:60 翻 灰白loYR3/2 灰白25Y3/1

トレン ユロ緑H B巴前 にぷい橙 7 5YR7/3 灰自25Y7/1 外面下半 :ケズリ 大橋工期 被魏疲有

第9回 皿底部 B巴前 個 灰白25Y3/1 灰白sY8/1 大橋 I‐2期 見込みに胎土目 2ヶ 所

第3回 句付 単則
ヨ当33
言:42
蛍:46

橙2 5YR6/6 灰悟7 5YR5/2 鉄絵 :黒掲5YR3/1 大橋 I‐2期 見込みに胎土目

一則 罰:44
巨:42

旧 灰自25Y3/2 灰白75Y7/2 大橋工期 見込みに砂目4ヶ 所

第 3回 皿 ユ則 灰N6/O 灰75Y5′ 1 大橋 Ⅱ期
見込みと高台内alに砂

目

第 3回 皿底部 一刷 硼 灰白loYR8/2 淡黄25Y8/4 外底 :ケズリ 大橋Ⅱ期
見込み・高合に砂目4ヶ

所

第3回 皿底部 一刷 田
灰自N7/0～ にぶい赤掲

7 5YR6/3
明オリーブ灰2 SGY7/1

外底 :ケズリ

外面下半:コクロナデ
大橋Ⅱ期

見込みに砂目2ヶ所と

溶歳痕

Ⅱ底部 底:46 灰白N3/O 明緑灰7 5GY7/1
青磁,見込み・嵩台に砂

目2ヶ所

第 3回 皿底部 肥前 底:41 にぶい責橙 iOYR7/9 オリーブ黒75Y92
外面下半 :ロクロナデ
外底:ケズリ
内底:蛇の目和剥

高台内外に砂粒付着

第 9回 蓋 口
一局

天丼部:赤75R4/6

以外:浅黄25Y7/4

天丼部以外も浅黄の下に

赤の釉塗布

第 3回 単削 浅責橙 10YR3/4 黒iOYR1 7/1 天目碗

第 3回 充塩壷
日
高
底

微砂迪 慣5YR7/6 笹5YR7/6 内 外国緑部 :ヨ コナデ

外面 :板ナデ
輪積成形

第310図 機械掘削・人力掘削中出土遺物観察表

30は肥前系陶器で,三島手のものである。31は土師質土器郭である。32は肥前系磁器鉢である。

器壁が薄く,乳白色の器面に赤絵を施す。33は肥前系磁器底部である。外面に色絵が認められる。

34は備前水滴である。35は京 。信楽系陶器である。器種は不明。36・ 37の有溝土錘は,同形のも

のが SK3021に認められる。40は京・信楽系陶器把手部である。

38。 39・ 41～ 53は ,第 3面までの掘削中及びトレンチ溝より出上した遺物である。38は肥前系

陶器碗である。39は瀬戸・美濃系陶器碗である。41は三股窯青磁である。口錆で,内面に芭蕉文
を施す,三足となる脚が付 く。42は肥前系陶器碗である。43～ 51は肥前系陶器皿である。45は絵

唐津向付である。52は軟質施釉陶器蓋。赤褐色の釉が施される。53は唐津天目碗である。54は焼

塩壺で,輪積成形のものである。
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第 4章 自然科学的分析
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高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡 )出土漆器の材質・技法
くらしき作陽大学 】ヒ野信彦

1、 はじめに
本遺跡の発掘調査区は、高松城大手門前といった城郭内でも重要な地点に所在する。当該地点

付近は、各種城下絵図を参照すると一貫して上級武家拝領屋敷地跡に比定される区画であり、生

駒時代には生駒河内 (3160石 )、 松平時代には、当初は彦坂織部 (6000石 )、 その後は松平大膳

の上屋敷跡などに比定されている。発掘調査の結果、江戸時代における上級武家地関連の遺構や

遺物が大量に検出され、このなかには江戸時代の比較的古い段階の年代観が与えられる漆器資料

も多く含まれていた。今回、高松市教育委員会の御厚意により、これら遺跡内から出土した漆器

資料の材質・技法に関する分析調査を行う機会を得た。本報では、その調査結果を報告する。

2、 出土漆器資料の分析調査
各種出土生活什器の内でも飲食器 (椀・蓋 。皿類)は、衣 。食・住のなかにおいて「食」とい

う我々の日常・非日常の生活の在り方と密接に関わる資料 (物質文化財)である。それと即応す
るためか遺跡から出土する什器類の内、漆器・陶磁器ともに飲食器が占める割合が極めて高い。

このような飲食器資料の材質や製作技法と、使用階層や使用状況との関連性が手巴握されれば、こ

れらが出土した遺構・遺跡の性格、即ちそこで生活していた人々の暮らしぶりの一端がある程度

推定されよう。ところが同じ飲食器である陶磁器資料に比較して漆器資料は、木胎・下地・漆塗

膜面からなる脆弱な複合遺物であるため、検出 。実測調査・保存や保管などの取り扱いに苦慮す

る場合が多い。加えて陶磁器資料における古窯跡に対応するような生産地遺跡も検出されにくい

ため、これまで一部の資料の肉眼観察に留まる調査が多かった。しかし、このような取り扱いが

厄介と考えられる漆器資料も視点をかえてみてみると、木胎・塗り。加飾などの、材質や製作技

法に関する属性が多く、これらの品質は自然科学的手法を用いた調査で、より客観的にとらえ易

い。このような漆器資料の生産技術面を調査することは、個々の資料の性格を正確に把握する上

で有効な方法であり、これらが出上した遺構 。遺跡の性格自体を考える上でも意味があるものと

考えている (注 1)。

本報では、これらの調査の一環として、漆器資料の形態、漆塗り面の状況を表面観察した後、

(1)用材選択、(2)木取り方法、(3)漆膜面の漆塗り構造、(4)色漆や蒔絵加飾の使用顔料、などの項目

別にわけた文化財科学的な調査を行った。以下、その調査方法と調査結果を記す

2.1調査方法

2.1.]、 用材選択 (樹種同定)

樹種の同定作業は、出土木材の細胞組織の特徴を生物顕微鏡で観察し、その結果を新材と比較

することでなされる。試料は、カミソリの刃を用いて遺物本体をできるだけ損傷しないように、

破切面などオリジナルでない面から木口、柾日、板目の三方向の切片を作成した。切片はキシレ

ン・サフラニンにより脱水および染色して検鏡プレパラートに仕上げた。

2.12、 木取り方法

挽き物類である漆器の木取り方法の調査は、樹種同定の切片作成時に細胞組織の方向を生物顕

微鏡で確認することで、同時に行なった。
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2.1.3、 漆膜面の塗り構造

まず肉眼で漆器資料の漆塗り表面の状態を観察した後、実條顕微鏡を用いた細部の観察を行な

った。次に 141m× 3 mal程度の漆膜片を漆器資料から採取して合成樹脂 (エポキシ系樹脂/ア ラル

ダイトGY 1251」 ,P。 ,ハードナーHY837)に包埋した後、断面を研磨し、漆膜の厚さ。塗り重ね構

造・顔料粒子の大きさ。下地の状態等について金属顕微鏡による観察を行った。

2.1.4、 色漆の使用顔料および蒔絵材料の定性分析

色漆に用いられた顔料および蒔絵材料である金属粉の無機物に関する定性分析には、先の漆膜

片をカーボン台に取り付け、日立製作所S-415型の走査電子顕微鏡に堀場製作開弧哄X-2000エ

ネルギー分散型電子線分析装置 lEPM午 電子線マイクロアナライザー)を連動させて用いた。

分析設定時間は500秒 とした。

2.1.5、 分析結果の集計方法

個々の漆器資料からもっとも一般的な8つ (Aタ イプ)も しくは 9つ (Bタ イプ)の材質や製

作技法上の優劣ランクの項目を抽出し、それぞれの比率を総個体数の中で計算する。この結果を

レーダーチャート方式で図化するものである。

(Aタ イプ集計方法)

レーダー中心軸・上の項目には一括出土漆器資料の加飾率 (一括の総個体数の中で漆絵や家紋

などの装飾を施した資料が占める割合)を取る。その右側にベンガラ・炭粉下地 。ブナ材などの

いわゆる廉価で簡素な量産型漆器資料の材質および製作技法上の特徴を取り、それと相対する左

側には、朱・サビ下地・ケヤキおよびシオジ材などの優品資料の特徴を示す項目をとる。さらに

中心軸・下にランク的にもケヤキおよびシオジ・ブナ材のほぼ中間に位置すると考えられるトチ

ノキ材の占有比率(%)をそれぞれ配置した。

この配置で示されるレーダーチャートは、その重点が右に寄るほどランク的に廉価な資料が多

いことを、左に寄るほど優品資料の占める割合が高いことを示す。

(Bタ イプ集計方法)

レーダー中心軸・上の項目には一括出土漆器資料の加飾率 (一括の総個体数の中で漆絵や家紋

などの装飾を施した資料が占める割合)を取る。その右側にベンガラ・炭粉下地・スズ (Sn)粉

・石責 lAs2 S3)粉 などのいわゆる廉価で簡素な量産型漆器資料の材質および製作技法上の特徴

をとり、それと相対する左側には、朱・サビ下地・金 lAu)粉などの優品資料の特徴を示す項目

をとる。さらに中心軸・下にはランク的にもほぼ中間に位置すると考えられる銀 lAg)粉の占有

比率(%)を それぞれ配置した。

2.2調査結果

今回調査を行った出土漆器は、椀・蓋型の挽き物類および器物である板物類を中心とした日常

生活什器類、合計78点である。これらの帰属年代は、出土状況の層位や共伴国産陶磁器の編年観

から、16世紀末～17世紀初頭期の近世初頭期 (生駒時代)と 17世紀中葉を中心とする江戸時代前

期頃 (松平時代の彦坂邸期)の 2段階に分類されている。以下、生産技術面からみた出土漆器の

項目別に調査結果を述べる (表 1)。

2.2.]、 用材選択

本漆器資料の内の挽き物類の用材には、ぶな科ブナ属16点・同コナラ節 8点・同クリ1点・に

れ科ケヤキ7点・もくせい科シオジ7点 。とちのき科 トチノキ29点 。もくれん科ホオノキ4点・
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No 器型 樹種 棚縮
り孝支法

備考 遺構番号V様 肉 外 文 様

1 椀破 片 トチノキ A 赤 赤 ベンガラ ベンガラ 引掻 き技法 飢 002
2 航 (小 )型 トチノキ A 黒 黒 朱 鶴竹松文様 SX3002
3 航 型 トチノキ A 赤 黒 ベンガラ SX3002
4 硫 4u トチノキ A 赤 黒 ベンガラ SX3002
5 硫 4u ブ ナ A 未 ベンガラ ベンガラ 路 002
6 硫 T_H トチノキ A ベンガラ 未・As+S SX3002
7 続 T_W コナラ A 朱 闘 002
8 硫 /_l ブナ B 上 ベンガラ ベンガラ 鶴 亀文様 饂 002
9 前 � コすラ B 皿 lu 朱 朱 穴開 き 錦 004
前 4W iノ A I 止 ベンガラ ベンガラ 引掻 き技法 SX3002

ホオノ B 黒 I 1 ベンガラ ベンガラ・As+S SX3002
だサ 黒 I 1 ベンガラ ベンガラ 鶴亀文様 SX3002
ホオノ 赤 黒 I 1 ベンガラ・As+S SX3002
トチノ A 黒 黒 I SX4001
サクラ 黒 黒 I Ⅱ 未 闘 003

師 4_W ケヤキ 赤 赤 V V 朱 未 謎 003
l 碗 型 ヒノキ 黒 黒 V Ⅵ ベンガラ+Au 繋 004

碗型 トチノキ A 赤 黒 外 ―絵 一赤 Ⅱ ベンガラ ベンガラ 路 004

碗 型 ヨナラ B 赤 黒 ベンガラ 酬 004
20 硯 型 コナラ A 赤 ベンガラ 路 005

硯 型 ヨナラ B 赤 I ベンガラ 路 005
21.2 硯 型 ンオジ C 赤 X 未 未 路 005

碗 型 ブ ナ A I ベンガラ 謡 005

碗 型 ブ ナ A 黒 外 ―絵 ―赤 Ⅱ 朱 未 鶴 003

碗 型 トチノキ A 赤 黒 外―絵 ―赤 Ⅱ ベンガラ ベンガラ 化更穏 器 005

碗 型 トチノキ A 赤 赤 Ⅱ ベンガラ ベンガ 引強 き技法 闘 002

トチノキ A 赤 黒 外一絵 ―赤 ] ベンガラ 享文様 朗 002

ホオノキ A 赤 黒 ベンガラ 路 002

トチノキ A 赤 黒 ベンガラ 路 001
コナラ A 黒 ベンガラ 酬 004

B電 ] トチノキ B 赤 黒 ベンガラ 躙 002

トチノキ A 赤 黒 ベンガラ SX3001
31.2 碗 型 トチノキ A 黒 黒 SX3001
32.1 碗 型 カエデ属 B 黒 朱 朱 SX3002
32.2 碗 /_W トチノキ A 示 ll ベンガラ 朱・AsttS SX3002
323 碗 型 ケヤキ A 黒 ll SX3002

碗 型 トチノキ A ベンガラ SX3002
325 碗 型 シオジ B 躙 002
326 碗 型 コナラ B 未 SX3002

碗 型 ホオノキ IS ベンガラ SX3002
続 型 シオじ A X 未 未 SX3002
続 烈 トチノキ 8 未 SX3002

ケヤキ 8 Ⅶ lL SX3002
ブ す ll 黒 ベンガラ ベンガラ SX3002
トチノ千 A 黒 朱 鶴 002
トチノキ A 赤 黒 木 鶴 002
フ す B 黒 黒 SX3002

B 赤 赤 ベンガラ ベンガラ bX3υ Ob

37.2 ブ ナ A 赤 赤 朱 朱 bX3υOb

トチノキ A 赤 赤 ベンガラ ベンガラ 璃 OυZ

ケヤキ じ 赤 黒 Wl lll 朱 布着せ補 強 bX4001
1 シオジ A 赤 赤 X X ベンガラ ベンガラ bX10υZ

碗 型 プ ナ B 赤 黒 I ベンガラ 謡 00Z

4υ 3 碗 型 トテノキ A 赤 黒 X X 朱 bXlυ OZ

碗 型 トチノキ A 赤 黒 I L ベンガラ ベンガラ 淀 υOも

碗 型 ブ ナ B 赤 黒 I 世 ベンガラ ベンガラ 鴻 00Z

4 碗 型 ブ ナ B 黒 黒 I bX300Z
碗 型 シオジ B 赤 赤 X X 朱 朱 bX30tlZ

碗 型 トチノキ B 赤 黒 I 上 ベンガラ 引 強 き板 法 闘 00Z

碗 型 トチノキ A 赤 黒 I 朱 謡 t10Z

碗 型 トチノキ A 赤 黒 I 謡 001

碗 型 トテノキ A 赤 黒 I 1 ベンガラ ベンガラ'As十も 洲 002

49 碗 型 コナラ A 赤 赤 I ベンガラ bX3006

硯型 ブ ナ A 赤 黒 I ベンガラ 謡 00Z

板物 ス ギ 赤 赤 V V 朱 未 鶴 00Z

硯 型 トチノキ A 赤 黒 I I ベンガラ 繋 002

碗 型 ブ ナ A 赤 黒 I ベンガラ 路 002

碗 型 ヒノキ 赤 黒 V Ⅶ 未 謎 002

碗 型 トチノキ A 赤 黒 I ベ ンガ ラ 端 004

碗 型 ブ ナ A 赤 赤 I ベ ンガ ラ ベ ンガ 繋 002

硯 型 ブ ナ B 赤 赤 I ベ ンガ ラ ベ ンガ 銘 002

碗 型 ケヤキ B 赤 赤 Ⅶ Ⅶ 禾 朱 預看せ編霞 鎚 002

碗 型 ケヤキ A 黒 黒 Ⅸ 繋 002

碗 型 シオこ A 赤 赤 X 禾 宋 bX3002
碗 型 ブナ A 赤 黒 I 鵠 002

孤 型 ケヤキ B 黒 黒 I 路 002
A B 赤 黒 I 禾

R 膜 画のみ 赤 赤 V 朱 未

表
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ばら科サクラ亜属 1点 。かえで科カエデ属 1′点の広葉樹 9種類が、その他器物にはひのき科ヒノ

キ2点・すぎ科スギ 1点の針葉樹 3種類、合計12種類が確認された。樹種別に木材的組織 。工作

の難易・割れ狂い 。色光沢 。塗りなどを考慮に入れて本漆器資料の使用状況をみてみると、吟味

された最優材であるケヤキ・シオジ・ヒノキ材などと、加工や入手の容易さという大量生産の点

からみて一般性が高いと考えられる適材であるトチノキ・ブナ・コナラ・スギ材などの 2つのグ

ループに分かれた (表 2)。 これらの占有率を総点数の中でみてみると、前者であるシオジ・ケ

ヤキ 。ヒノキ材があわせて20。8%、 後者の トチノキ材が37.7%・ ブナ材が 20。8%・ コナラ材が

10.4%で あり、本資料の場合、基本的には後者の比率が高い。ところが各遺跡別の一括出土漆器

の場合、前者が10%前後に留まる例が多く、本資料では比較的前者の占有率も高いため特徴の一

つといえよう (写真 1)。

さて、筆者によるこれまでの全国の近世出土漆器の用材選択性に関する調査結果では、挽き物

である漆器椀・蓋・皿類の樹種には、近世初頭段階の古い時期の資料には樹種の多様性が見られ、

江戸時代中期以降にはケヤキ (江戸時代前期段階ではシオジ材が多い)・ トチノキ
。ブナの 3樹

種の占有率が高く一般的となる (注 2)。 この結果を参考にして本漆器資料の用材の使用状況を

みると、シオジ・クリ・コナラ節など比較的近世の初期段階に出現がみられる樹種の占有率が高

く、本漆器資料の基本的な年代観を考える上で参考となろう。

2.2.2、 木取り方法

本資料の内、挽き物類の木取り方法は、横木地と竪木地に大別され、その大半は板目取りもし

くは柾目取りの横木地であった。挽き物類である近世出土漆器の木取り方法は、竪木地に比較し

て横木地を用いる例が大半であり、竪木地の場合も木芯を外した材を利用する例が一般的である

(図 1)。 これは木材の割れ狂い、収縮等を考慮に入れて漆器自体の品質を重視したため、不都

合な木取り方法が自然淘汰された結果と考えている。本漆器資料の木取り方法をそれぞれの樹種

との関連性でみてみると、 トチノキ材は横木地板目取りが優勢であり、ブナ材は横木地板目取り

柾目取り両方ともほぼ同じ程度であった。一般にトチノキ材は、芯を中心にして割れ狂いの多い

赤味 (心材)が広がり、表皮に近い部分にシラタとよばれる白い部分 (辺材)がある。シラタは、

多く取れても四寸 (約 12cm)程度しか利用できないので、椀木地ではおのずと椀を伏せたような

形で木地を取る板目取りの方法が適している。一方、ブナ材は芯に近いところまで利用が可能な

ので、木の狂いが少なく木地が多く取れる柾目取り。板目取りどとらでもよいという口承資料が

ある (注 3)。 この点からも、本資料の木胎製作の工程が、一貫してそれぞれ材の性質を考慮に

入れた可能性が指摘される。

2.2,3、 漆塗膜面の塗り構造

漆器表面の漆塗り技法は、大きく分けて無文様で地塗りのみの資料と、家紋等の漆絵文様を地

外面に描く資料、さらには蒔絵等きわめて高度な漆工技法をもつ資料に分かれた。これらの漆膜

面の塗り構造、特に各漆器の堅牢性を知る目安となる木胎と漆塗り層との間の下地層を定性分析

してみると、ピークがほとんど見出だされない資料と、粘土鉱物もしくは珪藻土の構成要素に近

いピークが認められる資料の2種類に分けられた。これらをさらに金属顕微鏡で観察することで、

前者は炭粉を柿渋などに混ぜて用いる炭粉下地、後者は細かい粘土もしくは珪藻土を生漆に混ぜ

て用いるサビ下地 (堅下地もしくは本下地ともいう)であると認識した (注 4)。 次に、地の漆

塗り層は、いずれも簡便な1層塗りから2～ 3層塗りの多層塗の資料まで見出だされ、基本的に

は炭粉下地に単層塗の極めて簡素で一般的な日用漆器の塗り構造を持つ資料が中心であるものの、
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闇□闇
柾目取  柾目取(ニツ割)板目取(追取)

(2)堅木地

横木地   柾目取

文様漆

漆

サビ下地

炭粉下地

木胎

侭 l オカタギリ

支様漆

漆

漆

炭粉下地

木胎

支様漆

漆

漆

サビ下地

木胎

支様漆

漆

炭粉下地

木胎

文様漆

漆

サビ下地

木胎

漆

サビ下地

炭粉下地

木胎

図 2 漆塗り構造の分類

漆

漆

漆

サビ下地

炭粉下地

木胎

芯持ち

横木地と堅木地の要領
(橋本鉄男『ろくろ ものと人間の文化史31』 -1979-よ り原図引用)     2 近世会津木地師の木取りの方法

(須藤護『日本人の生活と文化(木 )
暮らしの中の木器』-1982-よ り原図引用)

図 ]近 世以降の漆器 (挽き物類)の木取り方法

漆

炭粉下地

木胎

漆

サビ下地

木胎

ハガシカタ

ハガシカタ

Ａ
環
孔
材

a.ケヤキ系
エレ、ケヤキ、シオジ、ハリギリ
クリ、ヤマグワなど

木目が明瞭に表れる。堅硬であるが靭性もあり、木皿など薄手
の物に適する。

Ｂ

散

孔

材

b.サクラ、カエデ系
イタヤカエデその他のカエデ類、
ヤマザクラ、ウワミズザクラ、
ミズメなど

白木で美しい光沢があり、白木地物にも適している。割れ狂い
が少なくて、やや堅さはあるが加工は容易。下地が少量で足りる
ので、塗り物にもっとも適する。

c.ブナ、 トチノキ系
トチノキ、ブナ、 ミズキ、カツラ、
ホオノキなど

軟らかくて加工は容易であるが、乾燥が難しく狂いも多い。し
かし、大量に入手できるので使用量は大である。

e.エ ゴノキ系
エゴノキ、アオハダなど

白い軽軟で加工が容易である。仕上げは見た目によく、彩色も
し易いので、玩具、小物等に向いている。とくにエゴノキは大材
を得られないが、入手が容易であり、割れにくいので使用に適す
る。

橋本鉄男『ろくろ ものと人間の文化史31ゴー1979-な どを参考にして作成

-340-

表 2 ろくろ挽き物の用材分類一覧表



サビ下地に多層塗構造をもつ堅牢性を重視した優品資料も23.5%と 比較的高い占有率であり、こ

の点は本漆器資料の特徴の一つといえよう (注 5)。 なお金泥状や赤色系の色漆による家紋や漆

絵の加飾は、いずれも地の上塗り層の上に描かれていた (図 2)(写真 2)。
2.2.4、 赤色系漆の性質

赤色系漆の使用顔料は、定性分析と顕微鏡観察の結果、それぞれベンガラ (酸化第二鉄Fe203)、

朱 (水銀朱HgS)、 さらには両者を併用して用いる3種類の異なる赤色系漆であると理解した

(図 3)。 ベンガラ。朱ともに赤色系顔料としての歴史は古い。しかし近世漆器の色漆顔料とし

ては、通常近世初頭～江戸時代前期頃の資料では、朱を多用する事例が多いが、その後、江戸時

代中期以降には幕府朱座を中心とした統制物資であった朱に比較して、人造ベンガラの工業生産

化により量産体制が確立するベンガラの方が廉価で一般的となる (注 6)。 本漆器資料の場合、

簡素で一般的な塗り構造を持つ資料にはベンガラを用いる事例が多いものの、全体的にみると朱

の占有率も比較的高かった。この点も本資料の帰属年代を考える上で参考となろう。

2.2.5、 蒔絵加飾材料の材質

表面観察において金粉もしくは金泥状による家紋や漆絵等の蒔絵状加飾部分を定性分析した結果、

Au(金)が認められる資料とAstts(As2S3:石黄、三硫化二砒素)が見出だされた (図 3)。

筆者のこれまでの出土蒔絵漆器の蒔絵状加飾材料の分析結果では、金 lAu)自 体を使用する資

料は数%程度で少ない。一方、大多数の近世出土漆器では銀・スズ・石黄等の代用金蒔絵材料で

赤色系漆 朱 (HgS)

蒔絵加飾 (金彩) 金 (角 )

赤色系漆 へヾ力｀ラ (Fe2 03)

蒔絵加飾 (金彩) 石黄 (As2S3)

(図 3)電子線マイクロアナライザー (EPMA)分 析結果
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あること。これら金粉以外の蒔絵粉の材質は、石黄→銀→スズヘと年代別に使用状況が変化する

ことが判明している。すなわち、金粉以外の蒔絵粉の材質では、帰属年代がやや古い17世紀初・

前期～中期頃の資料群では石黄粉が、17世紀後半の特に元禄年間以降の資料群では銀粉の比率が

高くなる。そして江戸時代後期～幕末期にはスズ粉蒔絵が多く見出される (注 7)。 この点を考

慮に入れて本資料を見てみると、金自体の使用は認められずいずれも石黄粉が使用されていた。

そのため本漆器の材質・技法面からみた本資料の帰属年代は、17世紀中期頃に求められよう。

3、 考察
以上、前章では項目別に各出土漆器資料の材質および製作技法の在り方をみた。その結果、本

漆器資料は、木胎・漆塗り技法・使用顔料ともに簡素な素材からなる極めて一般的で廉価な日常

什器類から、吟味された素材になる堅年で複雑な漆工技法を有する優品資料に至るまで、幾つか

のランク別のグループに分類された。このような漆器資料のグループ毎の違いは、文化的背景を

含むそれぞれの漆器資料の製作年代、これらを使用しさらには投棄した使用階層の社会的・経済

的背景 (生活様式)、 地域性、什器類の使用目的や方法、さらには個々の漆器生産地の技術、など

さまざまな条件が反映されたものであろう。とりわけ本漆器資料を構成する材質・技法の傾向は、

樹種・赤色系漆や金泥状加飾の使用顔料の構成要素には近世初頭～江戸時代前期頃の比較的初期

段階の特徴が多くみられた。この′点は、本資料の編年観を考える上で有力な調査結果と言えよう。

次に本報では、生産技術面からみた一括出土漆器資料における組成の傾向を把握するため、本

漆器資料および働香川県埋蔵文化財センター発掘調査のおなじ高松城郭内の上級武家屋敷跡出土

漆器資料、さらには比較資料として同じ四国の国元城下町における武家地関連遺跡である新蔵町

一丁目遺跡・福島二丁目遺跡 。旧動物園跡追跡 (いずれも阿波徳島城下町の武家地関連遺跡)、

高知城下屋敷跡遺跡 (土佐高知城下町の武家地関連遺跡)を一連のレーダーチャート方式による

集計作業を行った。

その結果、これらの基本的な材質・製作技法の組成の傾向はいずれも実用に即した生活什器類

である飲食器類を中心としていることが理解された (図 5)。 これは、これら遺跡出土の漆器資

料の性格自体が、非日常のハレの食事に供せられるような特別の什器類 (伝世品として長期間大

切に保管管理される場合が多い)と は異なり、普段の食生活で多用され、かつ割合簡単に廃棄さ

れたであろう日常什器類が中心であることに由来しよう。その一方で本遺跡出土漆器資料をはじ

めとする国元城下町の武家私邸である武家地関連遺跡出土漆器資料は、武家江戸参府江戸表の藩

邸跡や高知城下屋敷跡遺跡等の公的空間のそれとは異なり、全体的にやや優品の占有率が高い傾

向が見出される。この結果は本資料を使用し投棄した家自体の好み傾向や什器調達方法の特徴に

よるものなのか、単に出土資料の偏在性によるものなのかは、現時点では判明しないが、本漆器

資料における一つの傾向と言えよう。

次に、個々の出土漆器資料について若干の検証を加える。(1)炭粉下地を施した上に極めて薄い

赤褐色系もしくは黒色系漆や朱漆を一層塗布する資料 (資料No.3,5,7,9,19,20,21.1,

23,29,32.5,32.6,32.9,36,40.2,43,46,49,50.1,51.1,54。 1,58な ど)、 (2)ケ ヤキ材

に布着せ補強し、その上にサビ下地を数回施し、黒―朱の地漆塗りの塗重ねを行うような堅牢性

を重視した根来系漆器 (資料No。 39,54.2)、 (3)シオジ材に炭粉下地―サビ (泥系)下地を施

し、朱漆を一層塗布する力×2)と おなじ朱漆器でもやや簡便なタイプの資料 (資料No。 21.2,40.1,

44,57)、 141加飾部分に引掻き技法を用いた資料 (資料No.1,10,25,45)、 (5)鶴亀文様のセ
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江戸時代前期

東大構内 (工学部 1号健)遺跡

(資料数 Hl点 )

丸ノ内三丁目辿跡

(資料数Vlm
汐留遺跡

餞 料数箭80n

伊勢菰野落上方家屋敗跡

(資触 1279ω

江戸時代前～中期

尾張誘麹町邸跡

(資料数5解つ

組池遺跡

(資料数100儀つ

旧芝離宮庭園跡遺跡

(資料数346耐

江戸時代中～後期

江戸時代後～幕末期

(図 4)各遺跡にみられる年代別蒔絵材料の変遷

ット関係が見出される資料 (資料No.8,12)な どは、いずれも近世初頭期の漆工技法の特徴を

有する資料群といえる。一方、(6)加飾の家紋や漆絵に石黄を使用する資料 (資料No.6,■ ,13,

48)、 (7)資料 No.18の 一点ではあるが、高台底に「露に薄」の草花文様をベンガラ加飾する江戸

系の漆器椀類などは、江戸時代前期の17世紀中葉期頃の漆工技法の特徴を有している。

今後は、さらに調査事例を充実して高松城下町関連遺跡出土漆器資料の全体的な傾向を把握す

ること、同時に陶磁器類をはじめとする他の共伴遺物や遺構の性格との相互関連性を総合的に比

較・検討していくことが必要である。この一連の検討作業を行うことが、本資料の性格をさらに

的確に理解する上で大切なことであろう。

(謝 辞)本調査を行なうにあたり、高松市教育委員会文化部文化振興課の小川賢氏をはじめと

する各先生方、何香川県埋蔵文化財センター、高知県文化財団埋蔵文化財センター、働徳島県埋

蔵文化財センター、徳島市教育委員会、徳島大学埋蔵文化財調査室など、多くの諸機関や方々に

は資料調査の件で大変お世話になりました。厚く謝意を表します。

(%)
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高松城跡 (資料数 79点 )

加毎率

ベンガラ

炭下地

ベンガラ

サ靱

サLTm

高松城武家屋敷跡

(資料数68点)

徳島二丁目遺跡

(資料数69点)

ベンガラ

ベンガラ

福島二丁目遺跡

笛 牌 勉5Ю

高知城伝下屋敷跡

笛艤触5Ю

ベンガラ

炭下地

ベンガラ

淡下地 サビ下地

ケヤ|・ンオン
1

徳詐 丁目遺跡

(資料数6解つ

南前川一丁目遺跡

(資料数野Ю

新蔵町一丁目遺跡

(資料敷11耐

高松城武家屋敷跡

(資料数68点 )

中前川二丁目遺跡 (渡辺家)

笛 懺 3々00

常三島遺跡 (工学地点)

(割嘲硝5Ю

高知城伝下屋敷跡

(資料数巧Ю

ケヤキ,シオジ

ガラ

炭下地 サ軒 地

炭下地 サビ下地

中前川二丁目遺跡 (山崎鶏

(資料数16点 )

常三島遺跡 (機械地Ю

(資料敷56Ю

炭下地

サビ下地

ベンガラ

炭下地

炭下地

サビ下地

サピ下地

(図 5)各遺醐における一括出土漆器資料の組成 (集計例)

(ゆ (ゆ ⑭
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(注 )

(1)北野信彦 (1993)「 日常生活什器としての近世漆器椀の生産と消費」『食生活と民具』p81-101、 日本民具学会編 雄山閣

出版

北野信彦 (2000)「生産技術面からみた近世出土漆器の生産・流通・消費」 F日本考古学 第 9号』p71-96、 日本考古学協

会、吉川弘文館、等を参照されたい。

(2)橋本 (1979)の 調査では、近世以降のろくろ挽き物である漆器類の用材には、早晩材の組織の差が少ない広葉樹の散孔材もし

くは環孔材ではあるが靭性がある材を適材であるとしている。

橋本鉄男 (1979)『ろくろ ものと人間の文化史 31」 法政大学出版局

北野信彦 (2000)「近世出土漆器椀の用材に関する一考察」『考古学と自然科学 第38号』p.47-66 日本文化財科学会

(3)須藤 (1982)の 調査によると、近世以降の近江系 (小椋谷)木地師による挽き物類の木取り方法の場合、横木地板目取りはト

チノキ地帯に、同紅目取りはブナ地帯に定着し、その細かい技術は、個々の集団に受け継がれてきたとしている。

須藤護 (1982)『 日本人の生活と文化、暮らしの中の木器』日本観光文化研究所編 ぎょうせい

徽)なお一部の資料については細かい粘土や珪藻上をにかわ等に混ぜて用いる泥下地 (堅下地 。本下地より堅牢性に欠ける)の

可能性もある。しかし出土資料のにかわと生漆の明確な科学的識別が技術的に困難な現在、両者をまとめてサビ下地とした。

北野信彦 (1993)「近世出土漆器資料の保存処理に関する問題点・I一文献史料からみた量産型漆に使用する混和剤を中心と

して一」『古文化財の科学第 38号』p65-79、 古文化財科学研究会

(5)このような近世漆器の製作技法の在り方を示す民俗事例の 1つ に、新潟県糸魚川市大所の小椋丈助氏による実用に即した近

世木地師、漆器椀の製作技法に関する回承資料がある。それによると [上品]布着せ補強 (椀の欠け易い縁や糸じりに麻布を

巻く)～サビ下地 (砥の粉を生漆に混ぜたサビを三回塗布)～下塗り (生漆)～上塗り (生漆に赤色系顔料もしくは黒色系顔

料を混ぜた赤色系漆もしくは黒漆)の工程をふみ、人一代は持つ堅牢なもの。 [下品]炭粉下地 (柳や松煙を柿渋に混ぜて用

いるサビ下地の代用下地)～上塗り (生漆の使用量を節約するために偽漆である不純物を多く混入している粗悪な漆)。 [中

品]下品とほぼ同様の工程をふむが上塗りの漆を濃く塗布したリミガキを丁寧にしたりする。下品よりかなり持ちが良い。な

どとしており、各漆器ランク別の工程をよく示している。文化庁文化財保護部編 (1974)『 木地師の習俗 民俗資料選集 2』

国土地理協会

(6)江戸時代における朱とベンガラの価格表を検討してみると、江戸時代前期段階には両者海外輸入品が多いためか、相対価格

差はほとんど見られない。しかし江戸時代後期頃の段階では、両者に約30倍ほどの相対価格差が見られ、とりわけ朱の高価さ

と入手困難さが指摘される。

北野信彦 (2000)「朱・ベンガラ 項目」『日本民俗大辞典 (下巻)』 福田アジオ編、吉川弘文館

(7)寛延四年 (1751)の 『名古屋諸色直段集,寛延四未年小買物諸色直段帳』には、漆器の休漆技法別の価格が記載されている。

この史料では、布着せ蝋色塗 (上品):常溜塗 (中品):常拭漆塗 (下品)の相対価格差は、約51:34:1と算定される。また、

伊勢菰野藩上方家菩提寺である見性寺の見性寺文書には、伊勢桑名の塗物商ぬし興に提出させた見積書があるが、それによる

と家紋加飾に使用された金・銀・錫粉蒔絵の相対価格比率は、約18:6:1と 算定される。いずれの事例からも生産技術面 (こ

こでは材質や製作技法)の違いにより、漆器には明確な価格差が存在したことが理解される。

北野信彦・肥琢隆保 (2000)「近世出土蒔絵漆器の材質・技法に関する調査」『考古学と自然科学第38号』p67-92、  日本

文化財科学会

(参考文献)

(1)沢口吾一 : “日本漆工の研究"(1996)、 美術出版社。

(2)灰野昭郎 : “漆工 (近世編)日本の美術 8 第231号 "(1985)、 至文堂。

(3)光芸出版社編 : “うるし工芸辞典"(1978)
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ぶな科ブナ

本国 (30X)

とちのき科 トチノキ

木口 (30X)

にれ科ケヤキ

木口 (30X)

もくれん科シオジ

柾自 (100X)

柾目 (100X)

柾目 (100× )

(写真 1)主要用材の顕微鏡写真
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板目 (50X)

板目 (50X)

板目 (50X)

II自 (100X)

本国 (30X) 板目 (50× )



黒色系漆 (I)(× 50) 黒色系漆 (I)(× 50)

赤色系(ベンガラ)漆 (I)(× ]OO)

有加飾漆 (ベンガラ漆十黒色絵漆)(E)(× 100) 有加飾漆 (黒色系漆+石黄加飾漆)(I)(× 100)

赤色系 (朱)漆・布着せ補強 (Ⅶ)(Ⅶ)           赤色系(朱 )漆・布着せ補強 (Ⅶ)(× 50)

(写真 2)塗装膜面の塗り構造の分類

-347-





第 5章 まとめ
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第 1節 遺構 の変遷  (第311～ 313図 )
以下,調査結果より弥生時代後期及び平安時代のものと,それ以後の主要遺構を5期に分け,

当地点での変遷を考察する。

弥生時代後期及び平安時代

調査では,弥生時代後期及び平安時代の遺構を若千ではあるが検出した。周辺部に遺構の事例

がなく現状では不明な点もあるが,当期の弥生土器は,高松城下の調査で比較的多くの出土例が

認められる。後期になり遺跡数が飛躍的に増加する平野部の状況をみれば,当地周辺点でもそう

した状況下に想定され,今後の調査で集落の所在が判明することが期待される。平安時代の遺構
では,既に南接する調査地点 (香川県埋蔵文化財調査センター2003『高松城 九の内地区』)で
当該期の遺構基盤層が存在することが指摘され,今回の調査により裏付けられた。確認された溝
は条里地割りとは方向が異なり,平野部より条里施工が遅れる可能性がある。野原庄となる以前
の段階に想定され,当該期についても海浜部である当地点周辺まで生活域が及ぶことが明確とな

った。

I期 築城以前～17世紀初頭
近年,高松城下の調査では中世期の遺跡が随所で確認され,高松城下が中世期の集落 (港町)
を基盤とした状況が想定されるようになった。南接の調査地点『高松城 丸の内地区』では中世
前葉の井戸が 2基確認され,今回の調査地点でも中世末葉に廃絶する井戸 (SE 3004,3005)及 び

溝 (SD3007)が確認され,また近世の遺構に混入品として散見される中世期の遺物から,当地点

周辺でも中世段階の遺跡の存在が想定される。当調査では中世の遺構が南部において末葉期の整

地により廃絶したことが確認され,以後との画期がうかがわれる。また西半部では,東西方向の

溝状遺構に考えられるSX3007及び南北方向の溝 SD3009が検出されている。SX3007に ついて

は,後出のSX3002の 底面で認められる痕跡の方向及び規模からL字形に屈曲していた可能性も

考えられる。 SD3009と の関係は不明な点もあるが,両溝は一定の規模を有しており,区画溝で

あつた可能性が推察される。 SX3007の出土遺物は,唐津を含む等上述の中世遺構のものとは様

相が異なっており,生駒時代の初段階まで存続していたか,あ るいは生駒時代初期の所産と考え

られる。中世末葉のSD3007を含め,こ れらの主軸が条里方向 (高松平野では,真北より約 8°東
へ傾く)に ほぼ合致し,後出の区画及び現状で認められる地割りと異なる。現況の城下地割及び
『高松城下図屏風』 (図版55)をはじめ松平時代の絵図では曲輪の北面,中堀のラインはほぼ東

西に水平であるが,南面となる外堀のラインは,条里地割に合致した傾きをもつ。当地点は後出
の遺構及び立地から,やがて曲輪の北面,中堀のラインに規制される状況を読み取ることができ

るが,生駒時代初期段階では古い地割りを踏襲していた可能性も考えられる。この様な条里地割
は,現況でもタト堀以南及び曲輪内においても若干認められる。

Ⅱ期 17世紀前葉 (生駒時代)

大型遺構 SX3002,SX4001の 存在が際立つ。直接,区画を示すものではないが,遺構南限及
び調査地南西隅に位置する井戸 (SE 3007)か ら,後出の様な南北及び東西の道路の存在も推定さ

れる。この道路については生駒時代末期の『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』 (図版53)と 松平

時代初期の『高松城下図屏風』で変化なく描かれ,現況でその推定に矛盾は生じない。また生駒
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時代の絵図では,当調査地点に2或いは3つの区画の存在が比定される。当絵図によれば,西端
の屋敷地が張り紙のため不明だが,中央部は空閉地,東に北村興惣右衛門の屋敷が見られる。ゴ

ミ捨場の様相となるSX3002に ,土地利用の状況から空閉地の可能性もあるが,区画として明瞭

なものではない。その一方, 松平時代ではこれら複数の屋敷割りが,広大な屋敷へ統合される状

況を文献資料及び調査結果で認められる。さらに東西道路を挟み南接する調査地点 (F松平大膳

家中屋敷跡』及び『高松城 九の内地区』)で,生駒時代～松平時代初期の南北方向の区画溝が
確認された結果からは,当該期の屋敷割りが復元できる可能性が指摘される。しかし当地点では

南北方向の区画は検出されず,後出する松平期の屋敷の東限についても調査範囲外に想定される

結果となっている。また生駒時代～松平時代の過渡期に推定される F讃岐国高松城図寛永十七年

生駒家封地没収大洲藩主加藤泰興当時』の絵図によれば,屋敷割りが細部で変化した可能性も考

えられ,現状で当期の詳細な屋敷害Jり の復元は難しいと言わざるをえない。

Ⅲ期 17世紀中葉～18世紀前葉

松平時代に入り,生駒期の複数の屋敷割が 1区画の屋敷地に統合される。17世紀中葉,頼重時

代の城下を詳細に描いたとされる『高TAk城下図屏風』がある。当絵図によれば,調査地点は大き

な屋敷の裏庭部分に相当し,確認された東西方向の溝 (SD2003)及 び道路がその南限と考えられ

る。また調査地西端部で南北方向の道路が南に位置する屋敷に突き当たり,鍵形となる様子が絵

図と一致して認められる。屋敷内で確認された遺構については,基本的に次期へと踏襲される内

容と考えられる。中央部及び北東部隅で,Ⅳ期の終わりに埋没する窪地が存在する。遺構として

明瞭な形で検出できなかったが,状況として池状の施設が推定される。北東隅SX3005では木簡

資料が出土し,当屋敷が頼重の重臣,彦坂織部邸であることが特定される成果を得た。中央部で

は,Ⅳ期の終わりに廃棄土坑となるSX2008。 3001と 同―プランとなる杭列が認められ,その底

及び西岸部には導水施設に想定されるSE3003-②, SE 3003が検出されている。これらの遺構
は,区画溝SD2003と 同様に屋敷の基本的な施設であるため,松平時代当初より設置された可能

性が考えられるが,Ⅳ期と重複するため,その詳細な設置時期には検討を要する。とりわけ上水

施設については,頼重時代に敷設されたと伝わるが,『高松城下図屏風』で曲輪内に貯水池のよ

うな箇所が見られず,ま た配管に竹樋という後出的な構造が当該期に遡りうるのか否かは,今後
の調査の進展による。その他屋敷境の施設として,焼土層より下位でSB 2002を 検出している。

単独で建物となるのか後出のような長屋となるかは不明だが,礎石の基盤の状況からはⅣ期と比
べ小規模な上部構造が推定される。東部で検出された溝状の遺構 SD2006に ついては,SB 2002や

後出するSA2001の 北面のライン上に開削されており,ま たSA2001(SB 2001)|こ付随すると

みられる石列状の遺構 SD2004,2005の下位遺構であることから,当期における屋敷境の建物を

暗示するものと考えられる。出土遺物は17世紀末葉頃にまとまり,彦坂織部家が絶え,御連枝大

膳家の創始となる頼芳が当屋敷に入る画期に該当している。

Ⅳ期 ]8世紀前葉～19世紀前葉

屋敷境の溝が焼土を前後としSD 2003か らSD 1001に付け替えられた段階を初現と想定される。

屋敷内の有様は根本的な変化が見られず,上述したように基本的には前段階を踏襲した状況と考

えられる。屋敷地の区画では,調査地の南西端に想定された屋敷が南北方向の道路に吸収され,
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第311図 調査区内遺構変遷図 (その 1)
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第312図 調査区内遺構変遷図 (その 2)
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第313図  調査区内遺構変遷図 (その 3)

十字の交差点となる大きな変化が認められる。遺物量が少なく調査結果のみで明確な時期比定は

難しい。そこで絵図について見ると『高松城下図屏風』から享保年間の F高松城下図』 (図版56)

まで空白となるが,こ の間に十字の道路へ変化したと考えられる。現状では,焼土が SD 1003ヘ
の付け替えの契機となること,道路の変更に4つの屋敷地が関与することから,享保 3年 (1718)
の高松大火が画期としては最も可能性が高い。屋敷内では,次期に踏襲されるSA2001, SB 20
01が屋敷境の施設としてあり,その南面の道路上に小規模な柵が見られる。また池 (SX2008)
に南面し小規模な建物に想定されるSX2010がある。当期の下限は, SX2008及 び調査地北東部
に位置する池状の窪みが完全に埋没する時期であり,なおかつ門の南に位置するSK2095に伴い

上水枡が壊される等,前段階以来の上水施設が廃絶する19世紀前葉が推定される。

V期  19世紀前葉～19世紀末

屋敷割りそのものは前段階と変わらず,屋敷境の施設もほぼ同様に認められる。長屋 SA 1001
は,前段階より西方へ伸びる状況が明瞭となり,門 と考えられるSB 1002は より重量のある上部
構造に耐える土台に付け替えられる。『高松市街古図 (文化年間頃高松城下図)』 (図版57)で
は,大膳家屋敷の南面屋敷境に門らしき建物が描かれ, SB 1002或 は前段階のSB 2001と して推
定される。この位置関係からは,大膳家の屋敷がほぼ現状の地割りに相当する規模に推定され,
享保年間以来,東西に長く描かれることの多い敷地とはやや矛盾する。調査結果からは敷地の東
限は明確にならないが,現状で大膳家について敷地の増減を示す記録は認められないことから,
むしろ現状の地割りとほぼ一致し描かれた F讃岐高松城下絵図 (弘化年間)』 (図版58)に相当
する規模の敷地であった可能性が高い。屋敦内では,北部に建物 (SB 1001)や 石列 (S Z 1001),
井戸 (SE 2001,2002),屋敦内での小規模な区画 (SX 1003,1004)等が認められるが,前段階
に池状の窪地は埋められ大半は空閉地状に見られる。
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第 2節 絵 図・ 文献か ら見 た大膳家 の歴史 と屋敷地の変遷 (第314～ 318図 )
第 1節「遺構の変遷」をもとに,こ こでは絵図や文献から大膳家の歴史と屋敷地の変遷につい

て検討したい。なお絵図の時期については,森下友子1996「高松城下の絵図と城下の変遷」 F財

団法人香川県埋蔵文化財調査センター 研究紀要』Ⅳに依拠する。

I期

この時期は,高松城築城以前にあたるため,絵図は認められない。資料からは,応徳 3年 (10

86),白河天皇の退位に伴い,野原郷内の勅旨田が立券されて野原庄が成立していることがわか

る。この頃と考えられる遺構 。遺物は今回の調査でも確認できた。近年多く実施された香川県埋

蔵文化財調査センターの調査では,高松城東ノ丸地点で15世紀頃と考えられる漁民の墓が確認さ

れ,こ の南に続く香川県歴史博物館建設地点でも同様に漁民の墓が検出されている。高松城西側

では,浜ノ町遺跡で14世紀から15世紀前半を中心とする居館跡が確認され,白磁四耳壺埋納遺構

を検出している。また,西の九町地区では,12世紀から13世紀前葉と考えられる湊関連施設が検

出されている。平成14年度高松市教育委員会によつて調査が実施された西の九地区では,12～ 16

世紀の集落跡を検出した。また,溝から「野原濱村元量壽院」と記された文字瓦が出上しており,
この地点が,「野原濱村」であったことや天文年間 (1532～ 1555)にあったとされる無量寺院の

存在を裏付けた。今回の調査でも中世と考えられる遺構 。遺物を確認した。それらはほぼ城下築

造直前のものと考えられる。また,14～ 15世紀と考えられる瓦も出土しており,弥生時代終末・

古代 。中世と続く集落の存在が想定される。その外,遺構は確認されていないものの,弥生土器
・須恵器・須恵質土器・土師質土器は,ほ とんどの調査地点から出土しており,高松城周辺の中

世以前が明らかになりつつある。

Ⅱ期

戦国時代の動乱を経て,天正16年 (1588),生駒親正により高松城築城が始まった時から,寛

永17年 (1640)生駒騒動により生駒氏が出羽国矢島に転封されるまでの時期に当る。

絵図には寛永15'16年 (1638,1639)に 描かれたとされる『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』

がある。調査区は御城の南,北に「生駒河内」,南に「北村興惣右衛門」,その西には空閑地 ,

I    溺  
気 _二

―

|
】
峰
み
て

‥
　
■
み
　
娼

４
ケ
４

議ヽ

第

-355-



さらに西には張り紙が認められる一角である。「生駒河内」は石高3160石 を有する生駒氏一族で

ある。母は生駒一正の娘「山里」で,中納言猪熊教不Uに嫁いで生まれた子であるが,教利早世した

ため連れ帰り,一正が撫育したものとされる。「北村興惣右衛門」は石高600石 を有しており,
生駒騒動時は逆意方であったとされる。調査区内では,屋敷地の境を画する溝等は検出されなか
つたが, SX4001の 西辺が直線状に北に伸びていることから,こ こに境が存在したと想定するこ

とも可能である。そうすると,平成13年度に当調査地の南側で実施された香川県埋蔵文化財調査
センターの調査 (丸の内地区)で検出された「大塚来女」「大琢八右衛門」の屋敷地を画す溝を

廷伸した位置に屋敷地の境が想定されるわけであるが,そ うした場合,絵図では東隣の「前野次

太夫」「吉岡太郎兵衛」と境をなす事になり,次時期の遺構。遺物や資料との醜解が認められる。
現状では,絵図『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』は,その屋敷境については,正確性を欠いて
いるものと理解したい。

Ⅲ期

松平頼重入府から亨保 3年 (1718)高松大火までをこの時期とする。

生駒騒動の後,大洲城主加藤出羽守,今治城主松平美作守,西條城主一柳丹波守がそれぞれ統治
していたが,寛永19年 (1642),水戸藩の長子松平頼重が高松12万石藩主として入府した。この

時期の絵図として,『高松城下図屏風』がある。
『高松城下図屏風』は1650年代前半に描かれたと考えられているもので,絵図からは生駒時代 ,
生駒河内と南 3軒だった屋敷は 1軒になっていることが認められる。『生駒家廃乱記』からは,

「生駒河内」「北村興惣右衛門」「前野助之丞」の屋敷が,松平家の大老「彦坂織部」の屋敷と
なったことが認められる。屋敷数と拝領者に『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』とは組締を認め

るが,『讃岐国高松城図寛永十七年生駒家封地没収大洲藩主加藤泰興当時』の絵図では,北に
「生駒河内」南の東側に「北村興惣右衛門」その西側に「前野助之丞」とあり,『生駒家廃乱記』
と一致している。

彦坂織部は頼重の常陸下館時代からの家臣で,石高6000石の大老であり,その嫡男織部黒年は

頼重の姪を妻に要っている。

その後,貞亨 4年 (1687)彦坂家は継嗣なく断絶となり,翌年,松平頼重の庶子,松平頼芳が
入居する。この後,御連枝として頼芳の孫頼垣は第 4代藩主となり,その弟頼央・至央は阿波藩

主の養子となっている。

Ⅳ期

享保 3年 (1718)の火事は江戸時代最大の火事と言われ,城下の武家屋敷のほとんどを焼き尽
くしたとされる。

『高松城下図』は享保年間 (1716～ 1736)に描かれたもので, F高松城下図屏風』と大きな地割

の変更を認める。

屋敷の南を東西に伸びる道は,前時期,西側で鍵型を呈していたものがなくなり,東の南北道路
まで3軒であった屋敷は2軒となっている。また,「松平左近殿」屋敷の南西と南,さ らに東に

用水と思われるものが描かれている。調査結果からも道南側の区画溝 (SD2010)が埋められた

後,整地され道になったことが確認された。大火以前,屋敷の囲いは掛塀もしくは土塀であった

ものが,以後,御城火除けのため屋敷の並びを中堀から5間南に寄せ,腰瓦で再建したという。
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第315図 『讃岐国高松城図 寛永十七年生駒家封地没収大洲‖落主加藤泰興当時』

(F小神野夜話』)大火後,再建された門や塀は柱穴を持ったものになったことが確認された。

なお, F高松城下図』にみられる「左近様」は頼芳の嫡男「頼,熙」である。また,東西道路を挟

んで南に見られる「左近様中屋敷」は,平成13年度に高松市教育委員会によって発掘調査が実施

された地点 (前述 松平大膳家中屋敷地点)であるが,彦坂家時代,その嫡男のために,松平半
右衛門屋敷を召し上げ,屋敷を建てている (F小神野夜話』)が,それが,後に代々松平家の中

屋敷になったものと思われる。調査の際,頼昌時代の宴のゴミ穴を検出している。

宝暦 9年 (1754),松平家は継嗣なく,第 5代落主頼恭の庶子,頼昌が養子となり家督を継ぐ。

頼昌は明和 2年 (1765),「大膳」に名前を改め,5000石に加増される。絵図 F日本興地南海道

郡郷部讃州高松地図』はこの頃のものと考えられる。頼昌にも継嗣がなく,寛政 1年 (1789),

弟頼裕の長子頼格が養子となり,家督を継ぐ。その後,天保 7年 (1836)嫡子頼覚が家督を継ぐ

のをもって,Ⅳ期が終わるものとする。

V期

天保 7年 (1836)を 上限とする。この時期と考えられる絵図に F東讃高松絵図』『天保15年高

松之図」『安政 4未年高松之図』がある。これらの絵図はいずれも「頼覚」の時期に描かれたも

ので,地割等に変化はみられない。「頼覚」は後,「大膳」を名乗り,幕末には藩主頼聡にかわ

り二条城の警衛や禁門の変では日之門外の守衛にあたったり,第 1次長州征伐にも出兵した。こ

のような状況の下,元治 2年 (1865)嫡子頼利が家督2000石を継いでいる。慶応 8年 (1867)の

大政奉還,翌年,明治新政府となるなど激動の後,明治 4年 (1871)高松藩は高松県となるが,

数ケ月後には丸亀県を合併して香川県となる。しかし明治 6年 (1873)に は名東県 (阿波・淡路

国)に併合。再び明治 8年 (1875)に は香川県になり,翌年には愛媛県に併合される。そしてよ

うやく明治22年 (1888)に 至って分県独立を果たし,明治27年 (1894)香川県庁が「大膳家」跡

に建設される。

明治15年 (1882)の F高松市街地図』では,タト堀が幅半分程度に埋められた様子が認められ,

「大膳家」のあった一区画は「江戸ナガヤJと の記載が認められることから,こ れ以前に言い伝

えどおり四番町のほうへ移転したものと考えられる。
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第317図『享保年間高松城下図』
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-358-



引用文献・主要参考文献

飯田町遺跡調査会1995『飯田町遺跡』

大嶋和則2002「高松城跡 (松平大膳家中屋敷)発掘調査報告書」高松市教育委員会

大橋康二 1994『古伊万里の文様』理工学社

大阪市文化財協会 1998『住友銅吹所跡発掘調査報告書』

小野正敏 1082「 15,16世紀の染付碗,皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究No.2』 日本貿易陶磁研究会

香川県教育委員会 1987『高松城東の丸跡発掘調査報告書』

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会10周年記念」

北山健一郎 1999『香川県立博物館建設に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告 高松城跡』側香川県埋蔵文化財調査センター

財団法人 小谷城郷土館 2000Fシ ンポジウム 焼塩壷の旅―ものの始まり堺―」

佐賀県立九州陶磁文化館 1984『国内出上の肥前陶磁』

佐賀県立九州陶磁文化館 1996『土と炎一九州陶磁の歴史的展開―』

佐賀県肥前古陶磁窯跡保存対策連絡会 1999『肥前古陶磁窯跡 基礎調査・基本方針策定報告書』

佐藤 隆2000「実年代資料 大坂」『第12回 関西近世考古学研究会大会 近世の実年代資料』

佐藤竜馬2000『 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第4冊 空港跡地遺跡Ⅳ』

側香川県埋蔵文化財調査センター

佐藤竜馬2002『 サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第4冊 高松城跡 (西の九町地区)Ⅱ 』⑫

香川県埋蔵文化財調査センター

鋤柄俊夫・森貌 1999「豊臣期大坂城跡における三ノ丸築造以前の基準資料」 F大阪市文化財協会研究紀要」第
2号 大

阪市文化財協会

千代田区飯田町遺跡調査会ほか2001『飯田町遺跡』

東京大学埋蔵文化財調査室編 1990『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書3東京大学本郷構内の世紀医学部付属病院地点」

豊田 基 1982「讃岐のやきもの」『日本やきもの集成10 四国』平凡社

成瀬晃司2000「江戸遺跡における実年代資料」『第12回  関西近世考古学研究会大会 近世の実年代資料と

難波洋三 1992「徳川大坂城期のk●L烙」『難波宮l■の研究』第 9

乗岡 実2002『大坂城三之曲輪跡―表町一丁目地区再開発ビル建設に伴なう発掘調査―」岡山市教育委員会

藤沢良祐 1993『瀬戸市史 陶磁史篇』瀬戸市

藤好史郎 1996『高松港頭土地区画整理事業平成 7年度埋蔵文化財発掘調査概報 高松城跡」側香川県埋蔵文化財調査セ

ンターほか

古野徳久ほか2000『平成11年度サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告 高松城跡 (西の丸町)

・浜の町遺跡』側香川県埋蔵文化財調査センターほか

堀内秀樹 1997「東京大学本郷構内の遺跡における年代的考察」
『東京大学校内遺跡調査研究年報 11996年度』東京大学

埋蔵文化財調査室

松本和彦2002「高松城跡出上の京・信楽系陶器と理兵衛焼」
『第 4回 四国城下町研究会 四国・淡路の陶磁器Ⅱ―理

兵衛焼と京焼―』

松本和彦2003『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 5冊 高松城跡 (西の丸町地区)Ⅲ J

側香川県埋蔵文化財調査センター

松本和彦2003『高松家庭裁判所移転に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 高松城跡 (丸の内地区)』 働香川県埋蔵文化財調

査センター

松本和彦2002「 四国地方―香川県―」『第12回九州近世陶磁学会 国内出上の肥前陶磁 西日本の流通を探るJ九州近

世陶磁学会

森 及 1992「 16世紀後半から17世紀初頭の陶磁器」『難波宮l■の研究』第9 財団法人 大阪史文化財協会

森下友子 1996「高松城下の絵図と城下の変遷」『財団法人香川県埋蔵文化財調査セ
ンター 研究紀要』Ⅳ 働香川県埋

蔵文化財調査センター

森田克行 1984『摂津 高槻城』高槻市教育委員会

森村健-1995「福健省 州窯青花・五彩・瑠璃地の編年」『大阪府埋蔵文化財協会』

-359-





図版 ]

調査区 (南西方向から)

単 `ち

調査区近景 (南方向から)

|::1善
rヽ



第 3面 調査区全景 (右が南)



図版3

°
と出出

― B

踊

I■

irt撃

第 2面 調査区全景 (左が南)



図版4

,奪ユヨHttuttHI ド



図版5

■ギ1とき,

斃勢:線韓Ⅲ韓
第 5面 A― C区柱穴群 (南方向から)

叫

弥生柱穴群 断面

SK 400](南 方向から)

SD400丹 (南方向から)

工iユlill:鵬 II● 1撃重基111T

ν

一ヽ
一・．
一．一「一一・一一一一・一一一一一一一

SK4001 断面

▲た

SD4001 断面

時   `  ∫

SX400](東方向から)

与|↓

ⅢIIIヽ
■|.|(i

雛 ― Ⅲ …■峯謝Ч叢遺是=iド

SX4001 断面

暉ヽ



図版6

,i｀
    …

11 1tlI曹 :番 k

liゞ |

―i ll

F区 第 3面完掘 (南方向から)

SX 3002(北 方向から)

SX3002

E区 第 3面完掘 (南方向から)

SX3002 断面

SX4001(東方向から)

SX3002遺物出土状況


